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第5 章　ノミソゲソにおける麻織業の発展と
商人・商事会社及び輸出市場
第1 節　 はじめに
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巾性南ドイツのシュワーベン（Schwaben ）地方一帯に凱開されていた麻 織
物業を生産的な土台として，当時周辺の中小都市の多くに数多くの商事会社が
発達活動していたことは周知のところである。前章でみた都市ラーフェソスブ
ルク（Ravenaburg ）を拠点としたかの「大ラーフェソスブルク商事会社（dieGroBe Ravensburger
Handelsgesellschaft）」の存在とその活動がその典型で
あるが，そうした大規模商事会社の存在はごく例外的なものとしても，そのほ
かに数多くの商事会社が，多くは個人商人的活動にささえられていたものでは
あったが，中世から近世への経済的過渡期の混 乱と不安定な時代を背景とし
て，その営業活動の促進に遥進していたのであ った。 ラ ーフェソ スブ ル ク(Raven
 sburg)と並んで交通の要所に位置していたメミソゲ-y （Memmingen ）
にも数多く の商 事 会社の活 躍がみ とめら れる。フォーリソ商事会社（DieHandelsgesellschaft der
Vohlin ）はそれらの代表格である。
ところで当時の商事会社の多くは，経営形態からいえば有能な商人の活動を
柱とする父子，兄弟，等々の血縁的結合体によっていたといえる。上の「大ラ
ーフェソスブルク商事会社」のように外部からの出資にも多くを依存していた
ものもあったが，しかし活動の主体である商人そのものやそこに必要とされる
出資金の論達がその地域に有力な貴族家族 （Geschlecht あるいはPatrizier-familie
）に大きく依存していたとい う点では，多くは,まさに中世的同族経営
206
（Familiengesellschaft）の域を出ていなかったと言わなければならない。ここ
に取り上げるフォーリソ（Volin)  商事会社の場合もその例外では ない。中世
の貴挨家族出身の商人活動とそこからの出資，さらにそれら貴族間による血縁
的結びつきを通しての会社組織として0 経営拡大化，等々はこのフォーリン商
事会社の発展のなかで随所に見つけられるものである。ただ問題は，そうした
一巡のドイツの中世商事会社史の時代的移行のなかで見られる，麻織物を中心
とするいわば商品取扱い商菜から，ウェルザー（Welser ）・フッガー（Fugger ）
を中心とする貨幣取扱い商業への移行が，このフォーリン商事会社および後に
それと合併するウェルザー商事会社の発展のなかでどのように跡づけられるか，
である。さらに，この時代のドイツの商人一般にみうけられる，土地・不動産
への資本投資先の変更が，この商事会社の経営史においてどのように把握され
るかである。
第2 節　 メミソ ゲン 麻織物商業に関する研究史
中世都市メミソゲン（Memmingen) とそこにおける商人， あるいは商事会
社の活動に関する文献はけっして少なくはない。しかし実際にそれらの文献を
手にとって，あるいは目に触れることができるものははるかに限られてし まっ
ている0 が実情であると思う。手に触れることのできないものをも含めての研
究文献を追ってみれば，以下の通りである。
まず研究史上の地位から言って最初に取り扱わなければならないヴェスター
マV  （Askan Westermann ）の諸研究は別に扱うとして，時代順に紹介すれば，1875
乍にBrunner,  Luitpold, Die　Vohlin von Frickenhausen,    Zeitsch吋tdes historischen
 Vereins fur Schwahen  und Neuburg,  Augsburg,    1875年所収，
が出ている。次いでDobel,  Friedi-ich, Beitrage zur Verfassungsgeschichteder Reichsstadt Memmingen,
 Zeitschrift des historischen Vereins  fur Sch-waben
  und　Neuburg   Augsburg,    1876年所収， があり,   1900年を過ぎると，Miiller,
 Johann,    Das spatmittelalterische Transportwesen der Schweiz
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 Geographische Zeitschrift,  Leipzig,  1905 年 所 収 と, Miedel,  Julius,Die oberschwabischen Reichsstadte,
Ihre Entstehung und altere Verfas-
sung, Besprechung des gleichnamigen Werks von K.O.    Miiller,   Schwa-bischer　Er
活hler ，Memmingen,    1912年所 収 ， が 出 てい る。 さ らに,  Maurer
に よるUlrich Imholz,  Schriften des Vereins  fur　Geschichte　des Bodenseesund
 seiner Umgcbitng, 皿Bd.,  Friedrichshafen,   1915 年所 収 ， が 発表 さ れ て
い る。
1920 年 代を 中 心 とし てそ れ 以 後 ， 上 に 述 べ た ヴ ェ スタ 一マ ソ （Askan Wes-termann
） の 諸 論文 が 次 々と 発 表さ れ てト る が， こ れ らを 除け ば, Kammerei ・，Immanuel
とNebinger,   G バ こよるDie  Schw 晶ischen  Patriziergeschlechter,Eberz und Furtenbach,
   Neustadt,   1955 年が 発 表 さ れ,   1959年 にはBraun,Fr.,
 Die Einfiihrung der Zunftverfassung in Memraingen,    Me 京mingerGeschichtsbldtter,
  1959年 所収 が 出て い る。 次い で ， 都市 メ ミソ ゲン につ い て の
概略 が 述 べ られ て い るUnsere    Stadt　Me恨mingen,    Verlag Bild &   DruckGmbH,
 Miinchen 1963 年， が 出 版 され て い る 。 さ らにBi'aun,   Walder の 論
文Die Vohlin und ihr Wappen, Spiegelsc 加ab. ，1966 年Nr 、5 所 収 が 発 表さ
れ てい る 。 翌 年 の1968 年に は, Rossler,  Hellmuth,  hrsg., Deutsches Patriziat1430
～1740,    Schr汀ten  zur　Proble恨aiik der deutschen　F 公hrungsschichten    inder
 Neuzeit.  Bd.  3.   1968年 所 収， が 出さ れ て い る。
そ し て,   1971年 に， メ ミソ ゲソ の 商 人お よび 商 事会 社 研 究に とっ て 最 も重 要
と思 わ れ る 研 究著 作,   Eirich, Raimund,  Me 恨mingens  Wirtschaft   und Pairi-ziat
 von  1347 bis 1551,  Kommisionsverlag Anton H.  Konrad Verlag, 1971
が 発 表さ れ た。 本 論文 が参 照 し て い る 多 くの史 実は こ の研 究 著 作に よっ て い る
こ とを まず 明 ら かに し な け れ ば な ら ない が,  R. ア イ リ ッヒ（Eirich ）氏に よる
この 問 題に 関す る 過 去 の 数 多 く の 研究 の集 大 成 （ ヴ ェ ス タ ー マソ の 研 究を 含 め
た）は 高 く評 価 さ れ る も の であ る ‰ そ の ほ かに ， 都市 メ ミン グ ソの 歴 史 とy
ミン デン を 代 表 す る巨 商， 偉 大な 人 物 の足 跡 を 追 っ て 編 集 さ れ た,   GiintherBayer,
 Memmingen   in historiscken  Bi・Idem, Verlag Memminger Zeitung,
208
1983 乍， も研 究 を す す め る上 で 重 要 な 史料 を 提 供し て い る。 以 上 は ， メ ミン グ
ン とそ の商 業 史に 関 す る 参 考 文 献 の ご く一 部 に 過 ぎ ない も ので あろ うが， こ の
ほ か に 乱　 当時 の 商菜 活 動を 扱 っ た 論文,   Eirich, Raimund,  Allgauer Kauf-leute ira　Fernhandel mit Sensen　im ausgehenden
Mittelalter,  Verlagfiir Heimatpflege, Kempten,
 Blatter  fur Heimatforschung  絹nd Heimatp ルFNr.
 81 があ る。
最 後に,   ^ ミソ ゲソ だけ で な く当 時 の こ の 地 域一 帯 の商 業 ・ 貿 易 活 動に つ い
て 大 き な業 績 を 残し てい る ア ス キ ャソ・ヴ ェ ス タ- マ ソ(Askan Westei ・mann)
の 詰 冊 究に 触 れ てお き たい 。 そ れ ら の 研 究を 発 表 年 代 順 に 紹 介す る と,   1908年
にVierteljahrschrift   fur    Sozia卜皿4    Wirtschaftsgcschich皿Bd.  6,   Leipzigund Berlin 
に 発表 され た 論 文,   Die Zahlungseinstellung der Handelsgesell-schaft der Gebriider Zangmeister zu Memmingen 1560,
から は じ 童っ て，
実に30 数 点 に のぼ る業 績 が み と め ら れ る 。 と くに メ ミソ ゲ ン 市 の 市 古文 書 鮑(Stadtarchiv)
に 保 存 さ れ て い る 歴史 研究 誌Me 別別inger  Geschichtsblattc?り こ
発 表 さ れ た 諸 著作 は,   1910年 代,   20年 代,   30年 代,   50年 代 に お よ ぶ長ト 研 究 活
動 の 成 果 であ る。 こ こ に 煩 瓊 を 承 知 であ え て 挙 げ れば 次 の通 りで あ る。 まず ，
上 の 論文 の 次に は1909 年 に,   Der Rat der Reichsstadt Memrningen 1446 ～1552,
   Arch加fur  Stamm- 回d  Wappenkunde  10,  1909年 ，10 頁以 下所 収 ， が 出
た。 次い で1910 年 代 には,   Genealogie  der Familie  Z 皿gmeister,    Marburg,  1911,
  Die Geschichte der Zamgmeistei-'  schen MeBstiftung in Memmingen,Sch
加abischer　Erzahler,    Memmingen,    1913,    129頁 以 下 所 収,    MemmingerWeinhandel und Weinausschank im 15. und 16.
Jahrhundert,  Mem 海ngerGeschichtsblatter,
 1913,  51 頁以 下 所 収,   Die Bevolkerungsverhaltn  isse Mem-mingens im ausgehenden Mittelalter,
  Me 祖minger Geschichtsblather,    Nr.1,
   5 頁 以 下 及びNr.   3, 17 頁 以 下 所 収,   Zur Geschichte der MeramingerWeberzunft und ihre Ereignisse im 15. und 16. Jahrhundert,
  Vierteljahr-schrift
 fur　Sozial-und    Wirischaftsgeschi血 ら  1914,   385頁 以 下 及 び567 頁 以
下 所 収,   Das Memminger Bleichwesen in der reichsstadtischen Zeit, Sch-
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扨勧ischer Erzahler,  Memmingen 1914, 104 頁 以 下 所 収， が 発 火 され て い ろ．1920
乍代に は,   Memminger Handel　und　Handelsgesellschaften　um　dieWende vom Mittelalter zur Neuzeit,
   Me 摺mineer  Geschichtsblatter, 1920,6.
  Jg., Nr.  2 及 びNr.  3 所収,   Die Besserer-Gesellschaft zu Memmingen,Mem
面nger Geschichtsbldtter,  1920,   6.   Jg
・, Nr.  7 及 び192 び「,  7. Jg., Nr.  1
所 収,   Zur Memminger Geschlechtergeschichte, Die Sattelin,    MemmingcrGeschichtsbla
だer,   1920,   6.   Jg., Nr.  4 及びNr.  5 所 収,   Die Bevolkerung-sverhaltnisse Memmingens im ausgehenden Mittelalter.
，Teil n, M 几・堺前 ルger
Geschich 励latter, 1921,    7.   Jg.,   25頁 以 下 所 収,   Die Haintzel zu Mem-mingen,
   Mc 刀minger Geschichtsbl&tter,    1922,   8.   Jg., Nr.  5 所 収，Die Be-volkerungsverhaltnisse Memmingens im ausgehenden
Mittelalter,  Teil  I,Mem
面nger   Geschichtsblatter,　1922,   8.   Jg.,  10頁 以下 所 収,   Die Vohlin zuMemmingen,
 Memminger  Geschichisbldtter,  1923,   9.   Jg., Nr.  5 及 びNi ・. 6
所 収，Zur Memminger Handelsgeschichte,    Sclnv＆bischer　Erz 前ter，Mem-mingen,
 1924,  160頁 以 下 所 収,   Besprechung des Werkes von Aloys Schulteiiber die GroBe Ravensburger Handelsgesellschaft, Sc/
匹 品ischけErzcihkr ，Memmingen,
   1924,    133頁 以 下 所 収,   Das Biirgerrecht der ReichsstadtMemmingen,
   Schwabischer　Erzdhler,    Memmingen,    1926,   13頁 所 収,   DieZangmeister als
Memminger　Ki ・amer　und　GroBkaufleute,    Mem 前tigerGeschichtsblatt
叫　1927,    13.   Jg., Nr.  4 及びNr.  5 所 収,  Bernharcl Strigelals reichsstadtischer Burger, Memminger
 Geschichtsblatter，1928,    14.   Jg.,Nr. 2
所 収， が 発 表さ れ た ．
次い で1930 乍代 には,   1932年 にEberhard Zang 恨eister, Memmingen, 1932,Die Besserer zu Memmingen, Memminger
・Geschichtsbldtter    1932,   18.   Jg・，Nr.
4 及びNr.  5 所 収 が 出 たあ と,   Untersuchungen zur Stebenhaberchro-nik in der Memminger Stadtbibliothek,
 Memminger  Geschichtsblatter 1935,17
頁 以 下 所 収, Die Memminger Ammanner und Biirgermeister, MemmingerGesc
旅 心sbldtter 1935,    20.   Jg., Nr. 4 所 収,    Geschlechterfolge der Mem-
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minger Zangmeister-Linie, Mem 面nger Geschichtsblatter  1935, 20.  Jg,  Nr.  2
所収 ， が 出 さ れ てい る。 そ し て 次に 出さ れ たNachrichten  iiber mittelalter-liche Memminger Geschlechter, Mem
面nger    Geschichtsblatter 1937,    22.Jg.,
 Nr.  3 及びNr.  4 所 収 の 論 文 は 年を 追 っ て 次 々とそ の続 編 が 発 表 さ れ て
い る 。 つ まり,   1937年 の第1 回 発 表 の 後,   1938年23.    Jg., Nr.  1 所 収,   1939年24.
   Jg., Nr.  1 所 収 と続 い た。 そし てそ の研 究 は そ の 後10 年以 上 たっ た1950 年
代 に な っ て 再 び継 続 さ れ,   1951年,   1952／53 年,   1954／55 年,   1957年 に 発 表 さ
れ， そ の 業績 が一 層 つ み 重 ね ら れ た の であ る 。
以 上， ヴ ェ ス タ ー マソ （Westermann ） 氏 に よ る メ ミソ ゲ ン の商 人 お よ び 商
業 活 動 に 関 す る非 常 に 貢 献 的 な 研 究成 果 の概 略 を 紹 介し たわ け で あ る が， これ
ら の 業 績 のほ と ん ど は,   1971年 に 発 表 され た上 に 挙 げ たRaimund Eirich の
著 作,   Mem 祝ingens  Wirtschaft und Patriziat von  1347 bis 1551 に 吸 収 さ れ，
集 成 化 され て ， 当 時 の 史 実 の解 明に 大 き な 光を あ て た ので あ る。
第3 節　メミングンの発達と麻織業の発展
南ドイツ・シュワーベン（Schwaben ）地方がバイエルン（Bayern ）州と接
するボーデン（Bodensee ）湖畔の北地域には，当時，ここで扱うメミングンの
ほかにラーフェソスブルク（Ravensburg ）,   ロイトキルヒ（Leutkirch ）, イス
ニー（Isny）, ヴァソゲソ（Wangen ）,等々の中小商業都市の活動がみられた
が，メミソゲソととくに類似した発展を示したものは，すでに前章でもみたよ
うに1） ラーフェソスブルクであった。
すでに述べた，ラーフェソスブルクが都市としての成立基盤を8 世紀以来ド
イツの王族として君臨したヴェルフェ（Welfe ）家に依存したように，このメ
ミングソ払 都市としての成立の基盤はこのヴェルフェ家の活動に多くを負っ
ていた。メミソゲソは，お よそ西暦1000年頃にこのヴェルフェ家の支配のもと
におかれていた2）。しかしその当時のメミソゲソにはまだ中世者5市 としての条
件が依っていたわけではない。中世都市としての成立をみたのは12 世紀，都市
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建 設 者は ヴ ェ ル フ6 世 であ る3）。
も と も と 都市 タ ミソ ゲソ の地 は ロ ―マ 支配 当 時 か ら ゲ ルマ ン 民 族に 対す る
防 衛 線上 に あ た り， そ の 監視 塔 の 一 部 が こ の メ ミン グ ソに も残 され てい る と伝
え られ てい る 。 そ の 後 ロ ―マ軍 の 撤 退に と もな っ て こ の地 方 へ の ゲ ル マ ン
（Germane)  民 族 の移 住 が す すみ ， 西 暦400 年 の 頃 に こ の地 に 移 り住 んだ ア ル マ
ン（Alemanne ）族 の 居 住地 の1 つ と し て こ の メミソ ゲソ も発 達し た の で あ っ
た ‰　 さ ら に6 世 紀に な っ て ， 東 コー ト族 の 撤 退 の 後に フ ラン ク族 が アル プ ス
の 北側 地 域を 征 服し は じ め ， こ の ア ル マン 族 の 居 住地 メ ミソ ゲン の近 郊に も フ
ラン ク族 の 国 王 の 居留 地 （Konigshof ） がお かれ ， そ のた め メ ミン グン が この
周 辺地 域 の 中 心的 存 在 と な っ た の であ る ‰
メ ミソ ゲソ の 発展 と結 び つ くこ と で， 上 に 述 べ た ヴ ェ ルフ ェ(Welfe ）家 の
活動 の1 つ に ， 十 字 軍 の 遠 征 があ る。 まず 最 初に1101 年 に ヴェ ルフ4 世（WelfW
） が十 字軍 に 参 加 し た 時に こ の メ ミン グソを そ の出 発 の 拠点 に し た こ と， そ
し て次 に 今 度は1147 年 に ヴェ ル フ6 世（Welf  Ⅵ）が第2 次十 字軍 に 参 加し た と
きに や は り こ の メ ミソ ゲy を 拠点 とし てエ ル サ レ ムへ の遠 征に 出発 し た の であ
っ た6）。
史 料 に よ っ て 証明 さ れ てい る 都 市 とし て の メ ミソ ゲソ 存 在は,   1090年 に 記 さ
れ てい る “Mammingen" と1128 年 の “Mammngin" で あ る か ら7) やは り メ
ミソ ゲソ とし て 周知 さ れ た 都 市 とし て の 発 展は12 世 紀 頃 か ら急 激 に 加 速さ れ た
もの と 思わ れ る 。 都 市 創 設者 とし て み とめ ら れ て い る ヴ ェ ルフ6 世（Welf  y[）
の死 は1191 年 であ る が， 都 市 創 設 の具 体 的 な 年 代は 明ら か で ない 。 し かし こ の
都市 がほ ぼ 基 本 的に 創設 さ れ た 年 代 と し て1158 年 とい う年 があ げ ら れ てト る8)
こ とを み れ ば ， こ の12 世 紀中 頃 ま でに 都 市 とし て の制 度， 機 能 が 整え ら れ てい
た も の と思 わ れ る。 つ ま りこ の 都 市は ラ ーフ ェソ ス ブ ル ク（Ravensburg ）（1152
年に 市=  Markt の 存在,   1180年 の貨 幣 鋳 造）に 匹 敵 す る 発展 だけ でな く， ミ
ュン ヘン （Miinchen ） や ラソ ズ ペ ル ク（Landsberg ） に も対 応 で き る古 い 歴 史
を 擁し てい た こ とに な る の であ る≒
そ の 後13 世 紀 には ， 上 に 述 べ た ヴェ ル フ6 世（Welf  Ⅵ）の死 後 支 配権 を 引 き
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継いだシュタウフェン（Staufen ）家のハイソリッヒ6 世（Heinrich  ＼'l）以来，
都市としての機能を着実に整えるに至っている。つまりこの世紀に商人お よび
手工業者の台頭と同時に，都市の管理機構，つまり支配層がしだいに形成され
てきたからである。1216年には，12 名にのぼる有力市民が国王より都市高級官
吏（Ammann ）として任命されているl≒ これらのいわば都市行政を握る有力
市民の中にしだいに財政的にも行政的にも恵まれた 都市貴族（Patriziei・,  Ge-schlechter
）が台頭してくるのである。
中世都市において，商業・製造業の発展がその発展の中核となるものである
が，それらは行政上，都市における封建諸侯からの市場自治権の獲得（多くの
場合，貨幣の支払による買い取り）や取引上の自治権取得として示されること
になる。メミソゲソと同じような発展を示したラーフェンスブルクの場合，土
地領主（= 封建領主）が都市領主（Stadtherr）であった時代に上に述 べた高
級官吏（Ammann ）の任命などがなされ，その領主の支配のままに貴族や大商
人が輩出したのであった。そしてそれらの商人階m の富裕化にささえられて都
市参事会の構成冲市長の選出11） さらにはそうした権限を持った門閥貴族集団
による「門閥ツンフト（Geschlechterzunft ）」の結成などに至ったのである。
そしてそれらのいわば大商人の活躍を通してようやく封建上地領主の政治的支
配から種々の権限が買い取られ，いわば都市の自治的発展がみられたのである。
ラーフェンスブルクで，都市の関税権を都市が領主から買い取ったのは1370年
のことであり，貨幣鋳造権も1400年以前にはまだ封建土地領主の権限なのであ
メミソゲンにおいてもほぼ同様の発展の歴史を経ていると思われる。上に述
べたハイソリッヒ6 世（Heinrich  ＼I）の時代にすでにメミングソにおける自出
取引， メミソゲソ市場法の存在もみとめられるが13) しかしそれはそのまま自
由自治都市メミングンの成立を示すものではない。そこには先行する商人階層
の富裕化と手工業製造業者の台頭とそれらの行政への参加が必要なのである。
それを示すものの1 つとして,   1268年にメミソゲンではそれまでのシュタウフ
ェン（Staufen ）家の最後の領主（Herzog Konradins von Schwaben ）の死後，
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都市 の 支 配権 が 再 び 他 の 有力 作 族 （Reiche ） の所 有に 移 っ てし まっ たこ と があ
げ ら れ る1へ 当 時 まだ 打;市 タ ミソ ゲン は 経 済的 に も独 立 で きる よ うな 状 態 では
な かっ た とい う こ とが で きる 。
し か し ，上 にあ げ た 都市 行 政に 携さ わ る 高 級官 吏 職 な どに 当時 の メ ミソ ゲソ
の 有力 貴 族， 大 商人 が 登 用 さ れ ， 商人 層 を 中 心 とし た 都市 行 政が 進 行 す るな か
で,   1347年に は 手 工 業 製 造 業 者 を 中 心 と す る 「 ツン フト 規 約」 の制定 も実 現
す るに 至 っ てい る1‰ そ れ まで 別 々に 活 動 し てい た手 工 業 者を11 の ツ ン フ ト
（Zunft ）に 統 合 化L"", それ に よる 都 市行 政 へ の 政 治力 の強 化 が 目的 であ った
とさ れ て い る 。 そし て これ に よ っ て， 従 来 か ら の 門閥 商 人 層 と手 工 業 製造 業 者
層 とい う2 本 の 柱 が中 世 都 市 メ ミソ ゲ ソ の発 展 に 大 き く貢 献 し て くる の であ る 。
こ の時 の ツン フ ト 結 成に 対 抗 し て， 製造 業 を 営 ま ない 業 種 だけ で， つ まり 商人
を 中心 とし た 市 民 ツ ン フト（Biirgerzunft ）, あ るい は 大 ツン フ ト（GroBzunft ）
と呼 ば れ る 集 団 な ど も 結成 さ れ て， 手工 業 者 と商 人 階 級が2 大 政 治集 団 と なっ
た の であ る 。 こ の 商人 を 中 心 と し た 大 ツ ン フト 集 団 が 後に “金 の獅 子 グル ープ
（Gesellschaft zum Goldenen Lowen ）" とな り， 市長 は ほ とん ど こ の グル ープ
の メン バ ーに よ っ て 独 占的 に 世 襲 さ れ る とい う強 大 な 政 治力 を 行 使す るの であ
る1≒
中 世 メ ミソ ゲソ に お い て 拾 頭し ， 貿 易 活 動に 従 事 し た 商人 お よび 商事 会 社は ，
中 世 都 市 とし て メ ミソ ゲ ソ が経 済 力 を 発 揮し て くる 時 代， つ ま り13 世紀 頃 か ら15
世 紀 末あ る い は16 世 紀 前 半頃 ま でに と くに 一 時 代 を 形成 し た と思 われ る 。13
世 紀は こ の西a  ー ロ ッパ のい た る とこ ろ で み られ た 「 拡 大 とエ ネル ギ ッシ ュな
時 代」 の興 隆 の とき で あ り，15 世紀 末 か ら16 世紀 前 半 までは ， 次 の時 代へ の 移
行過 程 の 開始 の時 代 ， と も 言え るか ら であ る。 こ こで 扱 う メ ミン グ ソを 背 景 と
し た商 業 の発 展 乱 ほ ぼ こ の時 代 の枠 の な かに お い て であ る。
そ れ では ， 商人 お よび 商 事 会 社が 活 躍 し た時 代に ， 都市y ミソ ゲソに は ど の
く らい の 商人 や 商事 会社 の 足 跡 が知 られ て い る の であ ろ うか。 例えば ， 同 じ 時
代に ス イz の ザ ソ クト ・ガ レ ン （Sankt Gallen ）に つ い ては,   1480年 頃 で12 の
商事 会 社 の 存在 が'" ，1486 年 ／87 年 に は28 のFirma の 存在 が 確 認,さ れ， さ ら
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に1460年から1520年にかけては15におよぶ商事会社の名前が列挙されて，その
存在と活動とが確かめられている19）。
そしてそれらのなかにあって先駆的役割を演じていた会社が第3 章でみたデ
ィースバッハ・ワット（Diesbach-Watt ）商事会社であったが， このザソクト
・ガレソに限らず， 広くオーバー・シュワーベン（Oberschwaben ）の各地に
台頭した中小都市にはほとんど例外なしに，そこを代表する有力商人・有力商
事会社が発展していたのである。前章にみたラーフェンスブルクの「大ラーフ
ェソスブルク商事会社（die GroBe Ravensburger Handelsgesellschaft ）」を
除いても，都市コV スタンツのフソピス（Hundpifi）,ムソトプラート（Munt-prat
）, モッテリ （Motteli）,    都市ケ ソプ テソ （Kempten ） のフォーフト
（Vogt ）,等々である。これらの商事会社の後にこの後の時代に活躍するアウク
スブルクの巨商のフッガー（Fugger ）やウェルザー（Welser ）の時代が続 く
のである。時代が1 世紀ほど後の時代になれば，すでにみた通り1579年9 月16
日に始まるリョン（Lyon ）の市場帳簿に登録されている南ドイツ各都市からの
企業数（Firma ）73 のうち， ニュルンベルク企業24, アウクスブルク企業35と
いう当時の2 大都市への重心の移行が完了するが，しかし，それ以前のこの地
域においてもかなりの数の商人や商事会社企業が活動していたことは疑いない
ところなのである20）。
そして， メミソゲンでもやはりそうしたこの都市を代表する商人あるいは商
事会社が活動していた。フォージン（Vohlin ）,ゼッテリソ（Sattelin）ベッ七
ラー（Besserer）,ツァングマイスター（Zangmeister ）等々の商事会社である。
これらの代表的企業のほかに，上にみたようにヴェスターマン（Westermann ）
の研究ではさらにSchutz,  Gab  （後のFunk ）,   Steinbrecher, Ehinger,   Ott,Hartlied,
 Wolfhardt 等の商人名が挙げられている21）。つまり， ヴ｀エスタ一マ
ソ（Westermann ）の研究では，商事会社として取り上げられているものは，
上のZangmeister,  Besserer, Sattelin, とWelser-Vohlin の4 企業であり，
それぞれの会社の活動について多 くの論文が書かれているのであったが，これ
が1971年に発表されたR. アイリッヒ（Eirich）の研究ではさらに進んで， 当
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時 タ ミソ ゲソ に 活 動 し て い た 商 事 会 社 数は12 企 業 と なっ て い る2≒ 具 体的 に
挙げ れ ば,   Handelsgesellschaft　Vohlin,    Handelsgesellschaft　der　Schiitz,Handelsgellschaft der Sattelin,
 die　Funk-Gesellschaft,    die Besserer-Ge-sellschaft,
 Handelsgesellschaft des Peter Stiidlin, die Zangmeister-Gesell-schaft,
 die Gesellschaft des David von Dettighofen und Mitverwandte,Handelsgesellschaft des Hans Ammann, des Hans Wermeister, des UlrichRaiser,
 der Steinbrecher の12 会 社で あ る 。つ ま り， 近 隣 の 都 市に 比 較し て か
な り 活 発な 商 事 活 動 が こ の メ ミソ ゲV   （Memmingen ） で 展 開さ れ てい た こ と
に なろ う。 こ の ほ か， 個 々 の 商人 に つ い て も， そ れ ぞ れ 名 前が 挙げ られ ， そ れ
ぞ れ の活 動 の状 態 が 克 明 に説 明さ れ て い る。 当 時 活 躍し てい た メ ミソ ゲ ソ出 身
の商 人 数は こ のR. ア イ リ ッヒ （Eirich ） の研 究 に よ れば お よそ80 人 に の ぼ っ
てい る23）。
と ころ で ， 上 に み た メミ ソ ゲソ の商 事 会 社 の うち で もそ の 筆頭 と もい うべ き
フ ォ ーリ ン（Vohlin ） 商 事 会社 は ， ヴ ェス タ ーマソ の紹 介 で も 明 ら か な よ う
に， 後に ア ウ クスブ ル クの巨 商Welser と 合 併し て ， フ ォ ーリソ ・ウ ェ ル ザ ー
（Vohlin-Welser ）商事 会社 に 発 展し てい く会 社 であ る。 つ ま り， 南ド イツ全 体
の経 済 史 か ら 言え ば ， 中 世 中 期 か ら 末 期に かけ て の， つ ま り麻 織 物経 済 圏 から
鉱山 経 営 ・貨 幣金 融 取引 経 済 へ の 移行 の途 上 で の， ち ょ うど 移 行 の過 程 に こO
会社 の存 在を み る こ とが で き る わけ であ る 。 地 理的 にい って も， ラー フ ェン ス
ブ ル ク・ コン ス タ ン ツな ど か ら ア ウ クス ブ ル クへ の 経 済的 移 行 の 過程 であ り，
企業 史的 に み れば 「大 ラ ーフ ェ ソ ス ブ ル ク商 事 会 社 」か ら「 フ ッガ ー」，「 ウ ェ
ル ザ ー」企業 へ の移 行 の 中 間 であ る。 以 下,  A. ヴ ェ スタ ーマソ（Westermann ）
に よっ て 先 駆的 に 発 掘 ・集 収 され,  R. ア イ リ ッヒ（Eirich ）に よ って さ らに 総
合的 に 集 大 成 され た研 究 に 従 っ て， こ のい わ ば 中 世 南 ド イツ 経 済 圏で の 重 要 な
過 度的 時 代を 担 っ てい るフ ォ ー リソ （Vohlin ）商 事 会社 の歴 史 と活 動 とを 追 っ
てい き たト 。
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）, 精 肉 製 造 （Metzger 及 びMerzler ）, 仕 立 て 職(Schneider ）, 大工 職 （Zi-mmerleute
）, 織 布匠 （Weber ）, 靴 製 造 （Schumacher ）, 皮 革 加工 職 （Lederer 又
はGerber ）, 鍛 冶 職 （Schmiede ）,   布 職 （Tuche 又 はLodner ） の11 業 種 で あ っ た 。Unsere
 Stadt  Me 加mingen,  S.  6.
17)     ebenda.
18 ）Peyer,  H.  Conrad,  Leinwandgetverbe  der   Stadt    St. Gallen    von Anfange    bis1520,
    S. 32, あ るい は 拙 稿，「中 世 都市 ザ ソ クト ・ ガ レ ソ の麻 織業 と 商 事 会 社 の 役
割」，『桜 美 林 エ コ ノ ミッ クス』， 第10 号,   1981年4 月,  85頁 参 照 。
19 ）Peyer,  H.  Conrad,  a.a.O.,  S.  57, お よび 拙 稿 ， 同上 論文,   85-86 頁 参 照 。
20 ）Hees,  Karl,  Ver,    Die oberdeutschen Kaufleute in Lyon im letzten Vierteldes 16. Jahrhunderts,
 in Viert 両'ahrschrif丿'iXr  Sozial-皿.d  Wirtschaftsgeschi 出e ，XX
Ⅶ,  1934,   S. 237 お よ び 拙稿 ， 前 掲 論 文,   92-93 頁 参照 。
21)　Westermann,  Askan,  Memminger Handel und Handelsgesellschaften um dieWende vom Mitteialter Zur Neuzeit, in
 Memminger  Ceschichtsbldtter,    1920年 ，6
、Jg., Nr.  4,    S. 8-13 お よ びNr.  3,  S.    16-22 参 照。A. ヴ ェ ス タ ― マン に は さ
ら に 商 人Hainze ］に つト て の 論文 も 出 され て い る。
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第4 節　フォーリン・ウェルザー商事会社の発展と
経営者の血縁的系譜
1　 初代ハンス・フォーリンの時代
初代ハンス・フォーリソ（Hans der Altere,  1463年没）がフォーリン商事
会社を代表する最初の大商人である。没年となった1463年には会社の代玉維営
者（Oberhaupt ）であり，同時に1442年にはメミV グンの市長にも庖ばれたこ
とのある有力市民であった。歴代のフォーリソ（Vohlin ）家を代表し，事実上
のフォージン（Vohlin ）商事会社の創設者としての評価を受けている1）。
この初代ハソス・フォーリン(Hans Vohlin ）に至るまでの歴史は，それよ
りも百数十年もさかのぽって14世紀前半期から見ることができる。歴史上最初
の記述としてみとめられているものは1340年のものである。スイスのザソクト
・ガレン出身の家族として知られたこの最初の人物は1384年から86年0 問に死
亡し， その息子カール・フォーリソ（Karl Vohlin ）は金細工師であったが，
この人物も1396～98年の間以後史料からは消息が断たれている。その後フォー
リソ（Vohlin ）の名は，15 世紀後半になってようやくアウクスブルク（Augs-burg
）に登場していることが確認されている2）。しかし，この系譜からはフォ-
 リン商事会社（Handelsgeselischaft Vohlin ）への直接的なつながりは今の
ところ確認されていない。
そのほか,   1373年よりも前に,   Cuntz Vohlin という人物名がメミングソで
塩関悦納入リストに記載されている3）ことから，フォーリソ（Vohlin ）の系譜
のいずれかの出身の人物が塩取引に従事していたことをうかがうことができる。
このことは後段でみるように，当時のメミソゲソが塩取引上重要な地点に位置
ししかもこの塩商品が当時の商業活動においてかなり重要な位置を占めていた
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こと など か ら み て， フ ォー リソ 商 事 会社 前 史を 形成 する 重 要 な 意義を 持 つ が，
し かし こ の 人 物 も， これ か ら 扱 うフ ォ一 リソ （Vohlin ）の 系 譜へ の 直技 的 な結
びつ きは ほ と ん ど 明 ら か では な い 。
フ ォー リン 商 事 会社 （Handelsgesellschaft Vohlin) の経 営 史 と 直接 結 びつ
く系 譜 は ， 図5-1 に 示 さ れ て い る よ うに ，2 つ の家 系 つ まりVohlin in Fric-kenhauser
とVohlin in Ungerhauser で あ る。 こ の2 家 系は15 世 紀 初頭 に ま
でさ か のぼ っ て 明ら か に さ れ,   16世紀 初 頭 まで共 同 し て 商 事 会社 の 経営 に 参 加
して い る ‰　し た が っ て歴 史 上 フ ォ ー ジン （Vohlin ） 商 事 会社 を 代 表す る人 物
とは， ほ と んど こ の2 つ の家 系 のいず れ か から の出 身 の 商人を 示す ， とい う こ
とに な る の であ る 。
そ の フ ォ ーリ ン （Vohlin) 商 事 会社 の存 在 と 活動 が 史料 に 証 明され る のは よ
うや く1453 年 に な っ て か ら の こと であ る。 し か し 商 業 活動 自体は は る か それ 以
前に 実 施 さ れ てい た こ とは 間 違い ない 。 初 代 ハ ン ス（Hans ）に つ づ く後 出 の初
代 ニ ア ハ ート （Erhard ）が1453 年 に す でに ニ ュ ルン ベ ル クで活 躍し てい る こ と
がそ の 理 由 の 工つ であ る ‰ い ずれ に し て も15 世 紀中 頃 で あ る。 し かし ， こ の
ハソ ス（Hans ） の登 場 まで に 存 在し た 人 物 の 活 動や 「 会社」 と の結 びつ き， 等
利 こつい ては 残 念 な が ら 明 ら かに す る こ とは で きな い 。お そら くA. ヴ ェス タ
ーマン（Westermann ）やR. ア イ ジ ッヒ（Eirich) も史 料 の なか に それ を 説 明
す る 史実 を 見 い 出 せ な か っ た ので あ ろ うが，「会社 」 創 設 に つい て も， 同様 に，
まだほ とん ど 推 量 の 域を 出 てい な い と 言 わ ざ るを え ない 段 階 であ る。
し た が っ て， 会社 創立 の年 代 は,  R. ア イリ ッヒ の 推 測に た よ るほ か は な い
が,   15世 紀 初 頭 から 中 頃 に かけ て， つ ま り1430 年 代か40 年代 の 初頭 で あ る6）。
し た が っ て それ 以 後 数 十 年 にわ たっ てそ の ま まHans der  Altere, つ ま り初 代
ハソ スが 代 表経 営 者 であ っ た わけ であ る 。
ところ でこ の 初 代 ハ ン ス の時 代 に ， フ ォ一 リン （Vohlin ） 商 事会 社 は ど のよ
うな 歴 史を 示 し てい る の で あろ うか 。 貿 易 活 動地 域 や 取 扱 った 商 品 の種 類 の 分
析は 後 段 にお く る とし て ， 主 とし て人 的 な 結 合 な どを 追 えば 以 下 の 通 りで あ る。
一般的 に 初代 ハ ソ ス の時 代 に す でに 会社 は ， ラ ーフ ェソ ス ブ ル クに 拠点 を お く
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例の「大ラーフェソスブルク商事会社（die GroBe Ravnsburger Handelsge-sellschaft
）」と競合関係にあったことが，その時代の次のような史実からうか
がえる7)。例えば，ハソス（Hans ）がニュルンベルクで活動し， 会社の存在が
明らかにされた1453年の数年後の1456年にウィーン（Wien ）に会社独自の支店
が設立されている8）。このウィーV   （Wien ）には「大ラーフェンスブルク商事
会社」の支店が設置されさらにハソスが活動していたニュルンベルクにも支店
がおかれていた≒ したがって，このフォーリン（Vohlin ）商事会社が上のF ‾大
ラーフェソスブルク商事会社」とかなり対抗していたことは疑いないのである。
初代ハソスの時代のこの会社での活動については残念ながらそれ以上あまり知
られていない。
ハンス（Hans der Altere ）個人についての活動や財産状態をみると次の通
りである。ハソスは後の注（6）で述べた通り1414年～1419 年に登場してト るが，1422
年当時におけるハソス（Hans ）の財産は格別に大きなものではなかったと
記されている。彼の納税額（Steuerquote）は，わずか2 ～4 プフソト・ヘラー
（Pfund Heller ）であった1‰ しかし1450 年の彼に対する課税は，財産5,623 フ
ロ-  リソ(fl.）に対してなされているから， 税額そのものは明らかでないが，
かなりの高額納悦者になっていたものと思われる。この時に同時に課税されて
いたのは，同名の息子の,   Hans der Jiingere, つまりI 代目ハV  スが1,982 フ
ローリソ（fl.）の財産に課悦され，さらにn 代目ハンスの弟で，しかも兄のハ
ンス以上に会社の活動に貢献し，父親の初代ハソスの後，会社に重要な働きを
なしたErhard Vohlin der Jiingere, つまりn 代目エアハートが8,690 フlニ2  ―
リソ（fl.）の財産に対して課税されているID。つまりこの時にはすでにり 大目
こアパート（Erhard ）の方が会社創設者の初代ハソス（Hans ）より多額の財産
を所有していたことになるのである。さらに付け加えておけば，この時に初代
ハソスの姉で，後に述べるHeinrich Hainzel と2 度目の結婚をする，当時は
未亡人とな ってい た アナ・フォーリソ（Anna Vohlin ）も6,473 フp  ―リソ
（fl.)という高額の財産に課税されている12） おそらくこれら の多 くの血縁者
の財産のほとんどは商事会社経営のために投資されていたはずだと推測されて
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い る。
さ らに,   1462乍度を 対 象 とし た 課 税記 録 が1463 年 の タ ミソ ゲソ 都市 史 料に 見
い 出 さ れ てお り， これ に よ っ て 初代 ハソ ス（Hans ） の活 動が 裏 付け ら れ てい る。
そ こに 扱 わ れ てい る も のは ワ イン 取 引税 であ る が， この フ ォ ーリソ （Vohlin ）
家 関 係で み る と， 初 代 ハソ ス （Hans der Altere ） が11 プフ ン ト （Pfund), 上
に 紹 介し た 次男 ○こ＝，アパ ート （Erhard der Jiingere ） が14 プ フソ ト （Pfund ）
の税金 を 納 め て い る13）。 こ れに 明ら か な よ うに,   1463年 に死 亡 す る まで ， 初代
ハソ スは 商 業 活 動 に 従 事し てい たわけ で， しか も血 縁 者 のな か から 本 人 を も う
わ まわ る大 商 人 が 輩 出し つ つ あ っ た こ と も， こ の会 社 の活 動 が かな り活 発化 し
てい た こ とを 示 し てい る。
初 代 ハソ ス （Hans der Altere ）の 後継 者 は,  Erhard der Altere, つ ま り初
代こエご・アパ ート （Frickenhauser  系Vohlin 家 出身 ） であ る力匹, しか し 第I 世
代に 入 る 以 前 から 会 社 に とっ て重 要 な 人 物 がか な り外 部 から 加 わ っ てい た こ と
も，会社 の発 展 に とっ て 欠 かせ な い 要 因 であ っ た 。つ ま り，フ ォー ジソ（Vohlin ）
家 が 他 の巨 商 ・貴 族 （Geschlechter,   Patrizier ） と 婚 姻関 係を 通し て 結 びつ い
たこ と や， 従 業員 とし て 会 社 に 重 要 な貢 献 を し た人 物 の台 頭 な どで あ る。 す で
に 述 べ た 初 代 ハソ ス （Hans ） の 姉 の ア ナ （Anna ） の2 度 目の 夫 はHeinrichHainzel
とい い ， 彼 は15 世 紀 末に は こ の地 方 では 大 都 市に あ たる ウル ム（Ulm ）
に お い て， こ の会 社 を 代 表 す る 指導 的 地 位に つ い てい る15）。 こ のHainzel 家
との 結び つ き は ほ か で も みら れ ， 初 代 ハソ ス の後 継 者 と なっ た 初 代エ ア ハ ート
の2 度 目 の 妻^ リ ザ ペ ート（Elisabeth Lauginger ） が 夫 のエ ア 八 一ト の死 後再
婚し た相 手 が ペ ー タ ー・ ハ イソ ツ
ェル（Peter Hainzel ）であ り，上 の ハ イソ
リ
ッヒ （Heinrich ） の 甥に あ たる 人 物 であ っ た。 こ のPeter もHeinrich と同 じ
く会社 の活 動 に 深 くかか わっ て い る。1478 年 には ウ ィーV   （Wien ）に 会社 の
商用 のた め に 滞 在し てお り,   1486年に は ボ ヘ ミ ア（Bohmen ）地 方 で, Budweis
の 南,   Krumau の 近 くでVeit Bogner とNiklas Branntweiner とい う人 物
に よっ て 誘 拐 さ れ,   120フ ロ ー リン（fl.）の身 代 金を 支 払 っ て 釈放 さ れ た， と い
う記 事 が 伝 えら れ てい る16）。
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そ の活か，初 代 ハン ス（Hans ）の時 代に 活躍し た人 物にベ ッセ ラー
（Wilhelra Besserer ）とウルリッヒ・シェアマイア （ーUlrich Scheirmair ）が
いる。w. ベッセラー（Wilhelm Besserer ）は，初代ハソ スの次女 アガ ーテ
（Agathe ）と1456年に結婚し た人物 で,   1462年の段階では,   3, 0007 ロージン
（fl.）の出資金を擁した出資社員として記録されており， ウルムを 拠点に 活動
していた1≒ このw ．ベッセラー（Wilhelm Besserer ）はこの時すでにウルム
の都市貴族（Patriziat）階級に属していたが，やはりメミングソで商事会社を
設立してフォーリソ（Vohlin ）会社のライバルとして活動していたベッセラー
（Besserer）家の1 員でもあった。 上に述べた， やはりウルムの貴族であったHainzel
家のPeter と結婚したUrsula Besserer はWilhelm の姪に当って
いる。つまり後段でますます明らかになるように，当時の大商ノミ 都市貴族は
かなり相互の血縁的な結びつきを通して互いに結びついていたわけである。同
様に，ウルムの都市貴族のメンバーであったUlrich Scheirmair もフォーリソ
（Vohlin ）会社との結びつきをもっていた。彼は， フォーリソ（Vohlin ）会社
のウルムの支店長として活動しており,   1469年には42プフント（Pfund ）,  1499
年には93プフソト（Pfund ）3 シリング（β。）の税を支払っている1≒
このほかに 乱 各地の都市間あるいは同一の都市内における商人あるいは都
市貴族問の血縁的な結びつきが，すでに初代ハンス（Hans ）以前の時代からな
されていた。例えばフォーリン(Vohlin ）家の家系図でも明らかなように，最
も古いコンラート（Konrad ）の子供でブリッゲンハウス（Frickenhaus ）系の
初代となったEl・hai・dの妻N.  Rust はおそらく近隣都市ケソプテン（Kempten ）
出身の都市貴匯Rist の出と推測されているし，ウソガーハウス（Ungerhaus ）
系の初代コンラート（Konrad ）の子供Erhard は最初の妻がMargarethe Sto/3
であったが，その後再婚した相手はMargarethe Magg であり，彼女は メミ
ソゲソでも大商人に属するMagg 家の出身であった。しかもこ の両家の結び
つきはそれだけにとどまらずに， 彼の妹のElisabeth はこのMargarethe の
弟と， さらに末の妹のRegula はもう1 人のMagg 家出身の人物と結婚する
という，二重の結びつきをなしているものであった19）。このUngerhaus 系の
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の 息 子Erhard の 長 男 とし て， こ こ に扱 っ てい る 初代 ハン スが 登場 し
た の であ る 。
ところ で こ の初 代 ハソ ス には 妹 ア ナ （Anna ） か お り， 上に 述 べ た通 り ウ ル
ムの 都市 貴 族Haintzel 家 に 嫁い で， 大 商人 との 結 びつ き を 濃 くし てい たの で
あ っ た が， ハン ス自 ら もそ の 傾 向を 強 め る 結 婚を 経 験 し てい る 。 最 初 の妻は ，
イ ムホ フ（Imhof) 家 出 身 のUrsula で あ っ た。 こ のImhof 家 は 上 のHaintzel
家 と並 ん で， メ ミン グ ン で も 有力 な 商 人 であ り 都市 費 族 （Geschlechter ） であ
っ た。Imhof は もと もと ア ウ クスブ ル ク出 身 であ り， ニュ ルン ベ ル クに も移住
し て活 動 す る巨 商 であ っ た。Imhof 家 出 身 の商 人 が 直 接 こ の フ ォ ーリソ（Voh-lin
） 商 事 会社 で活 動し てい た か ど うか に つ い て は き わ め て 疑わ し い と さ れ て
い る が20) い ずれ にし て も フ ォ ーリ ソ （Vohlin ） 家 と イ ムホフ （lmhof ） 家 と
の結 び つ きは 少 な く と もこ の初 代 ハ ソ ス の時 代 に まで さか のぼ れ る のであ る。
初 代 ハソ ス の次 の 妻はHidegard Klammer であ る が ， こ のKlammer 家 は ，
商 人 とい う よ り も行 政 府 （Ministerialitat ）関 係者を 出し てい る 家 系 であ っ た。
し かし フ ォ ー リソ （Vohlin ）家 とは 商業 取 引を 通し て の血 族 関係 に な っ た家 系
であ る2‰
以上 の よ うに ， メ ミン グソ のVohlin 商 事 会社 が 設 立 さ れ， そ の 活 動が 次 第
に 発 展に 向っ た 初 代 ハ ン ス の時 代 は ， フ ォ一 リン 家 の 家 系か ら み て も， そ の系
図 が歴 史 に 登 場し てか らほ ぼ2 ～3 代 目に あ た る 時 代 であ った 。 そし てい わば こ
の 創業 期 の 時 代に ， フ ォ ー ジン 家は 他 の さ まざ まな 有力 貴族 との 結び つ きを 強
めた の であ っ た。 R. ア イ リ ッヒ（Eirich ） に よれば22） フ ォー リソ 家 と血 縁関
係 とな っ た 有力 家 族 は ， イ ムホ フ （Imhof ）, ペ
ッセ ラ ー （Besserer ）, ハ イソ
ツェ ル （Haintzel ）, デ ィ ータ ー（Diether ），シ
ェ ア マ イ ア ー
（Schermair ）, ク
ラ■ －^ （Klammer ） な どで あ り， さ らにBesserer の よ うに それ ら の 多 く が
会社 へ の 出資 者 と な
っ てい た の であ る 。 初 代 ハソ スは そ うし た い わば 恵 まれ た
環境 のな か で ， 着 々と 自 ら の社 会的 地 位を も 高 め てい
っ た。1437 年 には 都市 社
会 施 設管 理 者 とな り,   1441年 に は 大 商 人 ツン フト ・マ イス タ ー （GroBzunft-meister
） に な り,   1442年 に は メ ミソ ゲソ 市長 （Biirgermeister ） とな っ て い
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る。その後上に述べたように,   1463年に会社の代表経営者として死亡するまで
活躍していたことになるのである。
当時，「会社」にとって重要な人物はけっしてこの初代ハン ス（Hans ）だけ
であったわけではない。しかし，フォーリン商事会社の創成期にその発展の基
盤ともなる他の大商人との結びつき，社会的名声の高揚，等々の面でこの初代
ハソス(Hans ）の功績は高く評価されなければならないであろう。そして彼の
時代に，すでに少なくとも「会社」の営業勢力圏はメミングソだけでなく，ウ
ルムや，さらにはニュルンベルク，ウィーンなどにまで伸張したのである。
注
1） フォーリソ商事会社の創立 者とい う指摘はGiinther Bayer  による説明では明確
にHans の名が示されてい るが,   A. Westermann とR.  Eirich では，おそら く創
立者であろ5, あるい は創立 者に間違いない， という表現にと どまっている。We-stermann,
 Askan,  Memminger Handel und Handelsgesellschaft 、 in   Mem 川ingerGeschichtsblatier
，1920,   Nr. 3,   S.  19.
2）Eirich,  Raimund,  Memmingens Wirtschaft    und   Patriziat　von 1347 bis 1551,Anton H. Konrad Verlag, 1971,
   S.  119. フ ォ一 リソ家のSt.  Gallen から メミン
グンヘ の移住は14世紀のうちであった。 Bayer, Giinther, Memmingen in historisch・er
 Bildern,  1983 s. 17.
3）Bayer,  Giinther, a.a.O., S.  120.
4）Bayer,  Giinther, a.a.O., S.  122.
5）ebenda ・
6） この初代ハン スがはじ めて史料に登場するのは1414 年である。　そ のときには都市
メミソゲンから年 々39 Pfund ・Heller の年金を受け 取り， さらに1419年には 大商人
専用サロン（Geschlechtertrinkstube）の勘定帳に名前が印されてい る。Eirich, R,,a.a.O.,
 S.  123. 会社創設の推測について も同じ く,   123ページ参照。
7）Eirich,  R., a.a.O・, S.  123.
8）Eirich,  R., a.a.O., S.  122.
9） 拙稿，「中世ラーフェソスブルクの商市会社と貿易活動」，『桜美林エ コ ノ ミ ッ ク
ス』 第ll号,   108頁参照。
10）Eirich,  R., a.a.O., S.  142.
11）ebenda.
12）ebenda.
13）Eirich,  R., a.a.O., S.  125.
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）ebenda.
15 ）ebenda ・
16 ）Eirich,  R.,  a.a.O ・, S.  280.
17 ）Eirich,  R.,  a.a.O.,  S.   125. た だしW.  Besserer とフ ォ ーリソ 会 社 と の結 びっ
きは さら に 数 十 年 前 に さか のぼ る。 す で に1440 年 よ り彼は フ ォ ー リソ 会社 の従 業 員
とし て， 入 社 し て い る。Westermann,  Askan,  Msraminger Handel und Handels-gesellschaft,
 in  皿emminger  Gesckichtsblatter ，1920,    Nr. 3,   S. 20.
18 ）Eirjch,   R.,  a.a.O., S.   125.
19 ）Westermann,  Askan,  a.a.O.,  S.  20.
20）Eirich,  R.,  a.a.O,,  S.   155.
21）Eirich,  R.,  a.a.O ・, S.  288.
22）Eirich,  R.,  a.a.O,,  S.  142.
2　 初代エアハート・フォーリンの時代
初代ハソス（Hans der Altere ）・フォーリソ（Vohlin ）の死後，フォーリ
ソ商事会社の代表には。1462 年から1465年の間タミソゲソの大商人 ツン フト
（GroBzunft ）に属していた1) 近隣都市ケソプテソ（Kempten ）出身のBern-hard Ossenbrey
なる人物がなったとも記されてもい るが2) しかし「会社」
の第I 世代として実際に初代のハソスを引き継いだ者はブリッゲン ハ ウザ ー
（Frickenhauser ）系のエアハート（Erhard Vohlin der  Altere）,つまり初代
エアハートであった。彼はフォージン家系図（前項参照）でも明らかな通り3）
初代ハソスの属しているウソガーハウス（Ungerhauser ）系ではなくFricken-hauser
系フォーリソ（Vohlin ）の血をひ き， 初代ハソス（Hans ）と同じく
会社の設立以来長い間，商業活動に従事していた4）。ハソス（Hans ）を引き継
ぐ前の1453年にすでにニュルンベルクで会社の取引に従事していたし，さらに
それ以前 の1441年にぱ 大商人サロン(Geschlechtertrinkstube ）”の勘定帳
簿にその名前が記入されていた5）。そのこ とはす でに当時，商人として大き
な名声を得ていたことを 意味す る。ニュルンベル クで は彼は 会社の支店長
（Faktor ）の地位にあった。1459年には メミングy の市長にも任命されている6）。
初代ハソス（Hans ）が結婚を通して他の巨商や都市貴族との結合を深めてい
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つたと同様に，この初代こアパート（Erhard ）自身もその傾向を示している。
最初の妻は，バーバラ・イムホフ（Barbara lmhof ）である。 Imhof 家とはす
でに初代ハソスが最初の妻Ursula Imhof と結婚し九時以来，結びつきがあっ
たのである が，初代エアハートの妻Barbara は,   1441年以来メミングンの都
市貴族商人に加えられていたBalthasar Imhof の妹であった点で，この結び
つきは一層強いものとなったV)。さらに1452 年にBarbara が死ぬと，再婿の相
手にはエリザベート（Elisabeth Lauginger ）がなっている。彼女はアウクスブ
ルク（Augsburg ）の都市貴族（Geschlecht ）Lauginger の出身である。このLauginger
家も各都市の大商人の家柄との血縁が深 く，フッガー（Fugger ）
やウェルザー（Welser ）, ヘッヒステエター（Hochsta 廿er）， ハ イソ ツェ ル
（Hainzel ）などと婚姻関係で結ばれている商人貴族で ある8）。つまり初代エア
ハート（Erhard ）も，当時の商業界に君臨する大商人家族,   Imhof とLaugin-ger
の両方に結びついてその活動を促進させていたのであった。
他の商人宗族や貴族家族との血縁による結びつきは，初代エアハートの妹の
アナ（Anna ）にもみることができる。妹のAnna はHans Schermair と結婚
したのであったが,  Hans の兄のUlrich Schermair はフォーリン会社のウル
ムにおける支店長（Faktor ）として活躍していた人物であった。つまりAnna
を通してUlrich Schermair とここアパートは義兄弟であったことになる‰ そ
して，このUlrich Schermair も上に述べたWilhelm Besserer やHeinrichHaintzel
と同様にウルムの有力な貴族家族の一員なのであった1≒
初代エアハート（Erhard ）の商人としての活動は，15世紀後半期におけるニ
ュルンベルクでの貨幣取引の事実があるII）。　つまりこの時代フォーリソ（Voh-lin
）は金融業務（Bankier ）としても活躍し てい たことになる。ただそうした
商業活動の一方で，このここアパート（Erhard ）がかなりの資本を土地・家屋の
不動産所有に投資していたことも事実である。たとえば1450年の彼の課税対象
財産額は8,690 フローy ソ（fl.）で，フォーリソ（Vohlin ）家最大の富裕者で
あった1‰ その中にどれだけの不動産部分が含まれていたかは明らかではない
が，これ以後会社の利益の増加に比例して土地への投資が増加しているのであ
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る。 つ ま り，1460 年 か ら64 年 の 間に6,065 フ ロ ーリ ン（fl.）以上 が 土 地に 投 下さ
れ てお り， し か もそ の大 部 分 は 会社 に よる 商 業 活 動の 利 益 から な の であ っ た13）。
そ の一 例 とし て,   1460年に 購 入さ れ た ， フ リ ッケソ ハ ウ ゼソ（Frickenhausen ）
村にお け る フ ォ ーリソ （Vohlin ） 家 の 城 館(SchloB ） か お る 。 こ の 館 は， こ
のエ ア ハ ートI が1460 年に 娘 婿 のHans Diether と 義 兄弟 の 娘 であ るUrsulaRudolf
か ら お よそ3,200 フ ロ ー リン（fl.） で 買い 入 れ た もの であ る1‰ さ らに1462
年 に もHans Welzlin な る 人 物 か ら1,200 フp ーn ソ（fl.）でA^ohringen
とい う地 域 の 上地 を 買 い 入 れ て い る。 こ の人 物は ， 国王 庁 の 高級 官 吏 （Ka-iserlicher Kanzler
） であ り， し か も エ ア ハ ートI の妹 の 夫Ulrich とほ ぼ 同
一 人 物 と み ら れ て い るUlrich Welzlin の 兄 弟 であ っ た か ら15）， エ アハ ート
（Erhard ）I は 機 会を み ては 土 地 所 有 に 傾 倒し てい っ た わけ であ る 。
こ うし た土 地 ・不 動 産 へ の投 資は そ の あ と も一 層 すす め ら れ てい る 。翌 年 の1463
年に は 再 びVohringen の 土 地を222 フ ロ ーリン（fl.）で 買い 入れ てい る し，1471
年 に は,   Kirchberg の領 主 （Herzog ）か ら ， そ のVohringen の土 地 拡 張
分1,300 フl=l－ リソ（fl.）を 支 払 っ て買 い 入 れ てい る16）。 さ ら に1480 年，81 年 に
乱2,    3 の分 散 し た 土 地を 購 入し16 フ ロ-  リV  （fl.） を 支 出し てい る。 さ らに
こ れら とは 別 に,   1464年 か ら74 年 に かけ て少 な くと も1,  453. 5フ ロ ーリソ （fl.）
及 び457 ロ ー リソ （fl.） を 土 地 購 入 の た め に支 出し てい るし 薦　1465 年 に は，
フ ォー リン （Vohlin ）会社 へ の 負 債 の 支払 い のた めに 加わ っ たDankelsried な
る人 物 と共 同 でな さ れ た,   Rechberg な る 土地 の買 い 入 れ もな さ れ てい るJ8)。
初 代こ ア パ ート （Erhard ） の 政 治面 に お け る 活 動 に つ い てR. ア イリ ッヒ
（Erich ） はあ ま り 詳細 な 報 告を 行 な っ てい な い 。上 に 述 べ た よ うに1459 年に メ
ミン グ ソ の 市長 に 就 任 し て 以来 ， 死 亡 す る1484 年 の数 年 前 ま でこ の 職に あ っ た
とだけ 記さ れ てい る が,  A. ヴ
ェス タ ーマン(Westermann ）の説 明では,   1450
年 に 最初 に 都 市 参 事 会 （Rat ） に 席を 占 め て か ら,   1479年 の5 月 迄,   1456年 だ
けを 除 い た す べ て の年 に こ の都 市 の 高 官 の地 位 に 就 い て い た 。13 人 裁 判官
（Dreizehner ） の メン バ ーに10 回 ， 都 市 高 級 司官 （Stadtammann ）に4 回 と14
年 間を 司 法 関 係 （Gerichtsdienste ）に 貢 献 し， そ の残 りの年 月 を 行 政官 とし て，
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し か もそ の長 であ る 市 長 （Biirgei'meister ） に は6 回 に わ た っ て， つ ま り1459
年,   1463年,   1465年,   1468年,   1471年,   1477年 に 就 任し てい た ので あ る20）。 し
たが っ て ， フ ォ ーリ ソ （Vohlin ）家 の 代 々 の商 人 の な か で も きわ め て 政 治的 に
偉 大 な る 功績 を 残し た 人 物 であ っ た と言 わ なけ れば なら ない で あ ろ う。 と くに
前 任 者 の ハソ ス（Hans ）が 活躍 中 に は そ の 同 僚 とし て， ハy ス（Hans ）の 死 後
は そ の ま まフ ォ ー ジソ （Vohlin ） 家 の 活 動を さ さ え た 中 心人 物な ので あ っ た。
注
1） このGroBzunft にはVohlin 家の商人 だけでな く,    Besserer な ど大商人の多く
が属し ていた。Westermann,  Ascan,  Memminger Handel und Handelsgesellscha-ften um die Wende vom Mittelalter zur Neuzeit, in
 Memminger  Ceschichtsbldtter,1920,
  Nr. 3,  S.  19.
2）Eirich,  Raimund,  Memmingens    Wirtschaft itnd   Patriziat   von 1347 bis 1551,Anton H. Konrad Verlag, T971,
   S.  124.
3）Eirich,  Raimund,  a.a.O., S.  125.
4） 初代エ アハートがかなりの資産を 有する， し かもかなり早 くからの有力株主社員
（Teilhaber）であったことは， ヴェスター-7ソに よっても確かめられている。Wes-termann,
 A., Die Vohlin zu Memmingen,  in Memntinger Geschichtsblatter,  1923,9.
   Jg., Nr.  6,   S.  42.
5）Eirich,  R., a.a.O., S.  124.
6）ebenda.
7）Eirich,  R., a.a.O., S. 125. 同じImhof 家ではあっても， 初代ハソ スの妻Ursula
と初代エアハ ート の妻Barbara とは直接的な結びつきはない。しかしこ の両 方 のImhof
家と も他の大商人 との血縁的っ ながりを 持っている。Eirich,   R., a.a. 0・, s.156.
8）Eirich,  R., a.a.O., S.  160.
9）Ulrich Schermair は1469 年に42プフソト,   1499年に93プフソト9 シ リン ダの税
金を納めてい る。 Eirich, R., a.a.O., S.  125.
10）ebenda ・
11）Eirich,  R., a.a.O., S.  126.
12）ebenda.
13）Eirich,  R., a.a.O., S.  127.
14）Eirich,  R., a.a.O., S.  126. さらにA. ヴェスター-7ソに よれば， この館 の売り
主のHans Rudolf は 近隣都市Kempten の市民 であ り， 購入された ものは建物だ
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け で な く,  Daxberg 近 郊Seebach の館 や そ の所 有に 付 随し た 諸 権 利， さら にFri-ckenhausen
村 で のVeit 教 会 とMoritz 教 会 の領 主 権 とが 含 まれ てい る も のであ っ
た。Westermann,  A.,    Die Vohlin zu Memmingen, in Memminger   Geschichts，blatter,
 1923,    9.  Jg., S.  42.
15 ）Eirich,  R.,  a.a.O.,  S.  126.
16 ）ebenda.
17 ）ebenda.
18）ebenda.
19 ）Westermann,  A.,  Die Vohlin zu Memmingen,  in Memminger  Gesc 他 面sblatler,1923,
   9.   Jg., S.  42.
20 ）ebenda.
3　 第2 代ハンス・フォーリンの時代
上にみたエアハート（Erhard ）の前の初代ハンス(Hans der Altere ）の長男
がこの皿代目ハソス（Hans ）（以下ハソスい である。 R.アイリッヒ（Eirich）
の説明によれば，初代ハソスの1463年の死後このハソスI がフォーリソ商事会
社を代表したともあるが， 別の個所では会社の指導者（Leiter）に登用された
のは，初代こ アパートの死後であったとの説明があり1） 初代ハソスの後は上
にみた初代こアパートの時代となり，その後がこのⅡ代目のハソスの時代であ
ったと考えることが妥当であろうと思われる。
このハソス（Hans)    Iが史料に登場したのは1450年で，その時に1, 8927 ロ
ージン(fl.）の財産に課税されてい る‰ そして翌年の1451年にはElisabethSchad
と結婚した。彼女もやはり貴族の出身で，その家族はメミソゲソからさ
ほど遠くないピペラッハ（Biberach）の町の有力貴族（Patrizier）であった3）。
当時の彼女の結婚に際しての持参財産には‥ 馬wom ，持参金1,000 フローリン
（fl.），さらに後に親からの相続金600 フローリソ（fl.）が計上されているから4)
やはりここでも有力な貴族間の血縁的な結びつきの例を確認することができる。
その後1454年以来このハソス（Hans ）IIは大ツンフト（GroBzunft  =商人ツ
フフト）の メンバー（Geselle）として活躍しており， さらに1460 年にはこの
都市の公的な役職に就任し，13人裁判官（Dreizehner Gericht ）の1 人となっ
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てト る。ハソス（Hans ）n の高官就任はこの後1470～72 年,   1477年にもつづき，
やはり彼がメミソゲソにおいて社会的にかなり重要な人物であったことがうか
がわれる5)。
ハンス（Hans ）][i,よ死亡する1496年まで，商業活動に従事していた。それは，
フォーリソ（Vohlin ）商事会社への呼称が彼の死の直前まで“die Gesellschaft,die des Hans Vohlins 
（ハソス・フォーリソの会社）"として印されていること
にも示されている6)が，同時に彼の活動が各地において確認されていることに
も由来する。例えば，当時南ドイツでは重要な大市取引が開催されていたノル
トリングン（Nordlingen ）の大市にその足跡が印されている。もともとフォー
リソ（Vohlin ）家の商人はかなり以前からこの大市取引に参加していたことは
確かなのであるが，しかし ノルトリソゲン （Nordlingen ） のメッセ （Messe ）
のそれ以前の史料（Messe-standbiichlein）にその名が見出されているわけ で
はない" 。 ノルトリソゲソ（Nordlingen ）の大市に関する研究 とし て 名高いHeinrich
Steinmej'er の著作によれば， 登場しているのはHans Vohlin で1469
年のメッセである8）。このHans は当然ながらハソスn のことである。
後に述べるように，フォーリソ（Vohlin ）商事会社はほぼ1470年代頃より会
社の隆盛期に入るが，この時代は同世代にそれだけ有能な商人がほかにも活躍
していたことを意味する。フォーリソ（Vohlin ）家の家系図にみえるように，
ハV  ス（Hans ）Ⅱの弟の第2 代エアハート（Erhard ）などはその代表である。
そうした同族の商人の活動に支えられて，ハソス（Hans ）I は少なくとも12年
間,   1496年に死亡するまで会社の代表なのであった9）。
ハソス（Hans ）I の活動は商業活動だけ でなく， 会社が1490年以降経営に
着手した鉱山経営にもその活動が 知られ てい る10）が，それらは，フォーリソ
（Vohlin ）家の商人と当時の国王（Habsburg 家）との関係がかなり緊密であり，
また政治的にもかなりの活動をなしていたことを意味している。たとえば，1483
年にハソス（Hans ）I は都市タミソゲソの要請に よっ て イン スブル ッ ク
（Innsbruck ）のジギスムント侯（Herzog Sigismund ） のところに使者として
遣わされてい るし" ），1486年にはシュワーベン（Schwaben ）都市同盟の準備
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会議 に メ ミソ ゲソ の都 市 代 表 とし て出 席 し て い る12）。 さ ら に 国王 との と りわけ
身 近 な 関 係は,   1485年 に フ リ- ド リ ッヒ（Friedrich ）i 世 力し ミソ ゲソを 訪問
し た と きに,  Elisabeth Lauginger の屋 敷へ ，つ ま り初 代 エ ア ハ ート（Erhard ）
の未 亡人 の 屋 敷に 宿泊 し て い っ た 事 実に も示 さ れ て い よ う。 こ の と き皇 帝は350
頭 の 馬 を 保 有し てい た とい い. R. ア イ リ ッヒの 推 測 では ， メ ミソ ゲソ の 滞
在は そ の 馬 の 取引 の ため で あ っ た ろ うと され てい る13）。
ハソ ス （Hans ）I が1496 年 に 死 ん だ 後， 妻 のElisabeth Schad は さ らに そ の
後20 年 の 間 活 躍し ， 死 亡 し た の は1515 年 のこ とで あ る14)。 こ の ハソ スI の死 後
フ ォー リソ （Vohlin ） 会社 の 指 導 権 は ハソ ス1 の息 子 の コン ラ ート （Konrad ）
と:r V ラ ート の 妹 の夫 アソ トV   ・ ウ ェ ル ザ ー （Anton Welser) の手 に 移っ て，
新し い 時 代 に 入 る わけ であ るが ， そ の 前に ハソ スi と同 時 代 の代 表 的 商人 であ
りか つ 実 の弟 で もあ っ た エ アハ ート（Erhard del" Jiingere  = ニ アハ ートI ）の
活 躍に も触 れ てお き たい 。
エ ア ハ ート （Erhard ）E は ， 兄 ハ ソ ス（Hans ）n と共 に 会社 の営 業 メン バ ー
とし て 活 躍 し た。 と くに 妹Agathe と結 婚 し た ， つ ま り義 兄 弟 にあ た るWil-helm Besserer 
が 死 亡 し た（1503 年）あ と の活 躍 が 注 目さ れ て い るl‰ ア ウ ク
スブ ル ク（Augsburg ）出 身 のFelizitas Imhof と 結 婚し ，フ ォ ーリソ（Vohlin ）
家 とし て は ， 初 代こ ア
パ ート， 初 代 ハソ スに 次 ぐ 有 力 貴族Imhof 家 と の 血縁
者 とな っ た16）。 彼 は メ ミソ ゲソ に 滞 在 し て フ ォー リソ （Vohlin ） 会社 の 活 動に
従 事し て お り,   1464年 に 貴 族商 人 用 居 酒 屋 の メン バ ーと し て の 証 明か そ の “大
商 人 サ ロン の 勘 定 書 （Abrechnungsbiichern der Geschlechtertrinkstute ）
で 確認 さ れ てい る17）。 Felizitas Imhof との 結 婚 は こ の時 代 で あ っ た。 彼 女 は，
初 代 ハソ ス(Hans der Altere ） の 妻Ursula Imhof の 姪に あ た っ てい る。
このFelizitas の 兄 のAndreas Imhof が フ ォ ーリソ（Vohlin ） 会社 の ケ ル
ン （Koln ） の支 店 長 と し て の地 位に あ っ た こ と から ， し か も彼 女 の 父 親の コV
ラ ード （Konrad ） が メ ミソ ゲソ のAntoniter Praceptor と交 友 関 係を 結 ん で
い るこ とな ど から18） 両 家 のつ な が りは け っし て血 縁 的 な も のば か りで は なか
っ たこ と に な る。
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エアハート（Erhard ）Hit 政治面でも頭角を表し,   1467年以後種々の政治的
地位に就いている。1467年以来数年間は13人裁判官ダンパー（Dreizehner ）と
なり，同時に都市参事会メンバー（Ratsherr）でもあったが，さらに1472年に
は市長にもなっている19）。彼が市長の時代は，メミングン都市内 のツン フト
（Zunft ）と大商人層（Geschlecht）との対立のあった時代であった。その後1485
年にこ二アパートE が死亡すると同時に，彼の妻Felizitas は出身地のアウク
スブルクに隠退したか20≒　しかしその2 年後の1487年にはアウクスブルクの納
税者リストに彼女の名が掲載されており，彼女が何らかの活動をなしていた事
を推測させるものとなっている。いずれにしても，彼女が， メミソゲソ出身の
フォーリソ（Vohlin ）家の名を名のるアウクスブルク在住の最初の人物，とい
うことになった21)。
それではこの第I 代ハソス(Hans ）（ハソスI) と第I 代こアパ ート（Er-hard)
  （エアハートI ）の時代のフォーリソ（Vohlin ）商事会社の活動をどの
ように跡づけることができるであろうか。ハンスn の時代の会社の営業状態を
示すものに，当時メミソゲソの都市当局がフォーリン会社から徴収していた関
税額（ZoH ）がある。 1488年に 徴収し た 額は,   102プフソト・ヘラー（PfundHeller
）であった22）。 そして商品売買だけでなく，貨幣取引を行なっていた例
として,   1488年に，ヴュルテソベルク（Wiirttemberg ）伯（Grafen ）に対して
信用貸付を行なっていたこと，さらにこの信用貸付がアントワープ（Antwer-pen)
とウルム（Ulm ）を経由して清算されたこと，等々がわかっている23）。さ
らにこの時代のウルムには,   Ludwig Reihing およびHeinrich Hainzel が
「会社」の代表者となって いた。このHeinrich とは，初代エアハートの再婚
の相手となったElisabeth Lauginger がこアパートの死後,   1491年に再婚した
相手Peter Hainzel の兄弟である24）。したがってこのことも,   Hainzel 家の人
々とフォーリソ（Vohlin ）家の人々が会社の活動を通してかなり密接に結びつ
いていたことを示すものと なる。このウルムで活躍したHainzel がアントワ
ープ（Antwerpen ）との貨幣取引に従事していたことも報告されてし るし，ま
た,   1488年に会社の代表として48.5フローリン（fl.）を領収したことも伝えら
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れ てい る25）。
ウル ム の支 店 に は こ の 時 代 会社 の ため に 活 動 し て い たHainzel の ほ か に ，
上に み たLudwig Reihing が い た が ， そ の よ うな 支 店 経 営を 中 心 とす る営 業 活
動が 会 社 の一 般 的 な 活 動 方 法 であ った 。 アン ト ワ ープ に も 商 品を 送っ てい る が，
それ もそ うし た活 動 の 一 環 であ る とい え る 。 そし てこ のLudwig Reihing も1487
年にVeronika Imhof と 結 婚 し て い る2‰ つ ま りフ ォ一 リソ （Vohlin ）
家 の 商人 がか な り深 く関 わ っ てい る イ ムホ フ （Imhof ） 家 と の結 び つ き は， そ
れ だけ 会社 を め ぐ る商 人 間 相 互 の結 びつ きを 深 くし てい る こ とを 示 す もの であ
る。 そし てさ ら に そ れ 以 前 の1479 年 に は ， こ の 世 代 の 次 の 代 に あ た る ハ ン ス
（Hans ）I の 子 供 達 の時 代 に 大 き な 力を 与 え る ウ ェル ザ ー （Welser ） 家 と の 結
びつ きを 実 現 し て い た。 ハソ スi の娘 カ タ リ- ナ （Katharina ） と アン ト ン ・
ウ ェル ザ ー(Anton Welser ） と の 結 婚 であ る 。 こ の結 び つ きは 後 でみ る よ う
に ， そ の 後の フ ォ ーリ ソ （Vohlin ） 会 社に 大 きな 貢 献を な す も の とな る 。 ウェ
ルザ ーと フ ォ ーリソ と の 血 縁 的 な 結び つ き は ， そ の ほ かに2 組 の婚 姻 関 係 の成
立 が 認 めら れ るが27） い ず れ にし て も ハソ スn ， こ ア パ ートE の 次の コン ラ ー
ト（Konrad ）の世 代 に こ の 中 心 的 結合 が 強 力 に 展 開 され る こ と とな っ て い くの
であ る。
フ ォ ーリン （Vohlin ） 商 事 会社 の こ の 時 代 （1470 ～90 年 頃） の足 跡 は か な り
広い 範 囲 でみ とめ ら れ る28）。1478 年 に は イタ1) ア （Italien） で の活 動 が 証 明さ
れ てい る 。 お そら くベ ニ ス （Venedig ） で の 取 引 であ ろ う と推 測 さ れ てい る。1480
年に は ス ペ イV   （Spanien ） で ， ザ ラ ゴ ッサ(Saragossa ） と ヴ ァレソ シ ア
（Valencia ） で の 活 動 が 伝 えら れ て お り， さ ら に こ の 頃 ま でに 北 ヨ ― P ッパ地
域へ の進 出 もな さ れ た とみ ら れ てい る2‰
1483 年 に は ケル ン（Koln ）で の 取引 が 記 録 さ れ てい る。 そ れ に よ れば, HeineVan Haelen
な る ケ ルン の 人 物 が ハン スI の 時 代 の フ ォ ーリン 会 社 の ウ ル ム産0
商品 （Fardel ）11 個を ベ ル ゲン ・ オプ ・ ソ
オー ム（Bergen op Zoom
） の地
まで運 び こ ん でい る。 そ し て そ れ はお そら く フ ラン ダ ース （Flandei'n ）の 港 に
送ら れ た もの であ った ろ う とみ ら れ てい る3o）。
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そのほか1    ローマでの会社の活動の一つとして， メミソゲソ出身のDr.  VeitMahler
なる人物力沁 －マの法王庁（Kanzlei）に35.5ドゥカーテン（Dukaten ）
の支払いのために出向いていることが報告されているし，さらにアントワープ
でも貨幣取引を行なっている31）。
そのほかこのイタリア方面で はさらに,   1488年と1490年に ミラ ノの 領主
（Herzog von Mailand ）がフォーリソ（Vohlin ）会社に対して通行証を発行し
ている32）。また,   1493年にはベニス（Venedig ）の総督がフォーリン（Vohlin ）
会社を，ミラノの領主のLudovico Maro に対して，長年にわたって商業活動
に従事している会社として，推薦している事実もある。上の通行証にはフォー
リソ（Vohlin ）会社の商人としてStebacher とVelzer なる人物名も登場して
いる33）。ベニス（Venedig ）の当時のフォーリソ会社の支店長はHans Steben-haber
であった から，おそらくこの2 人の人物名はStebenhaber とWelser
であろうと推測されているが34） いずれにしても後段でみるように会社のミラ
ノやベニスでの活動をよく示すものである。さらに1494 年にはPeter Stiidlin
とAnton Besserer の名前もあかっている35）。そのほかミラノ（Mailand ）で
は，都市ミラノの貨幣鋳造（Mailander Miinze ）をめぐった取引も行なってい
る。たとえば1492年にはミラノの支店長Anton Funger がミラノ領主の貨幣
鋳造所長に債務の支払いを要求しているJ 。またそれ以前から ミラノ周辺地域
からはフォーリソ（Vohlin ）会社はビp  ー ドなど布製品も買い入れていた。そ
のほかマインツ大司教のも とで，会社の布（Gewand ）2  バレV   （Ballen）が
盗邨にあったことが伝えられており， 当時会社がマインツ（Mainz ）でも活動
していたことが示されている37）。
そのほかフォーリソ（Vohlin ）会社の活動は，オーストリア（Osterreich）=''）
やスイス（Schweiz ）の各地でも展開されていたが， それらの足跡の多くは1490
年代に入った，この次のコンラート（Konrad ）の世代に属するものが多い。1490
年以降は，とくにオーストリア（Osterreich）のチロル（Tirol）の銀山で
の活動が活発化し，会社が金融業と同時に鉱山経営にも進出していたことを裏
付けている39）。
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こ の ハソ ス（Hans ）I の 時 代に 活躍 し た 商人 は， 上 に あ げ た 弟 の エ ア ハ ート
（El-hard ）I のほ かにFrickenhauser  系 の 初 代 エ ア ハ ート の息 子 レ オン ハ ー ト
（Leonhard ） もい た 。 レ オソ ハ ート（Leonhard ）は,   1473年 に 初 め て 史料 に そ
の名 が 確認 さ れ,   1476年に は 上 に も み た 大 商 人 サ ロ ン の 勘定 簿 （Abrech-nungsliste der Gesellschaft zum Goldenen
Lowen ） に 名 前 が 載 せら れ てい
る こ とか ら40) こ の 時に は か な り の地 位 と 名 声 とを 博し て い た こ と が 想 像で き
る。 彼 は こ の 大 商人 の グル ー プに1495 年に 彼が 死 ぬ まで 所 属 し てい た。
レ オソ ハ ート （Leonhard ）はUrsula Senft と 結 婚し て い る 。 そ れは は や く
て も1479 年 よ り 前 では な か っ た と みら れ てい る が41） そ の 後 彼 女が 死 ん だ後，1490
年 にMargarethe Hutter と再 婚し て い る。 こ のMargarethe Hutter も
上に み た 例 と同 様に ， 大 商人 ・貴 族 の家 系 の出 身 で， 妹はJorg Besserer な る
人 物つ まり ベ ッセ ラ ー（Besserer ） 会社 の 創設 者 ， と 結 婚 し て お り， 父 親 のJorg
Hutter も ニ ュルン ベ ル クで 商 人 とし て活 躍 し て い た 人 物 であ った4≒ つ
ま りこ こ で も， フ ォ ー リン （Vohlin ） 会社 は タ ミソ ゲ ン で も有 力 なBesserer
会社 と の血 縁 的 なつ な が りを なし て い た こ と に な る。 た だ レ オソ ハ ート 自 身は
公 的 な役 職 に もっ か ず,   1479/82 年 に 「13 人 裁 判 官 」 の1 人 に 就 任し て い た だ
け であ っ た43）。 し か も彼 は,   1494年 に は ア ウ クス ブ ル タに 移 住， そ の 他 で 市民
権を 得 てお よそ1 年 間を 過 ごし て ま もな く 他 界 し た か ら ， 晩 年は フ ォ ーリン(Vohlin)
会 社 の 活 動に は ほ とん ど 何 ら の 役 割 も演 じ て い な か っ た と い え る。
た だ彼 の義 理 の 母 親 のElisabeth Lauginger は 上 に み た よ う に メ ミソ ゲソ で
も有力 な 貴 族 であ り， アン トV    ・ ウ ェ ル ザ ー （Anton Welser ） とn 代 目 ハ ソ
ス ・フ ォ ーリソ （Hans Vohlin ） の 後 見人 と し て1491 年 に はPeter Hainzelvon Schwet 
と 結 婚し て ， や が て ア ウ クス ブ ル クに 移 住し た た め， フ ォ ー リン
家 とア ウ クスブ ル ク との 結 びつ きが これ で一 層 促 進 さ れ る こ と とな っ た。 レ オ
ソ ハ ート も， 彼 のア ウ クス ブ ル クで の後 見 人,   Anton Lauginger の 隣 に 住 居
を か まえ て い た44）。
レ オソ ハ ート（Leonhard ）の 死は ， 上 に み た よ うに1495 年 と推 測 さ れ てい る
が， そ の理 由は ， ア ウ クスブ ル クの 徴 税者 リ スト に も,
 タ ミン グン の “ 大 商人
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サ ロン の 勘定 書y  スト の 上 か ら もそ の 名前 が 消 え て い る た め であ るが45） 未
亡人 とな っ たMargarethe は1497 年 の 「 大 商 人 サ ロン 勘定 書 リ ス ト」 に そ の
名前 が 確 認 さ れ， レ オソ ハ ート（Leonhard ）の死 後そ の席を 継 い でい る こ とが
う か が われ る46）。 な お ， こ のMargarethe は,   1500年に な る とKonrad vonZiinhart
とい う 騎士 身 分 の人 物 と 結 婚 す る。
こ の ハソ ス （Hans ）I の前 時 代 に フ ォ ー])ン （Vohlin ）会社 に 貢 献し た 人 物
とし て ヴ ィ ルヘ ル ム・ ペ ッセ ラ ー（Wilhelm Besserer ）がい たが ， こ の人 物 の
息 子 が すで に こ の時 代 に フ ォ ーリン 会社 に 働 い て い た 事 が 明ら か とな っ て い る。
上 に み た1488 年 の マ イ ン ツ の 大 司 教 の2 バレ ン の 布 の 盗難 の 記述 に よっ て で あ
る。 そ し て 同 時 に こ の 時 代に そ れ まで 活 躍し た ハ ソ ス（Hans ）II の義 理 の弟 で
あ っ たこ のWilhelm Besserer はし だ い に 会 社 か ら 遠 の き,   1492年 に は 自 分
の 出資 金 （Einlage ）3,000 フ ォ ー ジン （fl.） を 引 き 出 すこ とを 会社 に 通 告， そ
れ を め ぐ っ て 会 社 と の 対立 が生 じ た こ とな ど も 伝 えら れ て い る47）。 対 立 の 結果 ，W.
 Besserer の 会社 か ら の 脱 退は 実際 に 行 な わ れ て い る が ， し かし 上 に 述 べ
た 彼 の 息 子 が ど の くら い 後 まで 会 社 で 活 動を つ づ け て い た か に つ い ては 明ら か
で は な い48）。
以 上 の よ う に， ハソ ス （Hans ）I の時 代 に は， 弟 の^3＝ヽア パ ート （Erhard ）I
や レ オソ ハ ート （Leonhard ）, さら に 義 理 の弟 のW.   Besserer な ど が 活躍
し て い た 時 代 であ った 。 す で に み た よ うに メ ミン グソ の市 長 職 は こ の時 代， エ
ア ハ ートI と エ ア ハ ートH こ よっ て ほ ぼ 独 占的 に 交 互に 世 襲 さ れ て い た とい っ
て 間 違 い は ない 。 中世 都市 の商 人 貴 族 支 配 の 典型 的 姿 と も言 え る 時 代 であ っ た 。
そし て， こ の ハソ ス （Hans ）I の死 亡 し た90 年 代 に フ ォ ーリソ （Vohlin ）商 事
会 社 は， 人的 に も営 業 分 野 に お い て も一 段 と 新し い 時 代を む かえ る こ とに な る。
そ し て そ れを 継い だ も のは ハソ ス （Hans ）I の 息 子 コ ン ラ ート （Konrad ） な
の で あ る 。
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4　 コンラート・フォーリンの時代
1496 年にハソス（Hans)   Iが死んだ後，フォージン（Vohlin ）商事会社の指
導権は‥ 良子のコV ラート（Konrad Vohlin ）に移った。 コンラート（Konrad ）
は不確実ながら1455年生れであるから，この時およそ4i歳であったが，この時
代会社の実際の運営は彼のほかに， 彼の妹Katharina の夫つまり彼にとって
は義理の弟 にあ た るアン トン・ウェルザー（Anton Welser ）があたってい
た1)。つ まり，メミソゲソの代表的商人家族とアウクスブルクの巨商ウェルザ
ー（Welser ）との共同の会社経営が事実上，このコンラ ート（Konrad ）の時
代に実現したのである。アントン・ウェルザーの誕生年は1451年であるから，
コンラート(Konrad ）よりも4 歳年上であ った。この2 人が1490年代以後の
会社の発展の中枢となったのである。
コンラート（Konrad ）は1455年頃に生まれ,   R. アイリッヒ（Eirich）によ
るフォーリソ家系図でみれば,  Anton Welser の妹のBarbara Welser と結
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婚した。この結婚の年は明らかではないが，子供の年などからみて1480年前後
と思われる。それにしても，フォーリソ（Vohlin ）とウェルザー（Welser ）の
兄妹同土が結婚したのである。商取引と血縁のかたい結びつきを示すものであ
る≒ ただ，この結婚と企業との結びつきを重視し て，すでに1473年にウェル
ザー（Welser ）との企業合併，つまりウェルザー・フォーリソ会社（Kompa-nie
）が設立されたというNiibling による説は，R. アイリッヒによってむし
ろ否定的にみられてお り3） その可能性はうすいが，しかし，それぞれ商業取
引に活動していたことだげは間違いないであろう。そして，上にも再三引用さ
れている「大商人サロンの勘定書リスト」に こ の コV ラ ート・フ ォーリン
（Konrad Vohlin ）の名前はようやく1487年に初めて登場レ ），以来定期的ない
わば常連として名を連ねているので，ようやくこ0 頃にメミソゲソにおいての
彼の社会的名声も定着してきたように思われる。その後メミソゲン市の公的な
地位にも就任し,   1495年を かわ き りに,   1497年には市参事会メンバー（Rat-herr
）,   1502年には市長職（Biirgermeister）にも就任する。しかもこの市長職
にはその後1511年の没年まで何回も選出されている5）。そのほ か，シュワーベ
ン（Schwaben ）者5市同盟の同盟会議（Bundesrat ）にメミングソ市代表として
出席する，という経歴も有している。
ところで, R. アイリッヒ（Eirich）の作成したフォーリソ家系図でみれば明
らかなように， コンラートの妹のKatharina がアントン・ウェルザーと結婚
したのは1479年のことであった。そして，ウェルザー企業との合併はそれから
およそ20年後,   1490年代の末であるとみられている。上にみた1473年を両企業
の合併の年とみた説はA. ヴェスターマン（Westermann ）によっても完全に
否定され てい る。ヴェスターマンは，このVohlin とWelser の合併の年,を1498
年と明記し6） この年にフォーリソ（Vohlin ）企業がアントン・ウェルザ
ーとルカ・ウェルザーの兄弟がアウクスブル ク（Augsburg ）に設立したウェ
ルザー（Welser ）企業に合併（Fusion ）したとしている。これによって,   1497
年には少なくともVohlin-Welser 会社となっていたとするR. アイリッヒの
説明7)を否定するわけではないにし て も，つまり1498年以前の「会社」の合併
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の可 能 性を 否定 する わけ では ない に し て も， ア ン トV  ■ウ ェ ル ザ ーは 結 婚後 お
よそ20 年後 に こ の両 企業 の合 併 に ふみ 切 っ た こ とに な る。 1497年 には フ ォー リV
  ・ウ ェ ル ザ ー企 業 と な るべ き本 店 が そ れ まで の メ ミソ ゲソ か ら ア ウ クスブ ル
ク（Augsburg ）に 移 さ れ てい る8）。 こ れ に よ っ て メ ミソ ゲソ の 地 位 が急 速に 後
退 し たわ げ では な い に せ よ， この 会 社 に と っ て 大 きな 転 換 期 と な っ た こ とは 間
違 いな い 。
コン ラ ート （Konrad ）は し か し 会社 の 本 店 の 移 動に もか か わ ら ず ， メ ミソ
ゲソに 留 まっ て 活 動 し てい た。 メ ミソ ゲソ の 拠 点はR. ア イリ ッヒに よれ ば た
だ の 支店 と は 区 別 さ れ， そ こ での 責 任 者 とし て 活 動し てい た の が， 会社 全 体 の
長 （Leiter ） であ る こ の コン ラ ート（Konrad ） と アン トV   ・ ウ ェ ル ザ ー の2 人
そ の ま まで あ っ た9）。
当時 の コン ラ ート （Konrad ） 自身 の 活 動 と 会社 の営 業 な ど に つ い て はあ ま
り詳し い こ とは 明ら か でな い が ，コン ラ ート （Konrad ）が バ ル トl＝lモ イ ス・ マ
イ（Bartholomaus May) と一 緒 に マキ シ ミ リアソ （Maximilian ）I 世 の 戴 冠
式に 際 し て イ タ リア の ミラ ノ （Mailand ） に 滞在 し てい た し 巴　 そ のほ か上 に
み た よ うに ， 父 親 の ハソ スI や さ らに ア ン トV   ・ ウ ェル ザ ー と 共 に オ ース ト
リ アの チ ロ ル（Tirol ）の銀 山 経 営 に も たず さ わ っ てい た。 そ の 証 明さ れ て い る
年代 は1492 年 であ る11）。 こ れ ら の 銀 山経 営 の 取引 先 は ミラ ノや コ ン ス タ ン ツ
（Konstanz ）, ス イス の ベ ルン(Bern ） な ど の 貨 幣 鋳 造 都 市 であ った 。
もと も と フ ォ ーリソ （Vohlin ）家 の 出身 地 は ス イス であ った か ら ， ス イス 各
地 でも 取引 が行 な わ れ て い た 。主 とし て フ ラ イブ ル ク（Freiburg im Uchtland ）
産 の布 製品 を 各 地 に 販 売 し た の であ る。1491 年 頃 に ， フ ラ イブ ル ク（Freiburgim
 Uchtland ） か ら イ タリ ア の ベ ニ ス （Venedig ） に 白 地 布 （Weifie Tiicher ）
を 年 々2,000 ～4,000 反 （Stuck ） 売 却し て い た。 し か も， こ の 取引 は1520 年 代
まで 続い てい る 。 フ ォ ーリ ソ と ウ ェ ルザ ー両 者 が， 最 初 の うち は そ れ ぞれ 単 独
で， 合 併後 は 共 同 し て ， 独 占的 に 行 な っ てい た 取 引 であ っ た12)。
ウ ェ ルザ ー （Welser ） とフ ォ 一リン （Vohlin ）は し ば し ば ツ ル ザ ッハ（Zur-sach
） の大 市 で も取 引を 行な っ てい た。 1501年 に は50 反（Tiicher ）の 布を 供 給
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している13）。会社のフライブルク（Freiburg im Uchtland) の支店が この大
市において活動し，布だけでなく皮革（Leder ）や毛皮（Fellen）などを扱って
いた。 さら に，合併後のフォーリン・ウェルザー（Vohlin ・ Welser）会社が
フライブルク（Freiburg im Uchtland ）市民にフランス内部サヴォイ（Savo-yen
）地方産の毛皮を売却している事実もある14）。
さらに,   1490年代にはフォーリン（Vohlin ）会社はスイスのベルン（Bern ）
にも足跡を残している。上にみたバルトロモイス・マイ（Bartholomaus May ）
をこの都市で会社の代表（Vertreter ）及び株主社員（Teilhaber）として獲得
し，しかも都市当局に資金を融通し た15）。この人物は，フォーリソ（Vohlin ）
会社に経営参加する以前は鉱山取引（Bergbaugeschafte ）を行なっており，さ
らに食塩なども商っていた。サヴォイ（Savoyen ）地方など南フランスが主た
る活動範囲であった。こ の人物の参加によって，フォーリソ（Vohlin ）会社
はリョン（Lyon ）,   ジュネーヴ（Genf ）, ミラノ（Mailand ）などでの取引で一
層の業続をあげたのであった16）。
そのほか1490年代にフォーリソ（Vohlin ）会社は, スイスのバーゼル（Basel）
でリーパー会社（Riehergesellschaft）と取引を行なっている。 1491年 のこと
である。さらにこのバーゼル（Basel）のイルミ会社（Irmigesellschaft）を巡
ってフォーリソ（Vohlin ）とウェルザ （ーWelser ）とがイタリアのミラノでい
がみ合ったことなども伝えられており1"，バーゼルでの活動が裏付げられるも
のとなっている。
ドイツ国内では，ニュルンベルクにはやくから会社の支店が設置されており，
会社にとってかなり重要な役割を果たしていた。とくに15世紀末期の90年代に
おけ る活動は注目されている。たとえば,   1492年の会社の支店長はBernhardWalter
といい，メミソゲン市の出身者であ った。この人物は,   1480年代には
支店長としてこのニュルンベルクでの取引に従事していた。ただ，この1492年
には,   Bernhard Walter と，彼と同等の権限が与えられて 営業に従事してい
た人物であったHeinbrand Herer とが,  Georg Peck なる人物に対して620
フローリン（fl.）もの負債を負っていたことが報告されている18）。
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そ のほ か こ ユ ルン ベ ル クでは1493 年 にJakob Welser が 結 婚 し ， そ の 結果 彼
は10 年 間， ニ ュ ルン ベ ル クで の 滞在 が義 務付け ら れ る こ とに な っ た19）。 彼は そ
の間 数 回， 会社 の ニ ュル ン ベ ル ク支 店 長 を 務 め た が，1494 年 に は 本 人 自身 の責
任 に よ る， つ ま り会 社 の もの では ない 取引 も行 な っ て い る。 し たが っ て な かば
独 立し た 商 人 とし て の 性 格 も有 し て い た と 言 え る。 こ の結 婚 の 相手 はEhrent-raut Thumer 
で ， こ の 聞 に 立 っ て い わ ゆ る 縁を 結 ん だ 人 物 がChristophScheuerl
で， 後に フ ォ ーリソ （Vohlin ） 会社 に 入 っ て 活 動し た 。 Jakob の妻Ehrentraut
の出 た 家 族Thumei ・ は ニ ュル ンベ ル ク在 住 の 家 族 で， こ の結 婚
を 機 会に フ ォー リソ ・ ウ ェ ル ザ ーの ニ ュルン ベ ル クと の結 びっ き も一 段 と深 ま
っ た よ うに 思 わ れ る 。 結 婚に 際 し て10 年 間 の 滞 在義 務 が 課 せ ら れ た が， そ れ は
ニ ュルン ベ ル ク市 自 体 がJokob を そ れ だけ 必 要 とし てい た こ と から で あ っ た
と も考 え ら れ る。 1493 年 の結 婚 式 に 際 し て， ニ ュ ルン ベ ル ク市 当局 が 市庁 舎 の
建 物 と式 を 饗 宴 す る 人 々 とを 提 供 し て い る こ とは20）そ のこ とを 物 語 る も ので あ
ろ ‰ そ し てさ ら に こ の 時 代に ， フ ォー リソ（Vohlin ）・ ウ ェ ルザ ー（Welser ）
は こ の ニ ュ ル ン ベ ル クで， 当 時 の大 商 人 貴 族 の一 つ であ る イ ムホ フ （Imhof ）
家 と の結 び つ きを 実 現し た と推 測 す る こ とが でき る 。 つ ま り 当時 ニ ュル ン ベ ル
クの市 民 権を 得 てい たJakob Imhof と の取 引 の 開 始 であ る21）。
いず れ に し て 乱 当時 ニ ュル ン ベ ル クで 会社 の活 動 に 従 事し てい た中 心 人 物
はJakob Welser とBernhard Walter であ っ た 。 上 に み た よ うに1482 年 には
支 店長 とな っ て い たWalter は ハ ソ ス （Hans ）H ， ニ アハ ート （Erhard ） Ⅱ
の2 人 か ら ほ ぼ 全 権を 委 任 さ れ て 活 動し てい た 。 当 時 の 取引 の一 つ に,   1482年
に プ ラハ （Prag ） の 商 人 で 当時 はPilsen に 滞 在 し て い たHans Venediger
な る人 物 に ， 麻 布 （Leinwand ）15 反 （Stuck ） を65  7 P  － リン(fl. ） ＼Qシy
ン グ■ （β。） で 売 却し た ， 記 事 か お る22)。 これ ら は もと もと ハソ スI あ るト はこ
アパ ートn 以 前 の 時 代に 属 す る もの であ ろ うが ， コン ラ ート（Konrad ）の時 代
に 入っ て か らはWaiter は フ ォ ーリ ソ （Vohlin ） 会社 の 全 権 委 任 支店 長 （Pro-curatorfaktor
） とな っ て 活 動し てい る23）。 彼 の 実 の弟 のHieronymus Walter
も ラ イプ チ ッと（Leipzig ） の支 店長 とし て活 躍 し てお り， 兄弟 で 会社 の 発 展に
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貢献していたことになる。
ニュルンベルクのフォーリソ・ウェルザー会社が扱っていた商品の大部分は
繊維品であった。上にみたベルンハート・ワルタ― （Bernhai・d Walter）が活
躍していた頃には，年々馬15～20 頭分の積荷の布（Saum Gewand ）をこの都
市に持ち込んでいる24）。このニュルンベルク支店はワルター（Waltei・）の死後，1504
年にJakob Sattler が後継者となって活動しており，更に1507年には上に
みたChristoph Scheuerl が活動している。このChristoph Scheuei ・によ，結
婚を仲介したJakob Welser と親交のあった人物で，もともとは，イタリアの
ベニス（Venedig ）で活動していた。 この人物はフォーリン・ウェルザー会社
に入る前は,  Bianca Maria Sforza なる企業で会計及びコック長（Zahl undKuchenmeister
）として働い ていた。1500年当時の彼の財産は1 万4,000 フg
－リン（fl.）と算定されている。　したがって個人としてもかなりの財産家であ
ったことは間違いない25）。そして年々彼はフォーリソ・ウェルザ ー会社 から100
フローリソ（fl.）を受け取り，さらに支店の運営資金として年に500 フロ―
リソ（fl.）を会社から受け取っていた。商用として，北のダソチッヒ（Danzig ）
やシュレージニソ（Schlesien）にまでも赴いている26) つまり彼は，このニュ
ルンベルクでは，この支店の経理長であり，出納長であり支店長であるといっ
た，1 人で何役もこなさなければならない中心人物であり，おそらくこれが当
時の商事会社の支店経営の実際の姿を示し てい ると思われる。1493 年には，
“メミングソ商事会社”の代表者としてザクセン公爵（Herzog von Sachsen ）
の負債2,000 フ=  ―リソ（fl.）を肩代りしているという記事から27) 当時すでに
フォーリソ（Vohlin ）会社に入って活動していたことがうかがえる。彼は自分
の住居を会社の事務所（Schreibstube）として使用していたから，まさにほと
んど1 人で経営していたことになろう。
このChristoph Scheuerl がニュルンベルクの支店長として登場するのは1507
年であるとすでに上でみたが，しかしニュルンベルクでの彼の活躍は1493年
のJakob Welser とEhrentraut Thumer との結婚のとりもちでも理解できる
ようにかなり早い時期からであったことに間違いない。C. Scheuerl 自身,   3
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人 の見 習 い 商人,   Jakob Sailer, Christoph Oheym, Paulus Pfister な る人 物
を 自分 の 住 居 に 住 み 込 ませ て 教 育 し て い た。 彼 が 支 店 長 に な る 前， 上 に み たBernhard
Walter の死 後,  Jakob Sattler が 支店 長 とし て 後を 継 ぎ,   1507年 に
彼 がそ の 地 位 に 着 い た ので あ る 。 Scheuerl の 活 躍 の 結 果 で あ る か ど うか， 直
接的 な 関 係 は 不 明 であ るが,   1511年 当 時， こ の ニ ュ ルン ベ ル クに おい て商 品を
扱 う 商人 ・商 事 会 社 のな か で ， こ の フ ォ ーリソ ・ ウ ェル ザ ー（Vohlin-Welser ）
会社に 並 ぶ ものは なか った ， と まで 言 わ れ て い る28）。
そ し て かつ てC.  Scheuerl が活 動し て い た ベ ニ ス では,   1494年 以 来,   HansPfister
と ル カ ス ・ レ ーム （Lukas Rehm ） の2 人 の人 物 が見 習 い 社 員（Lehr-linge
） とし て 活 動し ， し か も 彼ら の上 に は 支 店 長 とし てHans Stebenhaber
とHans Lauginger の2 人 が 活 動し て い た2D)。 つ ま りベ ニ スで は か な り 多 数
の人 員 が 配 置 さ れ てい た こ とに な る。 こ れ は， 当時 の 南 ド イ ツ各 都 市 の 商業 に
とっ てい か に ベ ニ ス が 重 要 であ っ た か を 示 す もの であ ろ う。 試 み に,   1508年 の
ベニ ス の， 例 のド イツ 商 館 （Fondaco dei Tedeschi ） の リ ス ト に はKonradVohlin
とAnton Welser の 名 前 が 記さ れ て お り会 社 の 活 動を 裏 イ寸け て い る。
そし て， そ こに み え る フ ォ ーリ ソ ・ ウ ェ ルザ ー会 社 の 本店 居 住 地 （Sitz） は す
でに ア ウ クスブ ル クと な っ てい る30）。
こ のベ ニ ス支 店 にお い て ， こ の コン ラ ート（Konra の の 時 代に 活躍 し て い た
人 物 とし て 上 のLukas Rehm がい る。 上 に み た よう に1494 年 以 来 ， 見 習い 商
人 とし てHans Stebenhaber とHans Lauginger の指 導 の もと に 活 動 し て
い た が， こ の人 物 は 実 は 上 のAnton Welser の甥 に あ た り, R ．ア イリ ッヒ
（Eirich ） の 掲げ るWelser の家 系 図 で は,   Anton の 妹 のMagdalena の2 度
目の夫 とな っ て い る。 ま た， ル カ ス
■レ ー ム（Lukas Rehm ） の 父 親は フ ォー
リソ ・ ウ ェ ル ザ ー 会社 へ の 出 資 金4,500 フロ ーリ ソ（fl.）を 彼 のた めに 残し て も
い るa   1496年 の こ とで あ る31）。Lukas Rehm 本人 は ，3 ヵ月 間 の 研修 のあ と，1498
年に は ミラ ノに 派遣 さ れ,   Anton Lauginger に 会社 の 社 員 とし て の 教育
を うけ ， さら に そ の後NarziB Lauginger の もと で 修 業 す る ため に フ ラン ス の
リョ ン に 渡 っ てい る 。 そ れ ら の 地は い ず れ もフ ォ ーリソ ・ ウ ェル ザ ー（Vohlin
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Welser ）会社の重要な営業地域となったところである。
コンラート（Konrad ）の時代に活躍した人物としてもっとも重要なのは，フ
ォーリソとウェルザーの結合 の中心人物であったアントン・ウェルザー（An-ton Welser
）である。すでに上に述べたようにこの人物は，ハンス（Hans ）I
の娘Katharina を妻とし（1479年）, フォーリソ（Vohlin ）商事会社をその当
時としては最も注目すべき世界的貿易企業にまで仕上げた人物である。フォー
リン会社とウェルザー会社との合併（Fusion ）,つまりそれまで活動していた
フォーリソ商事会社とAnton Welser の父親のLukas Welser と彼の兄弟と
がアウクスブルクで設立していたWelser 会社とが共同経営に入る上での一方
の中心人物なのであった。
アントV   ・ウェルザー（Anton Welser ）はすでにこの両会社の合併前から
メミソゲソで活躍し，メミソゲソの市民権を得て会社の活動に従事していた32）。
メミソゲソでは市参事会ダンパー（Ratsherr ）や高級官吏（Stadtammann ）な
どの要職に任じられていた。
1498年の合併の前々年の1496年にハV  ス（Hans)   Iが死亡し，その後の経営
権を継いだのがコンラート・フォーリンとこのアントン・ウィルザーの2 人で
あったが，合併後の2 人の関係は,   1451年生れで年上のAnton の方に指導権
が強く移っていった。それはAnton がメミソゲンでの経営経験も豊富であっ
たこと， メミソゲンの“大商人サロン”の勘定書リストにも名を連れており33)
しかもメミソゲソの市民として残ってもいたことなどからもわかる通りメミン
グソでの活躍が高く評価された結果であったとも言える。すでに合併前にこのAnton
Welser はチロルの銀山経営でも1490年と1492年に ハン ス（Hans ）I
及びコンラート・フォーリソと並んで活躍していたし34） スイスのバ―ゼルで
もその地のRieher 会社に対してフォーリソ（Vohlin ）会社を代表してもいた。
さらに上にみた末の弟のlakob Welser も1493年の結婚後一層会社の活動に深
く関係したため，ここにWelser 兄弟 がそろ って フォーリソ （Vohlin ）会
社で活躍していたことになるのである。そして,    1494/95年のWelser 兄弟の
父親であるLukas Welser の死と1496年のコンラート （Konrad ）の父親で
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あ る ハソ ス （Hans ）n の死 亡 の後 ， アン ト ン（Anton ）は アウ クス ブ ル クの 父
の遺 産を 受げ 継 ぎ， そ の結 果1496 年 には 彼は ア ウ クスブ ル クの 納 税 者 リ スト に
載 り35） 一 方 の コン ラ ート（Konrad ）は ハソ ス 皿の後 を 継 い で， 結 局， こ の2
人が 「会 社」 の 経 営 権を 握っ た の であ っ た。 ア ン トン （Anton ）は1496 年 つ ま
り ハソ ス1 の 死 亡 し た年 に ， 後 を 継 い だ そ の ア ウ クス ブ ル クを 離 れ て そ れか ら15
年以 上 もの 長い 間 メ ミソ ゲソ に とど まっ て そ こ で活 動 し て い た 。し かし ， ア
ン トン ・ ウ ェル ザ ーの 活 動は け っし て メ ミン グ ン だけ に 留 まっ て い た わけ では
ない 。 む し ろ こ れ 以 後 こ の 会社 の活 動 が し だい に メ ミン グ ソ か ら ア ウ クス ブ ル
クへ中 心 移 動 す る に つ れ て 彼 の ア ウ ク スブ ル クと の関 係 も一 層 強 力 な も の とな
っ た。 1498年 の両 会 社 の 合 併は ， こ うし た ア ン ト ン （Anton ） の メ ミソ ゲソ と
アウ クス ブ ル ク両 都市 に ま た が る活 動 の結果 であ っ た と も考 え ら れ る 。 ア ウ ク
スブ ル ク市に 対し て ア ン トン の 妻が 年 々32 フ ロ ーリソ （fl.） も の納 付 金 （Sch-miergeld
）を12 年 間 に わ た っ て 支払 わ な け れ ば な ら な か った の も36） こ うし た
両 市 に ま たが っ て の活 動 に， し か も メミソ ゲン 市 民 とし て 活勤 し な が ら ア ウ ク
スブ ル ク市 で も立 場 を 良 く保 っ てお くた め であ っ た と 考 え ら れ る 。 Anton の
子供 達は 皆 ア ウ クスブ ル クの 市 民 であ り， また， 彼 自 身 も年 々 ア ウ クス ブ ル ク
市へ の 納 税 額を 増 加し てい る 。 す な わ ち，1498 年 に は2.5 フ ロ ーn ソ （fl.）,   1509
年42.5 フ ロ ー リソ （fl.）,   1512年1551 フ ロ ーリ ソ（（fl.）,  1516年13 肘 フp － リ
ン （fl.） であ る37）。 そ し て， こ の1512 年 頃 に は， す でに 上 で1508 年 に もそ うで
あ った が ， フ ォ ー リソ （Vohlin ）・ ウ ェル ザ ー （Welser ） 会社 の本 拠 地 は 完 全
に ア ウ クス ブ ル クに 定 着 し てい る の であ る。
以上 の よ うに ， コン ラ ート（Konrad ）の 時 代 に フ ォー リソ（Vohlin ）商 事 会
社は ， アウ クス ブzレクで活 動し てい た ウ
ェ ル ザ ー（Welser ） と の合 併 を 実 現し
た の であ る。 そ の 詳細 に つ い て 説 明 で き る 史料 に 恵 まれ て い る わけ では な い が，
コン ラ ート と アン トン そ れ ぞ れ が そ れ ま で の経 営 者 に 代 っ て 代表 とな り， と く
に フ ォー リン （Vohlin ） 会社 に 入 って い た アン ト ン （Anton ）が 父 ・兄 弟 の 経
営 する ウェ ル ザ ー企業 の経 営 を 引 き 継 ぐ こ とを 通 し て 両 企 業 の 合 併は 完 成 し た
と 言え る 。 た だ， そ のほ か に は 合 併 に 関 す る手 が か りは ほ と ん ど残 さ れ て い な
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いと言わなければならない38)。わずかにフォーリソ・ウェルザー会社の商標の
デザインのみが確認されているにすぎないのである。
最後にコンラート（Kom ・ad）自身について2,3 触れておきたい。彼も，「会
社」の営業活動だけに専念したわけではなく土地・不動産への投資に手を染め
ている
 
 1503 年にはメミソゲン 市から,   6, 400 7 p  －リン（fl.）を支払ってUngerhausen
の土地を取得し， そしてそこに小さな館（SchloBen ）を構築し
ているo　 さらに1504 年にアントン（Anton ）の実の妹である妻Barbara が
死ぬと， メミソゲンではフォーリン家と並び称される 貴族商人のSattelin 家
の娘Margarethe と結婚， 血縁的結びつきを強めている。　このほか， 会社が
アウクスブルクに移転した後はとくに，メミングンとアウクスブルク間の商用
も多くなり,   1508年には会社の契約書作成の際に,   1509年にぱ 石弓競技”に
際して，アウクスブルクを訪れ，後者の時には10フ1ニ3 ―リソ（fl.）を賞金とし
て獲得したりもしている4o）。 また,    1508年に は フ ランクフルト（Frankfurtam Main
）の大市を訪れ,   20フローリン（fl.）の旅費を支払わせている。さら
に1510年には，ドイツ皇帝から先に買い入れたUngerhausen の領地の高級裁
判権（Hochgerichtsbarkeit ）をも手に入れている41）。この件に対し ては，都
市メミソゲソからの抗議も認められなかったと記述されている42)。また,   1511
年6 月7 日のコンラート（Konrad ）の死後，後妻であったMargarethe はさ
らに十年余の余生を 送 り,   1513年にはAmendingen とSteinheim の地にそ
れぞれ屋敷を買い入れ,   1,270フローリソ（fl.）を支払っている43）。
すでに上にみたベニスの支店で活躍していたLukas Rehm は，その商用日
記によって有名であるが44) その記録に明らかな通り，彼はヨーロッパ各地で
活動しており，各地でこの次の世代を継ぐ若い商人への指導をも行なっていた。
その活動の詳細は後段にも触れるが，いずれにしても，アントン・ウェルザー
（Anton Welser ）とコンラート・フォーリソ（Konrad Vohlin ）のこの時代が
いわばフォーリソ（Vohlin ）会社にとっての最盛期に間違いなく，これ以後は
フォーリン（Vohlin ）家の商人は，コンラート（Konrad ）の死後なお1518 年
まで活躍したアントン・ウェルザーの影響もあって，遠く海外新世界へも進出
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す る ウ ェ ル ザ ー （Welser ） の 前 に ， し だ い に 後 退 し て い く の で あ る 。
注
D　 ただし， このアントV   ■ウェルザ ーはい わ ゆ るフッガ ー（Fugger ）■ウェルザー
（Welser ） 時代のアントン ・ウェルザ ーではない。R ．アイリッヒの家系図に よって
明らか にされ ているが,    1518年に創設された ウェルザ ー商会の創設者バルト ロモ イ
ス（Bartholomaus ）とアントV  （Anton) の兄弟はここで述べるアントン ・ウェルザ
ーの息 子にあた る。Eirich, R., Mem 揖ingens Wirtschaft    und Patriziat von  1347bis 1551,
  S.  162.
2)    Westermann, Λ。, Die Vohlin zu Memmingen,  in Memminger Geschichtshlatter,1923,
  Nr. 5,   S. 39.
3）Eirich ，R., a.a.O., S.  139.
4）ebenda.
5）Westermann によれば， コン ラートが市長職にあ ったのは,   1502年,   1504年，1506
年,   1508年,   1510年 の5 回におよんでい る。　Westermann,  A.,   Die Vohlin zuMemmingen,
 in Memminger Geschichtsbldtter ，1923,  Nr. 5,  S. 39.
6）Westermann,  A.,  Memminger Handel und Handelsgesellschaften um die Wendevom Mittelalter zur Neuzeit, in Me
別minger  Geschichtsblatter 1920, Nr. 3, S. 19.7
）Eirich,  R., a.a.O., S. 139.
8）ebenda.
9）ebenda.
10）ebenda.
11）ebenda.
12）ebenda.
13）ebenda.
14）ebenda.
15）ebenda.
16）ebenda.
17）Eirich,  R., a.a.O., S.  133,
18）ebenda.
19）ebenda.
20）ebenda.
21) ア イリッヒの掲げる イムホフ家 の家系図の上ではこのJakob Imhof を 見出すこ
とは できない。　もともと メミソ ゲソあるい はフ ォーリソ会社との結びっ きの濃い イ
ムホフは,   タミングン の“大 ツンフト や後の “金の獅 子クラブ（Gesellschaft zumGoldenen Lowen
）”の メンバ ーとなってお り， しかも メミソゲン の市民権 も取得し
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ていたBalthaser Imhof が中心 であった。 Eirich, R., a.a.O.，S. 235.
22）Eirich, R., a.a.O., S,  133.
23）ebenda. このほか彼は 後にAlbert Dilrer とも親交を もっていた こと， さらにVeit
StoB な る人物 とも親交を重ね， 彼の“Adam とEva"   がフォ一リソ ・ウェル
ザー会社によって取得され,  リスボン の宮廷(Lissaboner Hof ）に収められたこと
など， が伝えられ ている。Eirich, R., a.a.O., S.  134.
24）ebenda.
25）ebenda.
26）ebenda.
27）ebenda.
28）Eirich,  R., a.a.O., S. 134. また， こうした ニュルンベル ク支店の活躍は北のラ
イプチッヒの大市でも示されている。 この大市には,    1508年に ニュルンベル クのフ
ォーリソ会社の支店 長として　Jeronimus Walter が訪問している。 Fischer,   Ger・hard,
 Aus Zwei  Jahrhunderten Leipziger Handelsgeschichte,　1470一1650,   Kommi-sionsverlag von Feli
χ Meiner, Leipzig,  1929.   S.  19.
29）Eirlch,  R., a.a.O., S. 135.
30）1508 年のド イツ商館は新し く建て換えら れたばか りのもので，この時にもフ ォ一
リソ ・ウェルザー会社は， 会社独 白の事務所（Kammer ） を商館内に所有し てい た
が，もともと1490年代初頭以来，フ ォーリン会社は独 自の事務所を所有し てい た。 商
館リストとは， 商館内に 事務所を所有し ている所有者リスト のことである。 Eirich,K.,
 a.a.a,   S.  135.
31）ebenda.
32） ハン スト よ1480年に このAnton Welser の市民権取得のために， 市民権取 得税11
フロ ―リン （fl.） を支払ってい る。Eirich, R., a.a.O., S. 140.
33）Eirich,  R・, a.a.O・, s. 141.
34）ebenda.
35）ebenda.
36）ebenda.
37）Eirich,  R., a.a.O., S.  143.
38）Westermann A., のフ ォーリソに関する2 点 の論文 のうちすでに上で参照し たrMemminger
Handel und Haiidelsgesellschaften」においてはこの両企業の合併に
ついて年代とその形式について示 されているが，「Die Vohlin zu Memmingen 」に
おいてはFusion   （合併）の言葉すら示 されていない。そこでは,   Welser とVohlin
会社の結合につい て， 結婚を 通じ ての血縁的結びっ きの過程でVohlin-Welser 企業
の成立を 説明するに 留まっている。Westermann,  A.,  Die Vohlin zu Memmingen,
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 Memminger Geschichtsbldtter,   1923,   Nr. 5,    S. 39.
39）Eirich,  R. ，a.a.O., S. 139. 及 びWestermann,  A.,  Die Vohlin zu Memmingen,in
 Mem 房inger Geschichtsbl 心tter,  1923,   Nr. 5,    S. 39.
40）Eirich,  R.,  a.a.O.,  S.   139.
41）Westermann,  A.,  Die Vohlin zu Memmingen, in  Mem 枇inger Geschichtsblatter,1923,
   Nr. 5,    S. 39.
42）Eirich,  R.,  a.a.O,,  S,   139.
43）ebenda.
44）Eirich,  R.,  a.a.O,,  S.   135.
5　 コンラート・フ ォーリンの次世代1)
コンラート・フォ一リソ（Konrad Vohlii ）が1511年に没し，その数年後の1518
年にアントン・ウェルザー（Anton Welser ）も死んで，フォーリン（V6-hlin
）・ウェルザー（Welser ）会社は一つの新しい時代に入ることとなった。
ただこれからの時代，つまり1520年頃からの時代にフォ一リソ・ウェルザー会
社がどのような発展と経緯をたどったのかについてはほとんど明らかではない。
一体，それまで継続してきたフォーリV ・ウェルザー会社がいつ頃までこのま
まの形態で進み，それがいつ頃解消されたのか，等々について，残念ながらそ
れを明らかにすることはできない。明らかなことは，16 世紀に入ると，ウェル
ザー（Welser ）企業の方だけが急激に新世界の各地にまで進出を開始している
という事実だけである。いわゆるフッガー（Fugger ）・ウェルザー（Welser ）
に代表される南ドイツ企業の発展の時代の中枢を担う企業人がこの一族から輩
出したのである。今，コンラート（Konrad ）及びアントン（Anton ）の次の世
代の商人を追ってみれば以下のようにみることができる。
コンラート（Konrad ）の子供は，R. アイリッヒの掲げる家系図でみれば8
人を数えるが，そのうち商人としての活動を行なっているものは 長男 のハン
ス（Hans ）である‰ いわばハソス皿と呼ぶこ とがで きる。このハソス?はUngerhauser
系フォーリソ（Vohlin ）の家系であるが,   Frickenhauser 系フ
ォーリノの出であった初代エアハート（Erhand ）の長男のレオソハート（Le-onhard
）も後継者に恵まれ，長男のエアハートが商業活動に従事していた。こ
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の人物をエアハートⅢと呼ぶことができよう。したがって,   コンラート・フォ
ーリン及びアントV    ・ウェルザーの次世代とはこのハソスⅢとエアハートm の2
人，さらに ウェルザー家のアントンの後継者と言うことができる。
ハンスⅢについて伝えられていることは多くはないが,  A. ヴェスターマン
の論文によれば，若い時から商業活動に従事し，フォーリン・ウェルザー会社
の社員となっていた。そして時代は明ら か でない が，スペインのザラゴッサ
（Saragossa) の支店長としても活躍してい た‰ そして1511年6 月11 日に行な
われた父親のコンラートの葬儀（Besignis）に参列したルカス・レーム（LukasRehm
）が，その葬儀にひきつづいてリョン（Lyon ）に出向き，そこでこのハ
ソスm の会計報告書を検討したという事実のなか に4），その活動が確認される。
ハンスm はその後父のコV ラートを継いでメミソゲンで会社の活動に従事する
が，これらは，まだコンラートの他の子供，つまりハンスⅢの兄弟は誰もまだ
成人には達していない時である。
次にハソスⅢが史料に登場するのは1517年である。この年にハンスm は市参
事会（Ratgeb ）に選出され,   1519年にも再び同じ地位についている‰
さらにハソスⅢは1521年のメミングンの納税者リストにその名が示されてい
る。当時フォーリソ・ウェルザー会社が存在していたとしてもその本店は15世
紀末以来アウクスブルクにあったはずであるが，それにもかわらず メミソゲン
で第2 位の高額納税者にランクされてい る。税額は75 プフント（Pfund ）7 シ
リング■'  （Schilling）11ヘラー（Heller）,その税額から算定される財産額は, 1
万340 から2 万680 フローリソ（fl.）に当たるものであった6）。この時ハソスⅢ
の弟のコンラート（Konrad ）も同じく課税されており,   53プフソト（Pfund ）2
シリング（Schilling）を支払い，第6 位となっている≒ したがってこのコ
ンラート（Konrad ）もおそらく商業活動に従事していたことが考え ら れる。
このほかにも残りの兄弟姉妹の支払った税額は28プフント（Pfund ）17 シリン
グ（Schilling) 8 ヘラー（Heller）におよび，このUngerhauser 系フーオリソ
家の課税対象財産額は，2 万1,690 フローリソから4 万3,310 フローリソ（fl.）
という大きな額に見積られているのである8）。
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そ のほ か ， ハソ ス Ⅲを 含 め た コン ラ ート の 子 供 達 の経 歴 は ほ と ん ど 明ら か で
な い。R. ア イ リ ッヒ に よ れ ば多 くが 若 い うち に 死 亡し ， そ のこ と もあ っ て 次
第 に 「 会社 」 は ウ ェル ザ ー（Welser ）の色 彩 が 濃 い もの と な って い っ た。 ただ1511
年 の父 親 コン ラ ート の死 後,   1512/13 年 の メ ミン グソ の“ 大 商人 サ ロ ン”の
リス トに は,   1512年に,   Lukas,  Barbara,  Hans,  Jos, Elisabeth の 兄弟 姉 妹 の
名 前が 掲 載 さ れ て い る9）。 そ し て こ の うちJos は,   1514年 に 未 婚 の ま まで 死 亡
し,   Erhard も1515 年 に死 亡， そ し て1516 年 以 来 大 商 人 リ ス トに 数え ら れ てい
たKonrad も1522 年 には 死 亡 し て し まっ た の であ る。 そ し て1551 年 まで 生 存
し て い た ル カ ス （Lukas ） は 僧 職 につ い てい た が,     ;-<ミン グソ が 宗 教 改 革を 受
け 入 れ た後,   1531年 以 後 公 職 から は 退き ， そ の ま ま1551 年6 月 初 め に 死 亡し た
とみら れ て い る10)。 また， ハ ン スm の妹 で あ るBarbara とElse に つ い て は，
そ れぞ れ 遠 縁 のHieronymus Rehm とServatius Rehm と 結 婚し た とい う
以 外 のこ とは 不 明 で あ る が， 末 の 妹 のMargarethe も,   1526年 にHans Rot
と結 婚し てト る。 こ の人 物は メ ミソ ゲソ で もか な り 有力 な 商 人 とし て リス トに
名 前が 載 せ ら れ て い る11）。 こ のHans Rot は も と も と ウ ル ム の 市民 で， 後 の1536
年7 月 に,   Frauenmiihle  （Memmingen 近 郊） の地 をHans Ehinger な
る人 物 に 売 却し た。 こ の買 主 は こ の 時 には ア ウ クスブ ル クに 住 ん でい る人 物 で
あっ た。 そし てHans Rot の弟 のKoni ・ad は ウ ェル ザ ー家 出 身 の娘 と結 婚 す
る とい う 血 縁的 な 結び つ きを も っ て い た。 こ の2 人 と も後 には ア ウ クスブ ル ク
の貴 族 （Patriziat ） とし て 受 け 入 れ ら れて い る。 そ し て， こ のRot 家 は， も
と もと フ ォー リン 商 事 会 社 へ の 出資 者 （Teilhaber ） の1 人 で もあ っ た12)。
上に も述 べ た よ うに,1511 年 の コン ラ ート ・ フ ォー リソ の 死 後, 父 親 の 遺 産は ，
フ ォ ーリV   ■ウ ェル ザ ー会 社 の経 営 分 も含 め て,   1488年 生 れ の ハン ス （Hans ）
? に 相続 さ れ て い る。 そ し てそ の後 ハソ ス Ⅲは ， も
っぱ ら ア ウ クスブ ル クに 本
店 のあ るWelser 会 社 の 発 展 の方 に 全 力 を 注 い で い る13）。 そ の後 の タ ミソ ゲン
の活 動で 仏 専 ら ウェ ル ザ ー（Welser ）の 名 前 の下 でな さ れ た よ うに 思か か る。
ハ ソ ス Ⅲの 兄 弟 た ちは ， 不 動 産 の管 理 に も精を 出 し,   Ungerhausen の土 地
は 従来 通 り所 有 さ れ てい た。 弟 のLukas が 管 理し てい た も の であ る。　さ ら に
254
この兄弟;ii532 年に，シュワーベン（Schwaben ）f|5市同盟に対して,   Unger-hausen
とその周辺の家屋敷に対する農民戦争による損害の賠貨として80フロ
ーリソ 印。）もの額を請求してもいる1≒ さらにこの時代に上地所有への投資
もかなりなされていた。 1546年にはGiinzta にこおけるGottenau の土地を1
万8,300フローリソ（fl.）で，メミソゲソの貴族Hans Ehinger から買い取っ
ている尚。
また， シュマルカルデV  （Schmalkalden ）戦争に際してはフォーリン（V6h-lin
）家の各商人はカール（Karl)  5 世に忠誠をつくし，皇帝側に つい ていた
が，この時代Hans m は同名の息子 であ るい わばHans  I/,　さらにAntonWelser
の子供達，つまりBartholomaus Welser, Christoph Welser, 父と同
名の息子Anton Welser, さらにLeonhard Welser らと共にアウクスブルク
都市当局の許可を得た上で，ボーデン湖湖畔のArbon の地に避難していた16）。
この記事から，ハソスⅢがいまだWelser の各商人と共同して商業活動に従事
していたことがわかるが，すでにこの頃になるまでに, R. アイリッヒ（Eirich）
やA. ヴェスターマソ（Westermann ）の表現からはフォーリソ・ウェルザー
会社という今迄の表現は全く姿を消してト るといってよいと思う。そこにみえ
るのは専らアウクスブルクのWelser 会社という表現ばかりである。少なくと
もR. アイリッヒの表現のなかには,   1511年のコンラート（Konrad ）の死後，
フォーリン・ウェルザー会社という表現は見い出されない。したがってこれ以
後の会社の名称は ア ウ クスブルクのウェルザ （ーWelser ）企業とみなければ
ならな い と思 う。つまり,   1511年のコV ラート の死をもって，フォーリソ
（Vohlin ）・ウェルザー（Welser ）会社の解体とみなすか，あるいは詳細は不明
であるが後にみる1518年のウェルザー（Welser ）会社の設立をもって解体した
かのいずれかであろう。いずれにしてもコV ラートの死後，早くからフォーリ
ソ・ウェルザー会社で活動していたハソスm がズの仕事を継いで，その年にリ
ョンよりメミソゲンにもどったのである。そして，その数年後の1517年に上で
みたようにメミソゲソの参事会ダンパー（Rat ）に選出されたのであった。こ
の時にはこのハソスⅢはウェルザー会社の出資社員（Teilhaber ）であったと記
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され て い る 。 そ し て そ こに フ ォ ー リン の 名は す でに 消 え て い る の であ る17)
フ ォー リソ （Vohlin ）家 系 図 に 示 さ れ てい る よ うに ， ハン ス Ⅲは1517 年 にはMargarethe
Moslin と結 婚，1521 年 の 彼 女 の死 後,   1522年 にAfra Horwarth
と結 魁　 さ らに 彼女 の死 後1545 年 にElisabeth Steinbrecher と 結 婚 し た 。 前
者 は2 人 と も メ ミソ ゲ ソ の 都 市貴 族 （Patriziar ） の 出身 であ っ た 。Elisabeth
は 同 じ く メ ミソ ゲソ の貴 族 （Geschlecht ） であ っ たHans Furtenbach と 結 婚
し て い た が， 彼 の死 後,   Hans Ⅲ と再 婚し て い る 。 こ のHans Furtenbach は
詳し い こ とは 不 明 であ る が,1518 年 に な さ れ た とい う ア ウ クス ブ ル クのWelser
会 社 の 設立 に 加 わ っ た 人 物 で もあ ったIS)。 し た が っ て こ こに も， 会社 の 活 動を
通 し て の血 縁 関 係 の 成 立を み る こ とが でき る。1517 年 と1519 年 に 市 参 事 会 メン
バ ーであ っ た ハン ス（Hans ） Ⅲは ， そ の後 ， メ ミソ ゲン の宗 教 改 革 運 動 に耐 え
か ね て， と想 像さ れ てい る が,   1526～1527 年 の 頃に メ ミン グソ の 市 民 権を 放 棄
し ， ア ウ ク スブ ル クへ 移 住し てい る 。 メ ミン グ ソ の 例の “大 商 人 サ ロン ” 勘 定
書 リ スト に ， 半 額 納 入 者 とし て彼 の名 前 が 記 録 され てい る の は19） こ うし た 移
籍者 へ0 配 慮 と も 考 えら れ る 。
ハソ ス Ⅲの 活 動 実績 を 示 す もの に， メ ミン グソ 市 の納 税記 録を 参 考に す る こ
とが で き る 。 す でに 上 に み た よ うに1521 年 に ハV  ス（Hans ） Ⅲは,   75プ フ ソ ト
（Pfund ）7 シ リV グ （Schilling)  11 ヘ ラ ー(Heller ）の 税金 を 支払 い ， 高 額 納
税者 リ ス ト の 第2 位 に ラン クさ れ て い た が， これ が,   1537年 に は280  7 ロ ーリ
ソ （fl.） に 上 昇， さら に1545 年 に は6607 ロ ー ジン（fl.）と かな り急 激 に 増 加し
てい る20）。 こ の こ とは ， ハ ソ ス（Hans ）I の活 動 に よ っ て， 急 激な 資 本 蓄 積 が
な さ れ た こ とを 意味 す る もの であ る。
す でに1526 ～27 年 に ア ウ ク スブ ル クに 移 住 し た ハソ スm は ， よ うや く1538 年
に な っ てか ら で あ る が ア ウ クスブ ル ク市 か ら 貴 族 商人 グル ープ （GeschlechterGesellschaft
） へ の 入 会が 承 認 さ れ21） ア ウ クスブ ル クの 大 商人 のl 人 と し て
認 めら れ る に 至 っ て い る。
これ 以 後,   1556年 に死 亡す る ま で， ハン ス（Hans ）I に は 注 目 す る よ うな 活
動 の記 録 は 残 さ れ てい な い 。 む し ろ ハソ ス（Hans ） Ⅲの長 男 で ， 父 と同 名の い
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わばハソス（Hans ） 肘こついて,   Welser 会社での活動や，父がメミソゲソを
退去した後のメミソゲソでの1533年以来の“大商人サロン の勘定書リストへ
の登場などが明らかとなっ てい るが，さらに1543年のアウタスブルクの貴族Anna
Lauginger との結婚のことなども伝えられているが22) それらはいずれ
もがってのフォーリン（Vohlin ）・ウェルザー（Welser ）会社の時代を離れて
いるものと理解すべきであろう。
このハソス（Hans ）1/が1543年にAnna との結婚を通してアウクスブルク
の市民権を得，さらに父親のハソスⅢがそれよりはるか以前にアウクスブルク
に去り，さらに1544年には，自分の息子であるハンスト
をも放棄させるに至って23） フォーリン（Vohlin ）家とメミソゲンとの結びつ
きは一層希薄になったと言わざるをえない。そしてそれだけアウクスブルクの
重要性が上昇するのである。
メミソゲソからアウクスブルクへの重心の移行は，そのままこの時代の会社
の営業活動がWelser 中心に移行したことを意味する。つまりこ れ 以後,   16
世紀中頃のアウクスブルクのWelser 会社とさらにニュルンベルクに設立され
たWelser 会社の躍進の前に，メミングソのフォーリソ会社関係者はしだいに
その影響力を少なくしていったと思われる。アウクスブルクのWelser 会社が
なおメミソゲソの支店を維持して，た とえば1527年にはHans Ehinger なる
人物を支店長におき24） さらに1529年と1535年にはラード（Schmalz ）の取引
に参加し,   1535年にはメミソゲソ都市当局がWelser 会社から40 ツェソトナー
（Zentner ）のラードを買い入れた25) 等々はいずれもWelser  会社の発展を示
すものである。
このようにアウクスブルクのWelser 会社はその前時代と同様にy ミンデン
でも活動を継続しているが，とくにこの時代になると，ドイツ国内はもとより
ヨーロッパ各地，さらに酉インド，新世界への進出も行なわれて26) いわゆる
南ドイツ大商業資本のフッガ （ーFugger ）時代の一翼を担うことになるのであ
る。
ブリッゲンハウス（Frickenhaus ）系のエアハート（Erhard ）I    (レオンハ
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一卜 の 長 男） とそ の 子 供 につ い て も， こ こ で 触れ てお きた い。 上 に のべ た レ オ
ソ ハ ート （Leonhard ） には エ ア ハ ート （ エ ア ハ ートm とす る ） とSibille とが
い た。 Sibille の 方 がは や く結 婚 し,   Wilhelm Ziillnhart なる 騎 士 身 分 の人 物
と結 婚し ， 数年 後 の 夫 の 死 後,   1517年 にThomas Wittislinger な る 人 物 と再
婚し て い る2≒ 一 方 の エ ア 八 一トm は,1510 年6 月 初 旬 に1488 年生 れ のHelenavon Albersdorf,
つ ま りPf  alz = Neuburg の市 参 事 会 （Rat ） ダン パ ーUlrichAlbersdorf
の娘 と結 婚， 都 市y ミン デン との 関 係を 断 っ て は い な か っ た が，
し かし1520 年に は もは メ ミソ ゲソ の 市民 とし て の 活 動 は 全 く な され て い な か っ
た28) し たが っ て こ の エ ア ハ ート （Erhard ）Ⅲに つ い て は， 商 人 とし て の 活 動
は 全 く なさ れ て い な い とい っ て 間違 い は な い で あ ろ ‰ 実際 ， 彼 の関 心 は 商 業
取 引 よ り もむ し ろ 土 地 へ の 投 資 であ った 。 た と えば1512 年に は プ フ ァル ツ の 領
主 （Pfalzgraf ） で あ るFriedrich von Neuburg か ら8,000 フ ロ ー リン （fl.）
の代 価 で,   Gundelfingen の地 の領 主 権 を 譲 渡 され て い る。 さら に1520 年に も3
万4,000 フ ロ ーy ン（fl.）の代 価 を 支 払 っ て,   Gundelfingen のSchweickhart
侯 からIlertissen の土 地 を ， 司 法 権 及び そ れ に 付随 的 な 権 利 を 含 ん だ 領 主 権
を 買い 取っ て い る29）。 そ のほ か1524 年 に もエ ア ハ ート （Erhard ）JI は ア ウ クス
ブ ル クの 市民,   Hans Paumgartner な る 人 物 から1 万5,100 フ ロ ーn ソ （fl.）
の 代価 を 支 払 っ てNeuburger  （an der Kammel ） の 領主 権 を 買 い 取 っ てい る。
そ の 後 の活 動に つ い て も， エ ア ハ ート Ⅲ と商 業 活 動を 結び つ け る ものは 何一 つ
見 出さ れ な い の であ る。
on.ア パ ート（Erhard ）Ⅲは 上 に み た よ うに, 1510 年 にHelena von Albersdorf
と結 婚し た が, Helena は ニ ア ハ ート Ⅲ 自身 よ り10 年は や い1547 年 に 死 亡し て い
る 。2 人 の間 の子 供は4 人 であ っ た 。 マ リアは1534 年 にKonz von Knoringen
な る人 物 と結 婚 し， そ の 後 ま もな く騎 士 身 分 のRiegerr von Westernach と
再 婚し てい る。 次の ア ソ ナは1537 年 にAngelberg の地 のHans Wilhelm vonRietheim
と結 婚 ，末 の 妹の マ ーガ レ ータは1541 年 にWilhelm Adelmann vonAdelmannsfelden
と結 婚，1594 年に 死 亡 し て い る。 さ ら に 息 子 のHans Chri-stopf
は,   1553年にVeronika von Freiberg と結 婚,   1576年に 死 亡 す る。 モ
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してこのHans Christopf の3 人の息子が，このFrickenhauser 系フォーリ
ン（Vohlin ）の血縁をさらに引き継いでいくのであるが30）そこにはもはや従
前の商人貴族としての活動はみられないのである。
以上のように，フォーリソ（Vohlin ）家の商人達は， ウェルザー（Welser ）
企業の発展0 中にいわば埋没していったと言うことができるであろう。上にみ
たレオンハート（Leonhard ）からにアパート（Erhard ）Ⅲに続 く，フォ一リ
ソ家の2 大支柱の1 つのFrickenhauser 系は,   16世紀のうちにIllertissenとNeuburg
に居を構え，そののちおよそ200年の歴史を経て1770年までそ0 存在
が確かめられているし^"，Ungerhauser 系の方も,   16世紀後半にもう一度 メ
ミソゲンにもどり，さらに17世紀中頃までその活動が確認されてもいるが32)
それらはいずれも商業活動の面からは遠くはなれたものに終始していたと思わ
れる。
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第5 節　フ ォーリソ・ウェルザー商事会社の貿易活動と
輸出市場
すでにフォーリン（Vohlin ）会社あるいはフォーリソ（Vohlin ）・ウェルザ
ー（Welser ）会社の経営者の系譜の項でも述べた通り，会社にはいくつかの重
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要な 活動 拠 点 が 存 在し てい た 。 そ れ ら の重 要地 域 の色 別 は そ こ で 会社 が ど の よ
うな 活 動 を なし てい たか に よっ て 可 能 と な る が， さ し 当 っ て は 会 社が どの よ う
な 地 域に 支店 を 設 置し てい たか ， に よっ て 知 る こ と が で きる で あ ろ う。 上 に 述
べ て き た なか で支 店 の 設 置 が 明ら か と な っ て い る のは ， 以 下 の 諸 都 市 であ る
図5-2  参 照）。　ド イ ツ国 内 では ， 近 い と こ ろ か ら み る とウ ル ム （Ulm ）,   =
■
ュル ン ベ ル ク （Niirnberg ）, ア ウ ク スブ ル ク （Augsburg ）,    カ ウ フ ボ イレソ
（Kaufbeuren ）, ラ ーフ ェソ スブ ル ク（Ravensburg ）, レ ー ゲン ス ブ ル ク（Re-gensburg
）",   ノル ト リン グソ （Nordlingen ） の各 都 市 に， さ ら に マ イ ン ツ
（Mainz ）, ケ ルV   （Koln ）, ア ー ヘV   （Aachen ）, ラ イプ チ ッヒ（Leipzig ） の
各 都 市に も支 店 が お か れ てい た。 メ ミソ ゲソ （Memmingen ） では ，15 世 紀 末
に 本店 が ア ウ クス ブ ル クに 移っ てか ら 支 店 とし て扱 わ れ て い た が， 特 別重 要 な
拠 点 とし て扱 われ てい た こ とは 疑い な い 。
こ れら ド イ ツ各 地 の 都 市を 経 由し て， 会 社 の営 業 活 動が 東 西 南 北 の 各地 域に
拡 張 され てい た。 例え ば ， ウル ム（Ulm ） や ニ ュルン ベ ル クの 支 店を 経 由し て ，
ウ ィ ーン （Wien ）や ヴ ィ ーナ ー・ ノイシ ュ タ ット（Wiener Neustadt ）の 支店
へ， さ ら には オ ース ト リ ア ・ チ ロル （Tirol ）の リソ ツ（Linz ）や ザ ル ッ ブ ル ク(Salzburg)"
の支 店 に も営 業 圏 示 拡 大 され てい た。
ラ イン （Rhein ） 川 流 域か ら イ ギ リ スへ の 通 商 路上 に は ノル ト リソ ゲソ や ケ
ルン の 支 店 が 拠点 とな っ て そ の まま アン ト ワ ープ（Antwerpen ）の支 店 へ と 仲
び てい た 。
さ ら に メ ミソ ゲ ン の本 店 か ら 地 中 海 ・ イ タ リ ア地 域 にむ か っ ては ， ス イス の
フ ラ イブ ル ク （Freiburg im (Jchtland ）, ベ ル ン（Bern ）に 支店 が お か れ， さ
ら にジ ュ ネ ー ヴ （Genf ），リョ ン （Lyon ）,  コモ （Como ）='） ミラ ノ （Mailand ）,
ダ ニ ス （Venedig ） の 各地 に も支 店 が お かれ て， この 地 域 の 活 動を 活 発 に 促進
し てい た。 ロ ーマ （Rom ）に も支 店 が 設 置さ れ てお り， また， 会社 の業 務を 代
理 する 人 物 も任 命 さ れ て お り， 会社 の ロ ―マ で の活 動 を 裏 付け てい る 。 さ らにAquila
に も支 店 が 置 か れ てい た。
南 フ ラン スか ら ス ペ イン ・ ポ ルト ガ ル 地 域に も各 地 に 支店 が 設 置 さ れ てい た 。
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図5-2　 フ ォー リ ン ・ウ ェ ル ザー 商 事 会 社 の 活 動地 域(
年 号は，確認 されている最も古い 取引年 代を示 す)
づ
▲　 フ ォーリソ商事会社の1498 年以前の支店
△　 フ ォーリソ・ ウェルザ ー商事会社の支店で，フ ォーリン会社時代の関係が強い
もの
出典:Eirich,  Raimund,  Me 。mingens   Wi・rtschaft und Patri・z・ at von  1347 bt・S 1551，Anton
H. Konrad Verlag, 1971 ，S. 147.
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図5-3　 中 世 都 市 イス ニ ー に おけ る 麻 織 物輸 出 市 場
出典:hny  1365-1965,600 Jahre Freie Reichsstadt，hrsg. v.der Stadt Isny, 巻末。
上 に 述 べ た リョ ン の 支店 の延 長 に は， ス ペ イン のサ ラ ゴ ッサ(Saragossa ）, 図5-2
に は 記 入さ れ て い な い が ア ル ビ ゴ イ ス （Albigois ）,   マ デ イ ラ （Madeira ）
に も支 店 が 置 か れ て い た。 さら に ， これ は16 世 紀に 入 って か ら であ るが ， ポル
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トガルのリスボV   （Lissabon）にも新しく支店が開設されている。こ叔はアン
トワープ支店の開設とともに，16世紀初頭の酉ヨーロッパ貿易構造の転換に対
応した営業活動の拡大とみることもできるが，しかしそれ以前にもその周辺地
域において取引がなされていたことを示すものにもなっている。
以上はフォーリソ（Vohlin ）会社が設置した支店の所在都市である。このほ
か支店が設置されていたかいないか確証のない都市（たとえばGadiz など）≪
もあるため，ここに述べる支店設置地域だけが会社にとっての営業範囲であっ
たとはけっして断定できないが，一応その存在によって活動の範囲を知ること
はできよう。こうしてみると，やはり会社にとっての重要な営業地域としては，
この時代にラーフェソスブルクその他の南ドイツの都市に発展した数多くの商
事会社とほぼ同様に，まず地中海・イタリア商業圏と，その延長ともいえる南
フランス・スペイン地域に目をむける必要があるであろう。そして次にはタミ
ングソからみて東地域にあたる東ヨーロッパおよびその南と北，つまり東南の
オーストリア・ハンガリー方面と東北のライプチッヒ方面，さらに南のイタリ
アとドイツを南北に貫くライン川中・下流のオランダ・イギリスへの通商路，
などである。参考までに，このメミソゲソの近効に位置しやはり南ドイツ麻織
物経済圏の主要都市の1 つに数えられるイスニー（lsny）の麻織物輸出市場を
挙げておきたいと思う。 メミソゲソ産の麻織物もそれと同様にヨーロッパ各地
に販売されていたはずである（図5-3 参照）。
これらメミソゲソを中心として四方にむかって伸びる通商圏のいずれから発
展し始めたのかについても興味のあるところであるが，その点には深く立ち入
らないで，それぞれの地域における会社の活動の跡を追っていきたいと思う。
1　 イタリア・地中海地域
タミソゲソからアルプス（Alpen ）越えでイタリア・地中海商業圏への通商
は，当時Memmingen ―Kempten －Rentte ―FernpaB ―Inntal－Innsbruck －
ブレナー（Brenner ）峠か， そ の途中からLandeck －Reischenscheideck ―Vintschgau
―Bozen －Etschtal ―Trient ―Sugauertal ―Bazzano ―Venedig へ
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とつ づ く通 商 路 が 使 われ てい た ‰　こ の 通 商 路はA. ヴェ スタ ーマ ノ の説 明 で
あ る が， 同 時 に 別 の個 所 で， メ ミソ ゲソ の商 人 が イ タ リ ア・ Lombardei 地 方
との 通商 に 用 い た 道 と し て,   Memmingen ―Leutkirch －Wangen ―Lindau ―Bodensee
－Chur －, そ こか ら 東 は,   Rabiosatal －Tiesenkasten ―Albula ― ゼ
プ テ ィマ ー （Septimer ） 峠 ―Chiavenna ―Commo ―Mailand へ,   Chur か ら
西 よ り の道 は,  Reintal －Spliigen 峠 を 越 え て,   Chiavenna に 出 て そ こ か らMailand
へ つ づ くとい う通 商 路 も示 さ れ てい る‰ こ れ ら の 通 商 路を 今， 正 確
に 跡づ け る こ とは で き ない が ， 一 部 こ の地 域 に 該 当 す る 地 図を 参 考 ま でに あげ
てお きた い （図5-4 ）。
フ ォ ー リン （Vohlin ）商 事 会 社 がそ の活 動 を 開 始 す る 以前 の こ の南 ド イツ ー
イタy ア間 に おけ る商 業 取 引は ， す でに 中 世 盛 期 の13 ～14 世 紀 以来 知 ら れ てい
る とこ ろ であ るが ， メ ミソ ゲソ と ベ ニ ス との 具 体 的 な 取 引に つ い ては ，14 世紀
末,   1398年に メ ミン グ ン の 商 人Hans Stiidlin の名 が 知 ら れ て お り， さら に1411
年 と1432 年 に 南 ド イ ツの9 都 市 がベ ニ ス との 取 引を 行っ てい た 事 が 確 認さ
れ て い る7)。 そし て フ ォー リソ （Vohlin ） 会 社 と の 関係 は,   1478年 頃 の も のが
最 初 の も の とし て 確 認 され て い る ‰ そ れ 以 後1489 年 に も取 引 の 証 拠が あ り，
この時 代 に フ ォー リソ 会社 がLagnen の 地 に 代 表を 送っ てい た 事 が わ か っ て
い る9）。 そし て1490 年 代 に 入 る と こ の ベ ニ スに は フ ォ ーリソ （Vohlin ） 会 社 の
支店 が 開 設 さ れ る までに な っ て い る。 つ ま り1494 年 に フ ォ ー ジソ （Vohlin ）が
独 自 の支 店 （Faktorei ） を 所 有 し て い た と の 記述 で あ るo 。 さら に1493 年 に 会
社 がベ ニ スに 出 向い てい た とい う事 実 もあ るU) 。
1490 年 代 の フ ォ ーリソ 会社 の ベ ニ ス で の 活動 は ， フ ォ 一リ ソ 会社 に 所 属 す る
商人 ・従 業 員 の 活 動に よっ て も裏 付け ら れ る。1494 年 以来 の ベ ニ スの 支店 に お
け る見 習 い 商 人 （Lehrlinge ）はHans Pfister であ った し ， 支 店 経 営に 揖 お っ
た のは 上 に もす でに み た よ うにHans Stebenhaber とHans Lauginger の2
人 であ っ た ）。 そ し て こ の 時 代に は さ ら に1496 年にAnton Welser とKonradVohlin
の2 人 が ア ウ クスブ ル クの 商人 とし て 皇 帝 マ キ シ ミリ アV   （Maximi-lian
） か ら ベ ニ ス の 総督 （Dogen ） へ の 手 紙 の 中 に 紹 介 さ れ てい る とい う上 に
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みた事実もあった。これもこの間の活動をよく物語るものであるといえる。
南ドイツ各地の都市とイタリア・ベニスとの商業取引にとって欠くべからざ
る役割を演じていたものに， ベニスにおける有名なドイツ商館（Fondaco deiTedeschi
パ）の存在があったが,   1496年の記録に，フォーリン商事会社所有の
事務所（Kammer ）がこ の商館 内に存在していた事実は，会社の活動を直接
物語るものである14）。このドイツ商館内に会社独自の出張所の存在が確認され
ているのは,   1496年が最初であるが，そのほか1505年と1508年にも，ドイツ商
館内に出店を構えているドイツ商人リストのなかに， フォージソ（Vohlin ）商
事会社の名がみとめられている15）。 このことから，す でに フ ォーリン・ウェ
ルザー商事会社となった後の時代に，このベニスとの取引も一層払大していた
ものと推測できる。
このベニスでの会社の取引商品の主たるものは，他の 南ド イツ詰都市の商
事会社の取引 商品 とほぼ同じように，シュワーベン（Schwaben ）や スイ ス
（Schweiz ）各地で織布された麻布を中心とする布繊維製品（Textilerzeugnisse）
であった。べこスはこれらの布製品の販売市場として位置づけられていた16）。
そしてその見返り輸入品として重要であったものは,香辛料（Gewiirze ）と東邦
の物産（Kolonialwaren ）であった。このことも，フォーリソ（Vohlin ）商事会
社が他の南ドイツ商人とほとんど同種類の商業取引に従事していたことを物語
っている17）。
ベニスと並んで重要な都市となったミラノとの取引も記録さ れてい る。A.
ヴェスターマン（Westermann ）の論文でも， ミラノはベニスやジェノアと並
んで説明されているし，ベニスと同じく1490年代の取引がR. アイリッヒ（Ei-rich
）によっても説明されている18）。 そして，上にもみたようにこの都市にも
支店が設段されていた。1492 年にはAnton Funcker が支店長であり,   1498年
にも誰が支店長であったかが記録されているとト う19）。そしてこの149㈲こには，
ミラノの領主（Herzog ）がフォーリソ（Vohln ）会社のために通行証 （Passi-erschein
）を発行していたこともすでに上でみた通りである。 さらにミラノと
の取引で重要なことは,   1490年代以降フォーリv 会社が 進出したオーストリ
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 ・ チ ロ ルで の 銀 山 経 営に あ た っ て， 掘 り出し た銀 の販 売 先 に こ の ミラ ノな ど
があ てら れ て い た こ と であ る20)。 こ うし た 銀 の 供給 ， 販 売 は， そ れら の都 市 が
貨幣 を 鋳 造し て い た た め であ っ た が， ミラ ノのほ か に ベ ルン,    コ ン ス タン ツ な
どに も供 給 さ れ て い た21)。
こ のほ か こ の ミラ ノに お け る 会 社 の 活 動は ， こ の都 市 で1496 年 に 行 な わ れ た
皇帝 マ キシ ミ リアソ(Maximilian) の 戴 冠式 に 会 社 の 代 表 的 商 人Bartholo-ma
 us May がKonrad Vohlin と と もに 出 席 し て い た 事 で， これ に よっ て ミ
ラノ との 取 引 関 係 がか な り大 き か っ た こ とを 知 る こ と が で き る。 さ ら に ミラ ノ
の領 主(Herzog) を 媒 介 とし た ス イ スで の 取 引 がな さ れ て い た こ と も伝 え られ
てい る22)。
ロ ーマ にお い て は ， 図5-2 で は 支店 の開 設 と， さ ら に 会 社 の代 理 人 が 活 躍し
てい た 事 も 明ら か で あ る が， そ のほ か に メ ミン グ ン 出身 の聖 職 者 に よるp  ―マ
での 会社 に か か お る 取 引 へ の 参 加， 協 力 もあ っ て23) 少 なが ら ぬ 活 動 が な され
てい た こ とが 考え ら れ る。 と くに ロ ―マ 法 王庁 と 会社 と の取 引 関 係， と くに 口
－マ 法王 庁 へ の送 金， 納 金 業 務に 関す る フ ォ ー リソ(Vohlin) 会社 の 活 動は ，
史 料 に 明ら か に さ れ て い る 最 初 の も の とし て は,   1488年 に な さ れ た ものが 残 っ
てい る24)。 そ し て そ の 後 もそ の 活 動範 囲 は 拡 大 さ れ た とあ る ので， 他 の イ タ リ
ア都 市で もみ ら れ る よ う に1490 年 代 に 入 っ て から の 活動 は こ のロ ーマに お い て
もか な り活 発 化 し てい た こ とが 予 想 さ れ る。 す でに 上 で み た ように>    ロ ーマ に
おけ る 会 社 の 活 動は ， か のAnton Welser の息 子 で あ り， し た がっ て 会 社 に
とっ て も重 要 な 血 縁 者 であ っ たChristoph Welser が こ の ロ ―マ で学 んで い た
ば か りで な く， 学位 を 取 得し ， そ の 後， 法王 の家 族 の1 人 とし て の縁 戚 関 係を
結ぶ こ と に よ っ て も一 層 強 まる こ とに な っ た25)。 会 社 の 重 要 な 商人 で あ る ル ヵ
ス ・レ ーム(Lu  kas Rehm) と0 会合 もこ のp  ―マ で 行 なわ れ て い る。 そ れ は1500
年 の こ と であ る26)。
以 上， ペ ニ ス や ミ ラ ノ, ロ ーマ な どに お い て の 会 社 の活 動 の足 跡 であ るが，
イ タ リア地 域に 梅通し て み ら れ た 取引 内容 は， 上 に み た 南ド イツ 産 布 製品 のこ
の地 域 へ の輸 出 と， 地 中 海 ・ アジ ア物 産 の 南 ド イツ へ の輸 入 とト う構 成 であ っ
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図5-4　 ブン トナー峠（Biindner Passe）越えのアルプ ス通商 路
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だが27) そ のほ か に， 南 ド イ ツ麻 織 業 ，木 綿 業 ，フ ァス チ アソ（Barchent ）業に
必 要 な 原材 料 が 地 中 海 地 域 から 搬 入 さ れ る た め の 取 引 も行 な わ れ てい た。 例 え
ば， 原料 用Baumwolle  （木 綿） が ベ ニス や ジ ェ ノア経 由 で輸 入 さ れ てい るし ，
原 料 羊毛 （Wolle ） がTortosa か ら 仕 入 れ ら れ て もい る28）。 フ ォ ーリソ ・ ウェ
ルザ ー会社 が こ の 原料 羊毛 を ， 同 じ く南 ド イツを 代 表す る 「大 ラ 一フ ェソ スブ
ル ク商 事 会社 （die GroBe Ravensburger Handelsgesellschaft ）」 か ら 買 い 入
れ てい る 例 もあ る が29） い ず れ に し て も そ うし た原 材 料 が 南 ド イツに 輸 入 さ れ
てい た こ とは 事 実 であ る。 さら に 南 ド イツ の 近隣 都 市 ケソ プ テソ （Kempten ）
産 の麻 布 （Le  in wand ） や 同 じ 近 隣 の イ ス ニ ー （Isny ） 産 フ ァ ス チ ア ン 織布
（Barchent ）が ジ ェ ノア の 大 市に 持 ち 込 まれ た り， ベ ニ ス で の販 売 だけ で な く
ベ ニ スを 経 由し て レ バン ト （Leband ） 貿 易， ア ジ ア貿 易(Orient ）に も進 出し
てい たこ と も明ら か であ る3o）。
以 上 の よ うに イ タ リ ア ・地 中 海 商業 圏に お い て の フ ォ ーリソ （Vohlin ）会社
の得 意 とす る営 業 活 動 は 繊 維 製 品 の 販 売（Tuchgeschaft ）であ っ た が ， そ れは ，
この 南 ド イ ツ一 イ タV, ア問 の 途上 に 位 置し た ス イス の 各 都 市に お け る 活 動 の記
録 に おい て もみ と め ら れ る も の であ る 。 た と え ば ， フ ラ イ ブ ル タ(Freiburgim Uchtland
）に お い て も， フ ォ ーリ ソ 会 社 は,   1491年 以来 ， 無 地（weiB ）と
正 方 形 布 （gevierten Tiichern ） の生 産 す べ てを 支 配し て 買 い 集 め た31) ほ ど
の活 動を 行 な っ て い る。 さら に ス イ スの 国 境 よ り イ タ リ アに 入 っ た， や は りこ
の商業 通 商 圏 の 途 上 に 位 置す る コ モ （Como ）に おい て も， 会 社 は 毛 織 業 に お
け る問 屋ililJ前 貸 形 態 （Verlagssystem ） の 支 配を 通 し て 毛 織 物生 産者 を 営 業下
にお い て い た32） も と も とこ の コモ （Como ） に も 会社 の 支 店 が お か れ てい た。
そ の支 店 長 が1498 年に 死 亡 し た 記 事 が 伝え ら れ てい る こ とや ， ス1499 年 頃に はAbruzzen
地 方 との 取 引 が 盛 ん と な り， と くに 会 社 に とっ て重 要 な サ フ ラン
（Safran ）の 仕 入 が 頻 繁に 行 な わ れ た こ と な ど がわ か っ てい る33)。
また 上に のべ た フ ラ イブ ル ク(Freiburg im じchtland ）に も支店 が 設 置 され
てお り， そ こを 拠 点 に し て， ツ
ウル ザ ッハ （Zursach ） の 大 市 取引 に も参 加し
てい た こ とが 明 ら か であ る。 こ のフ ラ イブ ル ク(Freiburg im  Uchtland ）の支
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店は，上の繊維製品の仕入れだけでなく，フォーリソ会社にとっては主要商品
ではなかったものの布製品と並んで頻繁に取引された毛皮製品の仕入れにとっ
ても重要であった。つまりフォーリソ会社はこの支店を介して，スイス各地の
毛皮・皮なめし業者と取引を行なったのである34）。このフライブルクの他には，
上にみたようにベルンにも支店が設置され,   1495年頃にその存在が確かめられ
る活動を行なっている。さらにイタリアの南部Terradi Bari では,   1498年以
前にすでこの会社の取引が行なわれていたことが図5-2 に示されている。
このほか，フ ランスのリョン（Lyon ）も会社にとっては重要な拠点であっ
たが，この都市での会社の活動は後段の南フラV  ス・スペイン商業圏の項で扱
いたいと思う。
以上，フォーリン（Vohlin ）商事会社のこの地域での取引は，取扱商品とし
てはその第1 に南ドイツ各地の繊維製品，特に麻を中心とした布と，その見返
りとしてイタリア商人の手を経由したアジアの物産，とくに香辛料，さらにイ
タリア・スイスの一部から仕入れられたサフラン（Safran ）等々にその大半を
みることができる。オーストリア・チロルヘの進出にともなって進んだ鉱山・
貨幣取引はこの後16世紀のフッガ （ーFuggei う時代の到来を予想させる35)。し
かも扱われた商品が，鉄，銀，銅，金鋼砂（Schmirgel ）と多 く，とくにメミ
ソゲソ産大カマ（Sense）などが重要であった36）。このほか，会社に とって重
要な商品としての砂糖の存在も見過がせない。砂糖・香辛料・サフランが会社
にとっての主要三大輸入商品であったからである3≒
また，会社にとって重要な人物であったルカス・レーム（Lukas Rehm ）の
日記を通して伝えられている活動からも，会社にとってこの地域の商業圈がい
かに重要であったかをみることができる。例えば,   1500年以後彼はかなり大規
模な旅行を行なっているが，そのなかで， スイスのジュネーヴ'■ （Genf ）,ベル
ン, フライブルク（Freiburg im tlchtand ）を訪れて会社関 係の会計帖簿を
監査して歩いているレ" ），1511年にはすでに上にみたコンラート（Konrad ）の
葬儀に参列した後にリョンでもハソス（Hans ） Ⅲの会計帳簿を監査している。
この日記のほか,   1511年にスイスのChur 附近で，フォーリソ会社，フソピス
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（Humpis ） 会社， ベ ッセ ラ ー（Besserer ）会 社 所 有 の 木綿 （BaumwoUe ） の運
搬に あ た っ て 会 社 と運 送人 との 間 に 争い が生 じ ， 裁 判 問 題 に もな っ て い る が39），
こ のこ と 払　 フ ォー リソ （Vohlin ）会社 だ け で な くフ ソ ピ ス （大 ラ ーフ ェソ ス
ブ ル ク会 社） や ベ ッセ ラ ー （Besserer ） 会 社 が こ の ス イ ス で活 動 し て い たこ と
を よ く 示す も のと な っ てい る。 そ のほ か,   1509年 には 地 中 海 の 船 便 で の 会社 の
商品 輸 送 のさ い に 梅m に 会い ， 後に そ の 海 賊 が 捕え ら れ ， 商 品 は マ ル セ イ ユに
転 送さ れ て は い る も の の， 商 品 の返 還 には1516 年 まで の7 年を 要し た 尚， こ と
な どが 会 社 の こ の 地 域 で の 活動 を 示 す も の と なっ てい る 。
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 S. 53.
31）Eirich,  R., a.a.O., S. 148.
32）ebenda.
33） このこともBiindner Passe 地方に集 まる南ド イツ商人がこの地域を サフラン
の重 要な供給基地とし ていたとするSchnyder の説明 の裏付けとなってい る。Schn-
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yder, Werner,  a.a.O., S. 57 及びEirich,  R., a.a.O., S. 146.
34）Eirich,  R., a.a.O., S. 149.
35） た とえぼ ミラノではすでに1472 年にフ ッガーか商館（Fondaco ）を建設し ている 。Schnyder,
 W.,  a.a.O., S. 81.
36） とくにj ミソ ゲソ産の大 カマ（Sense）については上に挙げ たEirich,    R., の論
文（AUgauer Kaufleute im Fernhandel mit Sensen  ira ausgehenden Mittelalter,Verlag fui　Heimatpflege, Kempten
） のほか,   Schnyder によっ ても取り上げられ
てい る。 Schnyder, W., a.a.O., S. 50.
37）Eirich 、R., a.a.O., S.  149.
38）Eirich,  R,, a.a.O., S.  154.
39）ebenda
40）ebenda
2　 スペイン・ポルトガル，南フランス地域
イタリア・地中海商業圏とならんで重要であったのはこのスペイV    （Spani-en
）及び南フランスとの貿易であっに。とくに16世紀初頭にポルトガルのリス
ボン（Lissabon ）が突然ともいうべき急激さでヨーロ.Vパ貿易界に登場するに
いたって，その重要性は不動のものとなった。
フォーリソ（Vohlin ）会社にとって，この方面での重要な都市はフランスの
リョン（Lyon ）とスペインのサラゴッサ（Saragossa  = Zaragoza）,さらにポル
トガルのリスボンであった。まず，支店が設置されていたリョンには1495年よ
い
の大市取引でウルム（Ulm ）出身のFarber-Ehinger 商事会社のWolf-Farber
に支払契約をなしていた こと，がわかっている1)。このリョンの重要性は地理
的な重要性と大市取引の開催による重要性とによっている。後 にみ るよ うに
会社の重要人物であったルカス・レーム（Lukas Rehm ）の商用日記にこ のリ
ョンへの訪問がいかに多く繰り返されているか，によってもこ の重要 性が認
められる。A. ヴェスタ- マン（Westermann ）によるリョンの重要性 の説明
は，スペイン／からのサフランの供給・仲継地に求められているが，それもリョ
ンの地理的位置にもとづくものであった‰
274
さらに， サラゴッサ（Saragossa）にも会社の支店が設置され，リスボンに
乱 バスコ・ダ・ガマ（Vasco ・ da ・ Gama ）のインドからの帰還後数年を経な
いうちに支店開設を実現している。しかし，当時の南ドイツ周辺の商業都市に
存在していた商事会社の多くがスペインでの活動の拠点としていたバルセロナ
（Barcelona ）には，今迄のところ，フォーリソ（Vohlin ）商事会社の活動の跡
がほとんど見られないでいる。このことがいかかる事情によるものか，他の商
事会社との関係でみなければならないが，しかしそのことがこのフォーリソ会
社の活動にとってこの地域の重要性を減ずるものであることはもちろんないと
思う。
R. アイリッヒの説明では，フォーリン（Vohlin ）会社のスペインへの進出
はおよそ1480 年頃であったとされて い る。しかし，上にみたサラゴッサ（Sa-ragossa
）の支店長に就任していた者で名前が明らかなのはようやくコンラート
（Konrad ）の長男ハソス（Hans ）（1556年没）の時であった。したがって彼以
前に先任者がいたとしても，おそらく1480年代より前にまでさかのぼった取引
をみることはできないであろ ‰ しかし，その1480年頃のスペインへの進出は，
このサラゴッサとの取引であったろうとだけは推測されている≒ しかもこ の
サラゴッサに設置されたフォーリン（Vohlin ）会社の支店は,   1498乍にその存
在が確認されているのが最初であって，それ以前から存在していた可能性は否
定されないものの，けっして1480年代からかなりの取引がなされていた事を意
味するものではない。しかもこの支店は，後にフォーリソ・ウェルザー会社の
所有となったものであって，設立当初は，タミソゲソ出身の別の商事会社所属
の支店であったものを，後でフォーリン（Vohlin ）が買い取ったものなのであ
った4）。したがって，フォーリソ（Vohlin ）のサラゴッサ（Saragossa ）への進
出は，他のタミングソ出身の商人に対してかなり遅れての進出であったことに
なろ う‰
上にみたサラゴッサヘの進出にみることができるように，フォーリソ（V6h-lin
）のこの地域への進出が拡大したのは， ほぼフォーリソ ■ウェ ルザーの合
併後であったとみることができる。つまり本店がアウクスブルクに移転した後，
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そ の ア ウ クス ブ ル クを 拠 点 とし て ス ペ イン 各 地 へ， さら に そ こか ら ポ ルト ガ ル
（Portugal ） へ， さ ら に 海 外 の 各地 へ と進 出を 開 始 し た の であ る6)。 海 外へ の進
出 の 事情 に つ い て は,   Konrad Habler に よ る ウ ェ ル ザ ー （Welser ） 企業 の海
外 活 動に 関 す る 説 明 もあ るが7） そ れ 以 前 の 事情 に つ い て は ， 会 社 に とっ て
重 要な 役 割を 果 し た ル カ ス・ レ ー ム(Lukas Rehm ） の ヨ ーrユッパ 各地 へ の
商 用 日 記 の記 述 に よ っ てそ の 概略 を 知 る こ と が でき る。 彼は1500 年 に まず，Avignon,
 Paris",    Rouen,  Monlins,  Brugge,  Tours,  Blois を 通 り， さら に
リョ ンか らAlbigeois へ と 向 っ てい る。　こ のAlbigeois へ の商 用は 第1 に サ
フ ラン （Safran ） の買 付け であ った 。 こ の 地 で1498 年か ら 支 店 長 と な って い たNarziB
Langinge に 会っ て い る。 彼 は ル カ ス・ レ ー ムがそ れ 以 前 に 指 導 を う
け た こ と のあ る 知 友 であ っ た9）。 そ の 後 彼 の 旅 行は ， ジ ュ ネ ー ヴ， ベ ル ン， フ
ライ ブ ル ク（im Uchtland ） に までっ づ き， そ れ ぞ れ の 都市 で の 会 社 の営 業 監
査 の 任 務 に 従 事し た ので あ っ た1o）。
ル カ ス ・レ ー ム（Lukas Rehm ） は そ の 後1501 年 に は ア ウ クス ブ ル クに 滞 在
し た あ と1502 年に は 再 び 商用 の 旅 に 出 てい る。 ス イ スとSavoven  地 方へ， さ
らに 上 に み た Λlbigeois に も再 び 足 を 運 ん で い る。 こ の年 に 彼 は ス ペ イン の サ
ラゴ ッサ で サ フ ラン 取 引を 行 い ， さ ら にSimon Seitz とScipio Lowenstein
の2 人 の 人 物 と共 同し て ， こ の サ ラ ゴ ッサ の支 店 の 営 業を 引 き継 ぐ， とい う足
跡を 残し て い る。 こ の サ ラ ゴ ッサ 支 店 の 経 営人 事 の交 替 の 理 由 も 明ら か で あ る。
そ れ は 翌 年 の1503 年に ポ ル トガ ル の リ ス ボV   （Lissabon ） に 支 店を 開 設す る 準
備 の ため であ っ た。 つ ま り1502 年 に こ の サ ラ ゴ ッサ 支店 に 勤 務し てい た人 物を
リス ボン に 派 遣し たか ら で あ っ た11）。
サ ラ ゴ ッサ と の 取引 の状 態 を 物 語 る も のに,   1500年 に は フ ラン クフ ルト（Fr-ankfust am Main
） の大 市 に フ ォ ーリン 会 社 に よ る ス ペ イン か ら の サ フ ラ ン
（Safran ） の供 給 は 一 切 な か っ た， とい う もの が あ るI≒ こ れは フ ォ ーリ ソ会
社 のサ フ ラン 取 引 がそ れ ほ ど 活 発 で な か っ た事 を 示 す こ とに もな るが， し か し
そ れ は そ の ほ か の供 給 地 た と えば イ タ リ ア のサ フ ラン （Safran ） の供 給 がそ れ
だけ 潤 沢 で あ っ た と も 考え ら れ るし13） あ るい は 実 際 に スペ イン から のサ フ ラ
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ソか供給が減少していたことを示すものであるのかもしれない。
1503年になると，スペイン・ヴァレソシア(Valencia ）地方での為替業務が
なされている。さらに，上述のSimon Seitz は， ポルトガル国王との契約締
結に成功し， ポルトガルにおけるドイツ商人，とくにフォーリン・ウェルザー
商人への特別な優遇条件を獲得することをも実現している14)。　リスボンにフォ
ージン（Vohlin)  ・ウェルザー（Welser)  会社の支店が創設されたのもこの時
である。
フォージソ・ウェルザー会社のリスボン支店が会社にとっていかに重要であ
ったか，ベニスに代って一時代を画するリスボンの東洋貿易にいかに南ドイツ
の商人が大きな関心を寄せたかをみれば容易に想像のつくところであるが，そ
の後の会社の動向はそれを端的に物語っている。まず,   1503年の8 月にこのリ
スボンに滞在していた上に述べたルカス・レーム（Lukas Rehm ）は,   1504年
にはポルトガル国王と契約を結んで，ドイツ及びジェノアの商人のアジア通商
のための直接航海の許可をとりつけるのに成功した。このドイツ及びジェノア
商人による東インド取引への直接参加については，すでに多 くの指摘に よっ
て明らかなように'",   1505年に実施されたものであったが，フォーリン・ウェ
ルザー会社は他の商人に先んじて，最も多額の資本参加を行なったという16）。
その出資額は20, 000 Cruzados であった。したがって当然，取引担当者として
フォーリソ・ウェルザー会社に関連した人物の参加もなされている。Lech 川
沿いの 町,   Vils 出身の商人Balthasar Sprenger が会社の代表参加者であっ
た17）。
このドイツ商人など外国商人による東インドへの直接取引は，周知のように
第1 回目のこの航海に際しては150 ％という高額の利益をあげ る事に成 功し
た18）。しかしその後行なわれた直接取引は種々の理由から大きな損失を被り，
フォーリソ・ウェノレザー会社は手をひかざるを得なくなっている19）。しかし，
これに示されるように, リスボンの東インド貿易への優位性は不動のものとな
り，イタリア・ペニスの昔日の面影を失わせ，その後アントワープカリ スボソ
に代って浮上するまで20） ヨーロッパ側の中心となったのである。したがって
第5 章　バ ソゲソにおける麻織業の発展と商人・商事会社及び輸川市場　277
フ ォー リソ ’ウェ ル ザ ー会社 の リス ボ ン 支店 が い か に 重 要 で あ っ たか ，に なる
の であ るが， そ れ は当 時 こ の支 店 に6 人 の 専 従 者 （Gehilfen ） が 勤 務し てい た
こ と だけ に よっ て も， 知 る こ とが で き よ う21）。 上 に み た ベ ニ ス の 支 店 で すら2
～3 名 の専 従 者 で あ っ た こ とを お もえば ， か な り の力 の入 れ 方 であ っ たと 言 う
事 が で き る。
フ ォ ー リン ・ ウ ェル ザ ー会社 だ け で な く南 ド イ ツ一 帯 の商 事 会 社や 商 人 の こ
の 方面 へ の進 出は， さ らに ア フ リ カ大 陸 やそ の 周辺 の島 々に ま で 達し てい る。
それ は ， 上 に 述 べ た ル カ ス ・レ ー ムの 商 用 旅 行がMadeira やAzoren の島 々，
さら にVerde 岬 （Cap Verde ） に ま で 伸張 し て い る 事 に も 示 され て い る。 そ
れら はR. ア イ リ ッヒ（Eirich ）の 説 明 では い ず れ も会 社 の 砂 糖 取 引 の ため であ
っ た2≒ 会社 は こ の 取 引に もか な り の力を 入 れて い た 。 そ れはPalma の 地に
砂糖 プ ラン テ ーシa  ン 農場 を 所 有し て い た こ とに も示 さ れ て い る23）。
ル カ ス ・レ ー ムの 商 用 旅行 は 再 び 繰 り返 さ れ1509 年 に は アン ト ワ ープ（Ant-werpen
）, ケ ルン （Koln ）,   マ イン ツ(Mainz ）, シ ュパ イア ー（Spyer ）, ウ
ル ム（Ulm ） と続 い て ， 一 度 ア ウ クス ブ ル ク（Augsburg) に戻 り， モ の 後再
びBozen,  Trient,  ペ ニ ス （Venedig ）,   Padua,  ロ ― マ （Rom ） へ とつ づ き，
さら に ジ ェ ノ ア （Genua ）,   マ ル セ イ ユ （Marseille ）,    V ョ ン （Lj'on ）,   パ リ
（Paris ）, アン ト ワ ープ （Antwerpen ） へ と足 を 仲 ばし ， さ らに そ の後 で 再び
リ ス ボン とこ のMadeira に ま で 達し た の で あ っ た24）。　こ の 地に お い て も会社
は 支 店 を 設 置 し て い た。 こ の支 店 にはLeo Ravensburger とHans Schmid
な る 人 物 が 活 躍し て お り， ルカ ス ・レ ー ムがJokob Holzhoft な る人 物 と共 に
彼ら を 訪 ず れ た こ とが 報 告 さ れ てい る25）。
以 上 の よ うに ， スペ イン の サ フ ラ ン （Safran ） 取 引 と ポ ル ト ガ ルの 東 イ ンド
貿 易 商 品， さ らに ア フ リカ 北 岸 周 辺 地 域 の砂 糖 取 引 が フ ォ ーリン ・ ウェ ル ザ ー
会社 の 取 引に と って と くに 重 要 であ った が ， 砂 糖 取 引に つ い て み れば,   1510年
頃を さ か い に 次 第に そ の重 要 性を 失 った よ うに も思 わ れ る。 そ の 理 由は 明ら か
でな いA'＼，1510 年 以 降 ， カ ナ リ ア 諸島 か ら は 一 片 の 砂糖 もド イツ 市 場に は 運 び
こ まれ な か っ た26） とす る 指 摘 がな さ れ て い る。
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ルカス・レーム（Lukas Rehm ）は上にみたように,   1511年6 月13 日にメミ
ソゲンに戻り，コンラートの葬儀“Besingnis von Konrad Vohlin", に参列
するが，それ以前の1510年にはミラノ（Mailand ）でUlrich Ehinger やFelixRehm
と会い，その後にコンラートの末弟のHans Vohlin に会うためにスペ
インのサラゴ ッサに 向っ てい る2≒ さらにこのサラゴッサからBarcelona,Perpignan,
 Wien を経由して再びリョンに 入 り，ここで Λnton Welser とHans
Hauser とに会っている。その後ジュネーヴ，フライブルク（im  ijcht-land
）,ベルン, コンスタンツ,   リソダウ（Lindau ）,メミングソと旅を重ねた
後，メミソゲソ（Memmingen ）での葬儀に参列したのであった28）。
コンラート・フォーリソの葬儀の後もルカス・レームの旅は続いている。再
びリンダウ（Lindau ）からコンスタンツ，バーデン（Baden ）を抜けてベルン，
フライブルク（im Ochtland ）を通ってリョンに到着している。そしてこのリ3
 ンで，父の死によってメミソゲソに移住することになったハソス（Ⅲ）・フォ
ーリソの会計監査を済ませ，さらにパリからアントワープへと向ったのである。
当時このアントワープの支店長はKonrad Imhof であった。したがってアン
トワープの支店は少なくともそれ以前に設立されていたことになるが，後にみ
るようにその詳しい年代は明らかではない。
ルカス・レーム（Lukas Rehm ）の商用旅行はその後1517年まで続いている。1511
年のメミングソでの葬儀の後，アント ワープまで の足取りは上に示した
通りであるが，それ以後から,   1517年に 会社 内部に生じた 会計処理（Ge-neralrechnung
）"問題のため29）彼が会社を辞職するまでの6 年問の旅行口程は
明らかではない。しかし彼の商用旅行を通してみることができたスペイン・南
フラV  ス地域の重要性はすでに十分明らかであろうと思う。
フォーリソ（Vohlin ）・ウェルザー（Welser ）会社が対スペイン・南フラン
ス地域で扱っていた商品は,   A. ヴェスターマソ，R. アイリッヒの2 人の研究
者によって同様に指摘されているように，南ドイツ産麻布製品輸出とそのそれ
ぞれの販売地において仕入れられる特産品，主としてスペイン各地のサフラン
（Safran ）の輸入が中心であった。つまりメミングソや近隣都市イスニーや ケ
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ソ プ テソ ， ラ ーフ ェ ン ス ブ ル ク等 々から の麻 布や フ ァス チ アソ （Barchent ）織
布 類 が輸 出 の中 心 で あ っ た30)。 それ ら カリ ョ ン の 大 市や ス ペ イン各 地 ， さ らに
は 遠 く ポル ト ガ ル や 北 ア フ リ カ 周辺 の島 々に ま で遥 ば れ た の であ る。
リ ス ボン で の 支 店経 営に お い てみ ら れ る よ うに ， そ の 取 引を 通 し て， い わ ゆ
る 東邦 の物 産 が 会 社 の 取引 に 大 きな 比 重を 占 めた であ ろ うこ とは 容 易 に 想 像 で
き るa リ ス ボンを 通し て 取引 さ れ た 商品 とし て挙 げ ら れ てい る も のは ， サ フ ラ
ン， 貴 金 属 類 ， フ ラン ダ ース産 布 製 品， 油， ワ イン ， 象 牙， 木 綿， 果 実 類 ， 香
辛料 ， 穀 物 な ど で あ っ た。 こ の リス トに は 入 っ て い な い も の の， 上 に み た 砂糖
取引 も一 時 期 会 社 に と っ て不 可 欠 の 重 要 商品 であ っ た こ とは 間 違 い な い。
注
1）Eirich,  Raimund,    Memmingens　Wirtsc 加ft   und   Patriziat von  1347 bis 155US.
 146.
2）Westermann,  A., Memminger Handel und Handelsgesellschaften um die Wendevom Mittelalter zur Neuzeit, in
 Memminger  Geschichtsbldtter，1920, Nr.  3, S. 18.3
）Eirich,  R 。a.a.O., S. 146.
4)    ebenda.
5） た とえばBarcelona に進出した 南ド イツ商人のなか でまず取り上げ られ ているの
はJorgen Besserer に よる支店 の 存 在 で あ る。 Westennann ，A.,   MemmingerHandel und Handelsgesellschaften um die Wende
vom Mittelalter zur Neuzeit,
in Me 脚minger Geschichtsblatter，1920,   Nr. 3,   S.  18.
6）Eirich,  R., a.a.O., S. 150.
7） たとえばHabler ，Konrad，Die iiberseeischen Unternehmungen  der Welser undihrer Gesellschafter,
 Leipzig, Verlag von C.L.  Hirschfeld,  1903, 等があ る。
8) このパリの滞在は，フランスの国王(Krone) との直接取引の件か，あ るい は フ
ランスでの会社の取引上の特権に関する目的を もっていた。Eirich, R.,  a.a.O.,   S.150.
9）Eirich,  R., a.a.O., S.  150.
10）ebenda.
11）Eirich,  R., a.a.O., S. 151.
12）ebenda.
13）Schnyder の説明でも， 南ド イツ商人のサフラン仕入地は南アラゴン地方やカタp
 ニア地方のほかに， イタリア北部のロン バルディア地方（Lombardei ）とアクイラ
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地方（Aquila ）とが挙げられている。Schnyder,    W・,   Handel und Verkehr iiberdie Biindner
 Passe im Mittelalter，I.  Bd. S. 57.
14）Eirich,  R., a.a.O., S.  151.
15） たとえば， 大塚久雄著『近代欧州経済史序説』，及び『大塚久雄著作集』 第2 巻，
岩波書店,   1969年,   40頁参照。
16)    Eirich, R., a.a.O・, S.  151.
17）ebenda.
18）ebenda.
19）ebenda.
20） ただ， リスボンにオリエントの物産が陸上げ されはじ めた当初から，ド イツ との
取引はそのほとんどはアント ワープ経由でド イツ国内に持ち 込まれていた。 Eirich,R.,
 a.a.O., S.  151.
21）Eirich, R., a.a.O., S. 151. また,   1510年にこの リスボン にはJakob Ott とWolfOtt,
 Gabriel Stiidlin が 活動しており，このStiidlin はルカス・レ一ムのあ と支店
長につい た人物であ った。 し たがってルカス・レームもリスボン支店長の時代があ
った のである。Eirich, R., a.a.O.，S.  152.
22）ebenda.
23）Eirich,  R., a.a.O., S. 152. し かしこの農場は1520 年には ケルンの商人にl万1000fl.
で売却されている。 またこの砂糖取引については， ラーフェソ スブル クの「大ラ
ーフェソスブル ク商事会社」が スペ インのGandia に精製工 場（Zuckerraffinerie）
を 所有していたこ とが各方面から伝えら れてい る。 Schnyder, W., a.a.O., S. 59.24
）Eirich,  R., a.a.O., S. 152.
25）ebenda.
26）ebenda.
27）ebenda.
28）ebenda.
29）ebenda.
30） ただこの布以外に も， スト ラスブル クからのワインをはU め周辺の産物（鉄，穀
物， 香料な ど） も扱われ てい た。　これらは メミソ ゲンの他の商事会社，た とえ ばZangmeister
などでもほぼ同 様に扱われ て い た。　Westermann, A.,    MemmingerHandel und Handelsgesellschaften um die Wende
vom Mittelalter zur Neuzeit ，in
 Me 揖minger  Geschichtsblatter，1920,   Nr. 3,  S. 11. また， スペイン, ポルトガ
ルで扱われた ものの中には,   Holland 産やBretage 産 の穀物（Korn) なども入って
いた。会社は これら も仲介した のであ る
 
 Eirich, R., a.a.O., S. 149.
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東 ヨ ー ロ ッ パ地 域
こ の 方面 に は ， ニ ュル ン ベ ル ク（Niirnberg ） を 拠 点 とし てさ ら に 東 の地 肌
つ まり ポ ーラソ ド （Polen ）, チ ェ コス ロ バ キ ア （Tschechoslowakei ）, オ ース
ト リ ア(Osterreich ）, さら に 北 の ド イツ北 東 地 域 も含 まれ る。 こ の 方面 に 存 在
す る 都 市 のな か で フ ォ ーリ ン （Vohlin ）会 社 の 支店 が 設 置 さ れ てい た のは ， 上
に み た よ うに ， ニ ュルン ベ ル ク， ウル ムの 支店 は 除 い て 乱　 ウ
■i 
―ン （Wien ）,
チロ ル の ザル ッ ブ ル ク(Salzburg ）", プ ラ ハ（Prag ）, ラ イプ チ ッヒ（Leipzig ）
な ど であ り， そ れ ぞ れ の 支店 を 中 心 に そ の地 域 と の取 引 が 行 なわ れ て い た 。
ニ ュル ン ベ ル クの 支店 が 会社 の 経 営 に と っ てい か に重 要 であ っ た か は ， す で
に こ の都 市 で の 支 店 開 設 が遅 くと も1453 年 であ り， こ の方 面 に か ぎ ら ず 会 社 の
すべ ての 取 引 先 の な か で も1,2 を 争 う歴史 を もっ て い た こ とに 示 さ れ て い る。
重 要な こ とは こ の 数 年後 の1456 年 に は す でに ウ ィーン の 支店 も開 設 さ れ ， さら
にそ の2 年 後 の1458 年 に は ヅ
■i ーナ ー ・ ノ イシ ュ タ ッ
ト （Wiener Neustadt ）
の町 で の 取 引 の 事 実 も 明ら か に な っ てい る こ と であ る≒　 つ ま り， こ の東 地 域
の方 が ， 歴 史 的 には ， 上 に み た イ タy アや スペ イン地 域 よ り もは る かに 早い 活
動を 示 し てい る の であ る 。 し た が っ て ニ ュル ン ベ ル クの活 動 は そ れ だけ 詳細江 ，
しか もそ れ だけ 豊 富 に 伝 え ら れ て い る とい っ て よ い と思 う。
ニ ュル ン ベ ル クの 支店 長 と し て 名前 が 最 初に 挙げ ら れ てい る のは エ ア ハ ート
（Erhard ）（初 代 ） で あ る。 1453年 に す でに 支店 長 とし て こ の 都市 で取 引に 従 事
し て い た3）。 そ の 後1480 年 代 まで の活 動 は 明ら か では な い が,   1482年に 支 店 長
とな っ て い た のはBernhard Walter であ り≫ 彼 は1492 年 に も こ の 都市 の 支
店長 と し て 記録 され てい る こ とか ら ， お そ ら くそ の間10 数年 を ニ ュルン ベル ク
で活 動 し てい た事 が 推 測 さ れ る。 こ の ワ ル タ-    （Bernhard Walter ）は， 上
に み た 通 り， そ の後 コン ラ ート（Konrad ）の時 代 に は 会 社 の 全 権 委 任 支店 長
（Procuratorf  aktor）"とい うい わ ば 会 社 の幹 部役 に 就 任 す る。 それ だ け ニ ュル
ン ベ ル ク支 店 長 及び そ の 支店 長 の 経 歴 の長 さ が 評 価 さ れ た と も思 え る が， こ のB.
ワル タ ー（Walter ） の後 任に は ， す で に上 でみ た 通 り" ，1493 年 以 後JakobWelser
が 数 回に わた っ て 就 任し ， さ ら に1504 年 に はJokob Sattler, 1507 年 に
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はChi-istoph Scheuerl が就任している。
こうしたニュルンベルク支店の活躍は，すでに上でみたように,   1511年の頃
には，ニュルンベルク最大の商品取扱い商人，としての評価を得るまでに発展
していた7）。取扱った商品については，輸出品に亜麻を中心とする繊維製品 で
あることは他地域に対してと変りないが，輸入する商品については，金属商品
の比重が高くなっていることが特徴である。とくに鉱産物の取引が重要であっ
た。 R. アイリッヒ（Eirich）の説明では，鉄製品の取引については何の説明も
ないとされているが，しかし銀の取引が重要であったことは認めてい る‰ 上
にみたようにチロル（Tirol）の鉱山経営は,   1490年以後に着手され<J) それ以
後イタリアのミラノ（Mailand ）やスイスのベルン（Bern ）など貨幣鋳造都市
に供給されていた。この取引にニュルンベルク支店が介入していた事は，コン
スタンツ（Konstanz ）の市参事会が1499年にフォーリソ・ウェルザ ー会社に
銀の取引のことで接 触し てお り，その接触の理由が，金属関係に強いフォー
リソ（Vohlin ）会社という会社に対する高い評価の故であったこと10) によっ
ても示されている。それ以前にコンスタンツ（Konstanz ）に対して支配権を握
っていたのが，かの「大ラーフェソスブルク商事会社」であったこと，しかも
それを排してフォーリソ（Vohlin ）会社が選ばれたことは，当時ニュルンベル
クから数多くの金属製品がこの都市に供給されていたことと，そのニュルンベ
ルクでのフォ一リソ会社の実力を明示するものといえるU ）。また，布の輸出に
ついての記事には,   1482年にニュルンベルク支店からチェコスロバキアのプラ
ハの商人に15反（Stuck ）の麻布を売却したというものがある'"。R. アイリ.;,
ヒによれば，それが伝えられている最初の史実であるが，イスニー（Isny）や
ケソプテソ（Kempten ）産の麻布やファスチアソ織布がきわめて大量にウィー
ンやライプチッヒに向けて輸出されていた。ウィーンやライプチッヒとこのニ
ュルンベルクとの関連の強さからみて，それらの多くがこの支店を経由してい
たことはまず間違いないところである。
オーストリア（Osterreich）のウィーンの状態はどうであったろうか。すで
にみた通り支店の存在は1456年に確認され，その時の支店長にUlrich Scheir-
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とい うウ ル ム の都 市 貴 族 商人 が就 任 し て い た。 こ の人 物 は上 に み た よ う
に ， 初代 エ ア ハ ート の 妹 ア ソ ナ （Anna ）の 夫 であ るHans Schermair の 兄 で
あ っ た。 つ ま り最 初 に 述 べ た よ うに フ ォ ー リソ 会社 の ウ ィ ーン で の活 動 は か な
り早い 時 期か ら 開 始 さ れ てい た こ とに な る 。 ウ ィーン の 近 郊 の ヴ ィー ナ ー・ ノ
イシ ュク ット （Wiener Neustadt) で も早 くから 取 引 が 行 な われ ， 確 か では な
いが ， こ の都 市 に も支店 が存 在 し た こ とを うか が わ せ る 記述 が な さ れ て い る13)。
プ ラ ハ で も取 引 があ り， 支店 も開 設 さ れ てい た。
ウ ィ ーン と そ の 周辺 に おけ る こ の 会社 の 取 引 で重 要な もの は ， 家 畜 額 の取 引
であ っ た 。 詳 細 な史 料 や 数 字 で の 裏付 け を もっ て 説 明 で きる もの では ない が ，
当時 ， ニ ュル ン ベ ル ク ・ ウ ィ ーン 方面 か ら の 食 用家 畜 の供 給 は ス ペ イン や イ タ
リ アか ら の サ フ ラV  （Safran ） に も 匹敵 す る 重 要 性を 持 っ て い た とい う こ とが
でき る 。 フ ォ一 リソ （Vohlin ） 会社 の取 引 は,   1457年 に こ の ウ ィ ーン で食 肉 屠
殺 業 者 と の家 畜 取引 を 締 結し てい る14）に と ど ま るが ， そ の ほ か に も こ の地 域 周
辺 の 農 村を まお っ て の 仕 入 れ 取引 が 会社 に と っ て きわ め て 重 要 であ った こ と が
示 され てい る15）。
北 の ラ イ プチ ッヒに お い て も， ウ ィ ーン と全 く同 様に ， 南 ド イ ツ産麻 布が か
な り大 量 に 売 却 され てい た 。 こ の 都 市 の支 店 には 上 で みた よ うに， ニ ュ ルン ベ
ル ク支 店 長 であ っ たBernhard Walter の 実 の弟Hieronymus Walter が 支
店 長 とし て 就任 し て い た が， こ の人 物 は も と も と ニ ュル ン ベ ル クの兄 の もと で
経 験を 積 ん でい た 人 物 であ っ た16）。 こ の ラ イプ チ ッヒ では1,508 年 に 市 民 権を
取 得し ， そ の前 の1506 年 に 市内 のPeter 通 りに1 個 建 の住 宅 を 買 い 収 っ て もい
た17）。 か な り安 定し た営 業を 続 け て い た こ とが 予 想 さ れ よ う。 そ し てそ の営 業
の 柱は ， メ ミソ ゲソ か ら 送 ら れ て く る麻 布 の 販 売 であ っ た。 ラ イプ チ ッヒに お
け る 会社 関 係 の 商人 に つ い て は ， さ ら にWalter の先 任 者 とし て活 躍 し たEzechiel Renscher
の 名 前 が知 ら れ て い る。 上 のWalter は 兄 の ―■
 ュ
ルy ベ ル
ク支 店 長 と 同じ く メ ミン グ ソ 出 身 の商 人 であ っ た。
以 上 の よ うに ， 東 と 北 の地 域 に お い て も， 麻 布 の販 売 と そ の販 売 先 で 仕 入れ
ら れ る そ れ ぞれ の特 産 品 ， た と えば ニ
ュ ルン ベ ル クの鉄 ・ 金 属 製品 や ウ ィ ーン
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からの家畜などの取引が中心であった。ライプチッヒから仕入れられたものが
ほとんど伝えられていないが，ウルムの仕入れ商品のなかにワックス（Wacks ）
や穀物（Getreide）, ラード（Schmalz ） などが入っており18) それらの多く
はこのライプチッヒ支店を経由してきたものではないかと思われる。このウル
ムの支店では1505年頃にはウルムの市民Michael Pfiaum が支店長となり ≫
メミングソやアウクスブルクの中心地に次ぐ重要な拠点となっていた2‰ した
がってこの支店に集められ，又発送される商品の多くはほとんどその出先の支
店に関連するものであったとみる事ができる。販売されていた布も麻布に限ら
ず，ビpi ―ド布 （Samt ）平絹 （Seide）, アラス布（Arras ） なども含まれ，Mecheln
やLeyden, アムステルダム（Amsterdam) などから仕入れられた
ものもあった21）。それほか，胡檄を代表とする東邦の物産である香辛料，サフ
ラン, ショウガ，真珠， ワックスなども扱われていた。
以上のほかには，ウィーンにむかう途上にあるザルッブルク（Salzburg) に
も支店がおかれ,   1508年の支店長にはAdam Schweckowitz が就任していた
こと，ウィーンには上でもみたルカス・レ一ム（Lukas Rehm ）の日記によっ
て,   1501年にウィーン（Wien ）の近郊のSt.  Antonie に立寄っていたことな
どがわかっている2‰ また，1490年代の会社の為替業務には，ニュルンベルク，
フラン クフルト（Frankfurt am Main ）, アウクスブルク，ウルムの4 つの都
市が最も重要な役割を果たしていたのであったが23) それもやはりこの東りヒ
方面との商品取引上の重要性と密接に結びついていたということがいえるであ
ろ ‰
さらにこの方面での中心都市の1 つであったライプチッヒ（Leipzig ）の重要
性を物語るものに次のような史実がある。すでにフォージン（Vohlin ）家に代
ってウェルザー（Welser) 家が主導権を握っていた1528年に，なおライプチッ
ヒの支店長として活躍していたHieronymus Walter を通して，すでに上にみ
た当時会社と協力関係にあったHans Ehinger が西インド諸島のサン ド・ド
ミンゴ(Saint Domingo ）島への鉱山労働者（Bergknappen ）をこのライプチ
ッヒで募集していた のであ る24）。これら の鉱山労働者はハンブルク（Ham-
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）, アン ト ワ ープ （Antvverpen ） を 経 由 し て セ ビ リ ア(Sevilla ） に 送ら れ
た の であ っ た が25) 時 代 がか な り下 っ て い る とは い え,   Welser 会 社 の 下 で の
ラ イプ チ ッヒ （Leipzig ） の重 要 性を よ く示 す もの と い え る であ ろ う。
注
1）A.    ヴェス ターマソによればLinz の大市に メミソゲソ の商人が多数活躍し てお
り， 通商路 としてはUlm からド ナウ川の船輸送によった り， また，陸上 通商路は，Windelheim-Landsberg-Miinchen-Oetting
 が用いら れ て い た。 Westermann ， A.,Memminger
Handel und Handelsgesellschaften um die Wende vorn Mittelalter
zur Neuzeit, in    Memminger   Geschichtsbldtter，1920,    Nr. 3,   S,  12-13, 及び，Eirich,
 R. ，Memmingens  Wirtsc 加ft und  Pαtriziat von 1347  bis 1551,  S. 146.2
）Eirich,  R., a.a.O., S.  147.
3）Eirich,  R., a.a.O., S.  144.
4）Eirich,  R., a.a.O., S.  133.
5）ebenda.
6） 拙稿「中世ド イツ都市 タミソ ゲソにおけ る商事会社 と貿易活動」 その（2）,『桜美
林エ コノミッ クス』 第20号,   1988年6 月,   67-68頁 も参照い ただ きたい。
7）Eirich,  R., a.a.O., S.  134.
8）Eirich,  R.,   a.a.O,,   S.  148. アルプス越えBiindner 地方の峠を越えて イタリア
地方に 運びこ まれている金属製品 の最も重要なもののなかでも， やは りこのニュル
ンベルクから の銀や銅，錫，金剛砂(Schmirgel ）が 筆頭であって， そこには鉄製品
のことは述べられていない。Schnyder,  W.,  Handel  und  Verkehr iiber die BiindnerPiisse
 im  がittelalter, I. Bd., S. 46-50.
9）A. ヴェスタ ーマンに よれば， メミソ ゲン 出身商人 のチ ロルでの中心地はSchwaz
であった。Westermann,  A 。a.a.O., S.  13.
10）Eirich,  R., a.a.O., S. 149.
11） さら に ヴェスターマソによれば， チェコスロバキアのボヘミア地方 （Bohmen ）
との銅や銀の取引がこのニ ュルン ベル クを経由し て行なわれ て い た の であ っ た。Westermann,
 A.,  a.a.O., S.  11.
12）Eirich ，R., a.a.O., S.  147.
13）Eirich,  R., a.a.O。S.   144.
14）Eirich,  R., a.a.O., S.  149.
15）Eirich,  R., a.a.O,, S.  149. さらにA. ヴェスターマソによって も，家畜取引がBayern
やOsterreich,    Ungarland に まで拡大して行なわれていた事が示されてい
る
 
 Westermnn.  A., a.a.O., S.  10. また,   Biindner 地方の峠越えで，南ド イツと
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くに ニュルンベルクから の家畜 類の獣皮が イタリア方面にかなり輸出されて い る。
このこと も―
 ュ
ルン ベルクの家畜取引の状態を示す ものであ ろう。　Schnyder,   W,,a.a.O.,
 S. 46.
16）Eirich,  R,, a.a.O・, S.  144.
17）Eirich,  R., a.a.O., S.  153.
18）Eirich,  a.a.O., S. 149. また， 南ドイツ商人が イタ リア・ロン バルド地方とジェ
ノアに大量のWachs を 運び こ ん で い る。 これらの仕入元は東 部（Osten ）ヨ ーロ
ッ゛からとなってい るか， ライプチッヒ周辺 も無関係ではなか った と 思 わ れ る。Schnyder,
 W.,  a.a.O., S.  46.
19）1508 年からはHans Altensteig が支店長になっている。 Eirich, R.,   a.a.O.,   S.153.
20） メミソ ゲV の周辺にはそ のほかカウフボイレV    （Kaufbeuren ）に も支店 が おか
れ,   Hans Maier が1508年頃に支店長になってい る。Eirich, R., a.a、O., S. 153. さ
らに ウル ムでは,  Garnmarkt 隣のMiinzhaus を使用し ており， 賃貸料とし て1505
年から10年間に50 fl.を支払 う契 約が結ばれてい る。Eirich, R., a.a.O., S.  153
21）ebenda.
22）Eirich,  R., a.a.O., S.  151.
23）Eirich,  R,, a.a.O., S.  150.
24）Eirich,  R., a.a.O・, s. 171, お よび本乱 第2 章,   80ペ ージ参照。
25）ebenda.
4　 ライン川中・下流地域
ドイツ中部とさらにライン（Rhein ）川下流地域を含む商業圏のなかで， フ
ォーンソ（Vohlin ）会社の支店が設置されていたのは，マインツ（Mainz ）, ケ
ルン（Koln ）,アントワープ（Antwerpen ）などであった。この地域には メミ
ングソ（Memmingen ）一二ユルソペルク（Niirnberg ）の中間に位置したノル
トリソゲソ（Nordlingen ）の大市と，マイソ（Main ）川流域のフラン クフル
ト（Frankfurt am Main ）の大市という当時の重要な市場2 つが存在してい
た。これらの大市開催都市を加えて，さらにライン川下流に位置し,   16世紀以
来急激に商業活動の表面に登場するアントワープ（Antwerpen ）等での活動が
この方面での会社の主要な内容となっている1）。
すでに上にもみた通り,  ノルトリソゲソの大市へのフォーリン（Vohlin ）会
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社 の 登 場は1469 竿 であ っ た が， フ ラン クフ ル ト の 大 市へ の 登 場は,   1478年， い
ず れ もフ ォ ーリソ 商 事 会 社 の 比 較的 早 い 時 代 であ った ‰ こ の フ ラン クフ ル ト
の大 市 へ の 会 社 の 参加 に 直 接 従 事し て， 商 品 の供 給 と買 い 入 れ に 活動 し てい た
の が ， マ イン ツ （Mainz ） の支 店 で あ っ た 。 そ の マ イン ツ支 店 の 存在 が 史料 に
確 認 され てい るの は1508  年， 支 店 長 は フ ァウ ト （Claus Faut ） であ る≒　 こ の
と きに は ， ケ ルン（Koln ） まで の 輸 送 用 の船 の調 達に あ た っ て い た こ とが 報 告
さ れ てい る4）。
ケルン （Koln ）の支 店 に つ い ては ， 上 の図5-2 で は1474 年 に 取 引 が な され て
い た こ と が示 さ れ て い る が ， そ れ 以 外に 上 に み た よ うに エ アハ ート （Erhard ）n
の 妻Felizitas Imhof の兄 のAndreas Imhof が 支 店 長 と し て 活躍 し て い た
こ と， そ のほ かPeter Liitzenkirchner な る 人 物 が1483 年 に 活 躍し てい た こ と
な どに よ っ て， こ の 支 店 の 存在 が 裏 付け さ れ て い る5）。 こ の1483 年 に は ， フ ォ
ーリ ソ （Vohlin ） 会 社は こ の ケル ンを 経 由し て,  Bergen op Zoom の地 に対
し て 取引 を 行 な っ て い る6）。 そし てそ の数 年 後 に は ， フ ォ ーリソ 会社 に 所 属す
る 商人 が16 世 紀 の 重 要 都 市 アソ ト ワ ープ に おい てさ え 活 躍 す る ま でに な っ てい
る。 つ ま り， お そ くも1488 年 か ら こ の アン ト ワ ープ に 滞 在 し たLudwig  Rei-hing
 （“Ruhrig" ） であ る7）。 彼 の家 族は そ れ 以 前に はEfilingen と ア ウ クス ブ
ル ク（Augsburg ）に 定 住 し てい た。 そ し て， 会社 に とっ て の 重 要商 人 で あ るJakob
Welser が この アン ト ワ ープに 登 場 す る のは ， そ の 数 年 後 のこ と であ っ
た。 彼 は 会 社 の代 表（Vohlinvertreter ）とし て こ の アン ト ワ ープに 登 場 し てい
る8)。 そ の こ と から ， フ ォ ージン(Vohlin ） 会社 の アン ト ワ ープ支 店 の 開 設は
おそ ら くこ のJakob Welser の時 代 に な され た も ので あ っ たろ う と， 推 測 され
てい るが ， そ の 詳し い 年 代 は 明 ら か では な い9)。
し かし ， フ ォー リソ 会 社 の アン ト ワ ープ 支店 は ， ウェ ル ザ ー（Welser ） との
合併 後 の1506 年に は ， この 都 市 に 建 物を 獲 得 す る ま でに 発 展 し た 。“金 の バ ラ”
（ein Hans zur Golden Rose)  館 と 称 され た こ の 支 店 の 存在 は10) そ の ま ま16
世紀 初 頭 から 急 激に 脚光 を あ び た リ ス ボン （Lissabon ） ― ア ン ト ワ ープ の 発展
と 密 接 に 結 びつ い てい る もの であ る。 つ まり 南 ド イ ツ資 本 の こ の方 面 へ の 進 出
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を 端 的 に 物 語 る も ので あ る。 そ のほ か1509 年 には 後に 会社 の 経 営に タ ッチす るBartholomaus
Welser が こ の アン ト ワ ープ で 活 動し てお り， また1521 年 の ア
ン ト ワ ープ 支店 長 とし てGabriel Stiidlin が,   1525年 に はAlexi Grimmel の
名 前 が 記録 さ れ て い る1≒ こ のGabriel Stiidlin は ， す で に1510 年 には リ ス ボ
ン のWelser 支 店長 とし て 活 躍し ， 不確 か で は あ る が ポ ルト ガ ル商 人 の娘 と結
婚し,   1512年 か ら18 年 まで メ ミソ ゲソ の“ 大 商 人 ツン フト に 属し ， そ の 後1521
年 か ら1526 年 まで アン ト ワ ―プに 活躍 し た 人 物 であ っ た12）。 つ ま りリ ス ボ ン
か ら ア ■y ト ワ ープ へ の 商 業 史 上 の中 心 移 行 が， こ の 人 物 の活 動 に よっ て も 裏イ寸
け ら れ る 可 能性 を もっ て い る の であ る。 い ず れ に し て も，フ ォ ーリ ソ（Vohlin ）
・ ウェ ル ザ ー（Welser ） 企業 の リス ボ ン, アン ト ワ ープ へ の 進 出 の早 さ とそ の
力 の入 れ 方を よ く理 解 す るこ と が で き よ う。
こ の 方 面 にお い て 販 売 さ れ た 商品 の 大 部分 が 南 ド イツ 産麻 織 製品 で あ っ た こ
とは 疑 い な い。 詳細 な 販 売 の 記 録は 残 され て い な い が， フ ラン クフ ルト，　ノノレ
ト リソ ゲン のそ れ ぞ れ の大 市 に 運 び こ まれ た 商 品 とし て のほ か に,   1488年 に マ
イン ツ（Mainz ） 選帝 侯領 内 で の2 バレ ソ （Ballen) の麻 布 の 粉 失 の 事 件 が あ
り13） そ れ が 麻 布 取引 を 示 す 例 と な っ てい る。 そ の ほ か,   1488年 と1494 年 には
同 じ 地 域 内 にお け る ビ ロ ード 布（Samt ）取 引 の 例 も報 告さ れ て お り， 会社 が 同
時 に 各 種 の 布 の 販 売を 行 な っ て い た こ とを 示 し て い る。
フ ォ ーリ ソ （Vohlin) 商 事 会 社 が布 製品 一 般 に 力を 入れ てい た 事 は上 に も み
たが ， そ うし た 布 の供 給 元 と し て ， こ の ラ イン （Rhein ） 川 下 流 及び イ ギリ ス
（England ）市場 が果 し て い た 役 割 も見 逃 せ な い であ ろ う。 オ ラン ダ や イ ギ リ ス
産 布 の販 売 であ る。 つ ま り, フ ォ ーリ ソ（Vohlin ） 会 社 も， 比 較的 遅 い 時 期，
し たが って 早 くと も15 世紀 末 頃 か ら， オ ラン ダや イ ギ リ ス産 の 布を 買 い 入 れ 始
め てお り“ ）， そ れを 各地 で売 却し た の で あ っ た。 ま た， スペ イン や ポ ル トガ ル
に 対 し て オ ラン ダ産 穀 物（Korn ）の輸 出 も行 な っ てい た15）。 16世 紀 初 頭 の 取引
の 例 であ る。
以 上 のほ かに ， 南ド イツ， オ ーバ ー・シ ュ ワ ーg ン （Oberschwaben ） 地 方
か ら の 輸 出 商品 とし て は， ラ ーフ ェン スブ ル クな ど で もか な り発 達し て い た 製
第5 章　y ミンデンにおける麻織業の発展と商人・商事会社及び輸出市場　289
紙 商品 を 挙 げ る こ と が で きる 。 紙 そ の も の の製 造 と そ の 販売 であ る。 麻 布 と 並
ぶ 大 きな 産 業 とし て の 製紙 業 の発 達 が， こ の オ ー バ ー・ シ
ュ ワ ーベ ン一 帯 に み
ら れ てい たか ら であ る16）。 フ ォー リソ （Vohlin ） 商事 会社 は， 麻 紙 （Leinwa-ndpapier
） を フ ラン クフ ル ト （Frankfurt am Main ） の 大 市 取引 に 持 ち 込 ん
だ 最 初 の 商人 で あ っ た と され てい る17）。
以 上 ， ラ イン （Rhein ） 川 下 流 地域 と の 取引 も， 取 引 開始 の時 代 の 早 さか ら
み て も， 商 品 の 量 や 種 類 の面 か ら み て もけ っ し て 他 の 地 域に 見落 りす る も ので
は な い は ず であ る が18) 残 念な が ら それ を フ ォー リン（Vohlin ） 会 社 の具 体 的
な 取引 の な か に 数多 く見 い 出 す こ とは で きな か っ た。 と くに ，イ ギ リス （Eng-land
） との 取 引に つ い ては ， た だ1 箇所 ， イ ギ リ ス産 の 布 の販 売 の 例を み る に
とど ま り19) ほ か に 何 ら の 取 引 の 例 も見 い 出 さ れ ては い な い。 し かし ， フ ラン
クフ ル ト の 大市 へ の進 出 や さら に アン ト ワ ープ（Antwerpen ）で の活 躍 が 物 語
る よ うに ， フ ォー リソ （Vohlin ） 会 社 が こ の地 域 へ の 動 きに 機 敏 に対 拠 し てい
た こ とは 容易 に 理 解 で き る の であ る 。
注
1）A. ヴェスタ7  ンに よると， メミソ ゲソーフ ラン クフルト間 の通商は通常,   Me-mmingen-Ulm-EBlingen-Bietigheim-Elsenztal-Einsheim-Neckergemund-Heidelberg
・Darmstadt-Frankfurt
であ った。 Westermann,  A 。Memminger Handel und Ha-ndelsgesellschaften um die Wende vom Mittelater zur Neuzeit,
   in MemmingerGeschichtsblatter
，1920,   Nr. 3,  S.  12.
2）Eirich,  R., Mem 面ngens   Wirtchaft und  Patriziat von    1347 bis 1551,   S. 145.
この当時，多 くの南ド イツの都市の商人がこの大市の取引に参加し てい る。 たとえ
ばAugsburg の商人は1333 年,   Ulm の商人は1339年,   Ravensburg の商人は1353
年にそれぞ れこの大市にはじ めて登場している。　メミン グソの商人はLindau の商
人と同じ く14世紀中には登場していたことが 伝えられて い る。 Ammann,    H.,   DieAnfange
der Leinenindustrie des Bodenseegebietes, in Alemannisches Jahrbuch,1953,
   S. 267-269. 及び拙稿 「 南ド イツ麻 織業と3  ― p ツパ輸出市場」『桜美林エ
コノミックス』第6 号,   1978年,   36頁参照。
3）Eirich,  R., a.a.O., S. 145.
4）ebenda.
5）ebenda.
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6）ebenda.
7）Eirich,  R. ，a.a.O., S. 165.
8）Eirich,  R., a.a.O.,  S.  145,
9）ebenda.
10）ebenda.
11）Eirich,  R., a.a.O., S.  163 及び154.
12）Eirich,  R・, a.a.O., S.  154.
13）Eirich,  R., a.a.O., S.  148.
14）ebenda.
15）Eirich,  R., a.a.O., S.  149.
16） たとえばラーフェソ スブル クの製紙業は， ド イツ最古の製紙 用施設 （Papiermii-hie
）が1324年に 設置されたなど， ド イツの製紙業 の指導的地位にあった。Dreher,Alfons,
 Geschichte der Reichsstadt Ravensbiirg，Anton H. Konrad Verlag,    Wei-Benhorn,
  1972,   I.   Bd. S. 510. 及びWestermann,  A.,  a.a.O.,   S.  11. さらに南
ド イツの製紙業が発展する以前には イタy ア産 の紙が アルプス越えでド イツや ス ィ
スに持ち込 まれていた。それは14世紀初頭から 行なわれ， 南ド イツで製紙業が開始
された後でも継続され ていた。Schnyder,  W.,  Handel und  Verkehr  iiber die BiXn-dner Passe i
観Mittelalter，I. Bd.  S. 61.
17）Eirich ，R., a.a.O., S.  149.
18） もともと南ド イツの中小都市の麻 織業と商業の発展のきっかけ は，すでに みた よ
うに ライン川 下流地域， ベルギ ー・オラン ダや イギリス地域等々から の布の輸入と
販売とであった。 それははや くも12世紀に まで逆のぼれるのである。 拙稿 「南ド イ
ツの麻 織業とヨーロッパ輸出市場」『桜美林エコノミックス』第6 号,   1978年, 35頁
参照。
19）Eirich,  R. ，a.a.O。S.  148.
第6 節　フォーリソ・ウェルザー商事会社の社会経済
史的背景
1498 年の合併をはさんでその前後におよぷフォーリソ・ウェルザー商事会社
の時代的背景には,   15世紀後半から16 世紀初頭にかけての，いわば中世末期か
ら近世初頭にかけてのヨーロッパ商業史上の一大転換の時代を求めることがで
きると思う。とすれば，フォーリソ（Vohlin ）, ウェルザー（Welser ）それぞ
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れ の 商事 会社 が 活 動 の 根拠 地 とし た 南 ド イツ の経 済 社 会 が， 中 世 末 期 から 近 世
にか げ てど の よ うな 動 向を 示 し ， そ し て ど の よ うな 推 移を た どっ た かは ， 少 な
く と もこ の一 商 事 会社 の活 動 の な かに おい て も示 さ れ て い なけ れ ば なら な い 。
い わ ゆ る 西 南 ド イ ツ麻 織 業 圏 ， あ る いは ボ ー デン ・ゼ ー(Bodensee ）湖 畔 を
中 核 とす る麻 織 業 経 済 圏は ，か の フ ッガ ー（Fugger ）家 の 始 祖 のHans Fugger
が 麻 織 匠 であ った こ とに も 示 さ れ る よ うに ， こ の 地 域に 栽培 さ れ る 亜 麻， 大 麻
を 材 料 と す る麻 布 織 業を 生 産 的基 礎 とし て い た 。15 世紀 中 頃 に 登 場し て きた フ
ォー リソ（Vohlin ） 商 事 会 社 の 主 た る 営業 活動 もそ うし た地 元 の 生 産 活 動に 基
礎を お く販 売 活動 と， そ の 見 返 りとし て の ヨ ー ロ ッ パ各地 の商 品 収 引 であ っ た
ことは 間 違 い な い 。 そ れ は こ の地 方 に 散 在 し た 各 都 市 都 市に 発 達し た多 くの 商
事 会 社 の 例に よっ て もは っ き り と示 さ れ て い る もの であ る。
と ころ で， こ うし た 商 品 取 引 と並 行 し て ， フ ォ ーリソ （Vohlin ） 商 事会 社 の
各 商 人 が力 を 注 い だ もの に， 土地 へ の投 資 ， つ まり 不動 産 取 得 と 貨 幣 取引 か あ
っ た。 す でに 上 に み た よ うに ， フ ォー リン （Vohlin ） 会社 の そ れ ぞれ の時 代を
背 負 う代 表 的 商 人 が ， そ れ ぞれ か な りの 不 動 産 の 取得 の た め に多 額 の資 金を 投
入し てい たし, さ らに15 世 紀 末 葉 か ら16 世紀 に か け て は, 会社 は貨 幣 ・為 替 取 引
に も 傾 倒し て い っ た 。 イタ リ ア地 域 で の例を み て も，1488 年に はp  ―マ（Rom ）
へ の 為替 取引 を 行 な っ て い る。 こ の時 のp  ーマ 法王 庁 へ の 送金 業 務が フ ォ ージ
ソ （Vohlin ）商 事 会 社に とっ て法 王 庁 に かか お る最 初 の 送金 業 務 とさ れ てい る
が1) そ れ 以 後90 年 代に 例 のチ ロル （Tirol ） 鉱 山 業 へ の 進 出 がな さ れ た の であ
っ た。 し た が っ て こ の1490 年 代 に な っ て 会社 の支 店 が 置 かれ てい る 重 要 都市 間
の振 替送 金 業 務 が 活 発化 し た こ とは， す でに 上 に み た 通 りであ る2）。 そし て，15
世 紀末 葉 か ら16 世 紀 の 初 頭 に かけ て の リス ボ ン （Lissabon ）, さ らに は アン
ト ワ ープ （Antwerpen ）の 発 展に と もな う会社 の進 出 に よっ て， こ の 方面 に 多
額 の 出資 が な さ れ た であ ろ うこ とは 疑い な い 。 アン ト ワ ープ の支 店 は， す でに
バ ス コ- ダ・ ガ マ（Vasco ・ da ・ Gama ）の 第1 回 の リ ス ボン 帰 港 以 前 の1490 年
代 末に は ほ ぼ 開 設 さ れ てい た可 能 性は 強い し,  リス ボ ン 支店 は1503 年 の 開設 で
あ っ た。 商品 取引 以 上 に 多額 の 出資 が こ の地 域 に な さ れ てい た こ と は， そ の 数
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年後の東インドへのドイツ商人による直接取引の開始にも示されている。それ
は，商品売買取引以上に投資による利益追求がかなり一般化していた事を示す
ものであろう。上にもみた通り，フォーリソ・ウェルザー会社とポルトガル国
王との取引に関する特権的契約の締結にみられる両者の接近も3）おそら く1503
年頃になされていたスペイV  ・ Valencia 地方との貨幣振替業務活動の進行の
事実4）と合せて考えれば，国王に対しても何らかの貨幣取引が行なわれた可能
性をうかがうことはできる。
フォーリソ（Vohlin ）・ウェルザー（Welser ）会社の貨幣取引にさいして，
アウクスブルク（Augsburg ）の国際商業上の地位の高さも重要 であった。当
時のアウクスブルタが国際的な貨幣取引の中心地となっていたからであ る5)。
その意味から考えれば,   1498年の両社の合併後，本店をアウクスブルクに移し
た理由も明らかとなるであろう。そして，貨幣あるいは為替取引の顧客として
重要な役割を果したものは，法王，国王，あるいはその他の諸侯6）であっ たこ
とも間違いない。 たとえばメミソゲン（Memmingen ）の近隣地域であるヴュ
ルテソタルク（Wiirttemberg ）侯に対して，フォーリソ（Vohlin ）会社は1488
年に教会説（Gebiihren) の送金業務を請負っている7）し，さらに1496年にはバ
ルトロモイズ・マイ（Bartolomaus May ）がコンラート・フォージソ（KonradVohlin
）と共にミラノ（Mailand ）に滞在しているが，それは上にもみたよう
に皇帝マキシミリアンの戴冠祝典のためでもあったが，この時にミラノの領主
（Herzog ）からスイス人への年金支給の業務にも携わったともみられてい るか
らである。その件でバルトロモイズ・マイはスイスのベルV  （Bern ）に登場し，
きわめて重要な役割を果した8） と記されている。
さらにフォーリン（Vohlin ）商事会社の営業分野には，軍隊への傭兵募集業
務（Truppengestaltung ）も入っており，具体的な内容は明らかではないが，
それによってかなりの利益をあげたはずであったとみられている9）。
1500年代に入ると，フォーリソ（Vohlin ）・ウェルザー（Welser ）商事会社
の封建治侯との結びつき，とくに貨幣貸出はますます増加する。たとえば1500
年には。 アントV   ・ウェルザー（Anton Welser ）とコンラート・フォーリソ
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（Konrad Vohlin ） が4,000 フp  ―リソCfl. ） を 皇 帝 の財 務長 官 （Kanzler ）Jo・hannes
Waldner な る人 物に 貸 出 し て い る10）。D ア イリ ッヒ（Eirich ）に よ れ
ば ， 当 時 こ うし た 貸 出を 求 め る 封 建 諸 侯 が 列を な し て い た とい う。 そ うし た 例
は,   1507年 の ブ ラン デン ブ ル ク（Brandenburg ） の 辺 境 伯 （Marktgraf ） のp
－ マヘ の送 金 に 対 す る手 形貸 付 ， 又,   1511年に は メミソ ゲソ 周 辺 の 土 地 領 主TruchseB
Jorg von Waldburg へ の1,000 フp  ーy  ン（fl.） の 貸 付に もみ る こ
とが でき る の であ る11）。
以上 の よ うな 封 建 領 主 に 対 す る貨 幣 貸 付 業 務 は. す でに あ ま ね く知 ら れ てい
るカ ール （Karl ）V 世 へ の選 挙 資金 援 助に お い て， か のフ ッガ ー（Fugger ）家
に 劣 ら ない 貸 付を ウ ェ ルザ ー（Welser ） 家 がな し た こ と に も示 さ れ てい る12）。
これ ら は こ の 時 代 の 典型 とす る こ と が で き るで あろ う。
以 上 の よ うに ， フ ォ ーリソ ・ ウ ェル ザ ー商事 会社 は,   15世 紀 末 期 か ら16 世 紀
に かけ て の 西 ヨ ー ロ ッパ 商業 史上 の一 大 転 換， つ ま り東 イン ドへ の直 接 取 引 の
開始 と西 イン ド へ の 段 階 的 な 進 出 とい う大 き な 転換 の歴 史を そ の時 代 的 背 景に
擁し てい た。 そ れ は 会 社 の リ ス ボン や アン ト ワ ープへ の進 出 ，北 ア フ リ カ沿 岸
の島 々へ の 進 出な どに み る 事 が で き る。 た だ 残 念 な がら ， 当 時 イ タリ アの ベ ニ
ス （Venedlg ） との 取 引 が リ ス ボン の 台 頭 に よっ て ど の 程 度 衰 退し た か ， につ
い て は み る こ とが でき な か っ た。R. ア イ ワ ッヒに よっ て, リ ス ボン の 台 頭 以
後， ベ ニ スは また た く間 に そ の 地 位を 交 代し た ， の 表 現は な さ れ てい る も のの，
そ の 後 の ド イツ商 館（Fondaco dei Tedeschi ） の衰 退 の 状態 など に は 何ら 明ら
かな 説 明 は な さ れ てい な い 。
そ うし た外 的 な 背 景 は同 時 に ， フ ォ ーリ ソ ・ ウ ェル ザ ー商 事会 社 の 営業 に お
い て， 従 来 の商 品 取 引 に 加え て， 貨 幣 ・手 形 取引 の増 加 傾 向 とし て み とめ る こ
とが で き る は ず で あ る 。 もと も と， フ ォー リソ （Vohln ） 会社 とウ ェ ル ザ ー
（Wesler ） 会社 の 合 併 そ の も の が ， ア ウ クス ブ ル クに 本 店を お くウ ェ ル ザ ー
（Welser ） 会社 の 営 業に い わ ば 組 み 込 まれ た形 態 であ っ た と も言 え るか ら で あ
る。 フ ォ ーリソ 商 事 会 社 の ウ ェ ル ザ ーとの 合 併 以前 の時 代に は 数 多 くみら れ た
上地 ・ 不 動 産へ の投 資 ，つ ま り封 建 地 主化 は ， ウ ェル ザ ー（Welser ） との 合併
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後はそれほど多くなったとは思えないが，やはり継続されていたことは疑いな1511
年のコV ラート・フォーリン（Konrad Vohlin ）の死後，会社の営業は
しだいにウェルザー（Welser ）商人の主導となったが，それは16世紀のフッガ
ー（Fugger ）とならぶ世界的企業にまで継続されていく。しかし，後のフッガ
一企業にもみるように，その企業としての発展はわずかに数世代の歴史をみる
にすぎず，経局，その室れなる巨大な資本蓄積もモれを後代にm 回させること
なく姿を消すことになるのである。
最後にフォーリン・ウェルザー会社の発展はそれぞれ時代を代表する大商人
の活動に多くを負っていたのであるが，そうした人的な結合に多くを依存する
組織が常にかかえていた問題，という例を，上に述べたルカス・レ ーム（LukasRehm
）の退職にかかおる事例で詳し くみたいと思 ‰ ルカス・レームは1517
年頃迄商用の旅を続けていたが，この1517年に生じた会社幹部間の意見の食い
違い，つまり会計処理方針（Generalrechnung ）をめぐる会社上層部の意見対
立によって， 彼は,   Andreas Rehm,    Hans Rehm,    Urich Honold,  JakobWelser
らと共に会社を脱退することになったのである14)。Jakob Welser は
脱退後ニュルンベルク（Niirnberg）に新しくWelser 会社を設立し15) ルカ
ス ■レーム（Lukas Rehm ）もまたUlrich Honold,  Jerg Meiting, さらにル
カスの2 人の兄弟と共に独自の会社を設立するにいたっている16） そして，ウ
ェルザ （ーWelser ）会社に出資されていた彼の出資金9,440 フローn ソ（fl.）は，
その後4 回にわたるフランクフルトの大市での支払いを通して，全額彼に払い
戻されたと記されている17)。
以上のように，ルカス・レーム（Lukas Rehm ）のウェルザー（Welser ）会
社の脱退は,   Anton Welser, Bartholomaus Welser, Peter Haintzel, HansHaintzel,
 LarziB Lauginger, Simon Seitz, Hans Vohlin などとの会社経営
方針をめぐる対立を直接の原因として行なわれたわけで18），これによってウェ
ルザー（Welser ）会社が資金面でも人材面でも大きな損害を被ったことは間違
いない。つまりここにみるように，当時の会社の存続は，そこに活動する商人
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の活 動 と そ の 商人 間 の結 び つ きだ け に 大 き く依 存す る ， 組 織 とし ては き わめ て
不 安定 な も の であ っ た と い うこ と が でき る の であ る。
コン ラ ート ・フ ォ ーリ ソ（Konrad Vohlin ）と アン トン ・ ウ ェル ザ （ーAntonWelser
） とい う2 人 の 代 表的 人 物 の死 後， ウ ェ ルザ ー（Welser ）商 人 の 主導 で
営 業 され た 会社 のそ の 後 の 発 展 の歴 史 は,   A. ヴ ェ ス タ ーマソ ，R. ア イ ワッヒ
の2 人 の研 究 のい ず れ に よ っ て も跡 づけ ら れ ては い な い 。 16世 紀に な お 各地 で
活 躍 す るWelser 企 業 と の系 譜 の 問題 は 今 後 の 課 題 とし な け れば なら な い が，15
世 紀 から16 世 紀 に かけ て中 世 都市 メ ミソ ゲ ン （Memmingen ） に 存 在し た 数
多 くの 商事 会社 の な か で， こ のフ ォ ーリ ソ （Vohlin ） 商事 会 社は ， ア ウ クス ブ
ル クを 中 心 とす る ウ ェ ル ザ ー（Welser ） 企 業 と の 合 併を 通 し て の発 展 の なか に ，
当 時 の ド イ ツ の商 業 史上 の1 つ の典 型を 求 め るこ とが で き る の であ る19）。
注
1）Eirich,  R., Memmingens Wirtschaft  und Patriziat von 1547 bis 1551,   S.  145.2
） たとえば1510年 に1=・－ マ法王は,   4,000 Dukaten の手形（Wechsel ）に よる送金を
このフ ォーリン ・ウェルザ ー会社を 通し て行なってい る。Eirich, R., a.a.O., S. 135.3)
    Eirich, R., a.a.O., S.  151.
4）ebenda.
5） 中世末期には手形取引（Wechselgeschaft ）はすべての都市 で実施されていたわけ
ではなかった。ご く大規m な都市だけに限定され， またそ の都市の政策とも結びつ
いていた。 たとえば メミソ ゲソは1490 年代に手形取引を閉め出す方針をとってい る。
このためフ ォーリソ 会社にとっては とくに ニュルンベルク， ウル ム， アウクスブル
クが重要 となったのであ る。 Eirich, R., a.a.O., S. 134 及び150.
6）Eirich,  R., a.a.O., S.  149.
7）ebenda.
8）ebenda.
9） これは アイリッヒが， フ ォーリソ会社の研究者Niibling の説として紹介している
もので， これについての アイリッヒの説明はなさ れ てい な い。Eirich, R・, a.a.O.,S.
 150.
10）Eirich,  R., a.a.O., S.  153.
11）ebenda.
12）Eirich,  R., a.a.O., S.  150.
13） コV ラート ・フ ォーリン の不動産への投資やその子のハソ ス（Ⅲ）の不動産取得
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は決し てそれ以 前に劣る ものではない。 拙稿「中世ド イツ都市メミソ ゲソにおけ る
商事会社と貿易活動」（その2 ）,『桜美林エ コノミッタス』第20号,   70-75頁参照 。14
）Eirich,  R 。a.a.O., S.  152.
15） そのWelser 会社は， メミソ ゲソにも支店を開設したが, その規模は アウ クスブ
ル クのもとのWelser とは比較にならない 小規模な ものであった。 Eirich, R., a.a.0.,
 S.  152.
16）Eirich,  R., a.a.O,，S.  153.
17）ebenda.
18）1508 年の会社の役員（Gesellschafter）は，Anton Welser, Marx Pfister, KonradVohlin,
 Ludwig Reihing,    Wolf Pfister,   Jakob Welser,    Hans Pfister,   KonradImhof,
 Anton Lauginger, Peter Haintzel,    Hans Lauginger,    NaziS Lauginger,Ulrich Honold, Hans Haintzel, Wilhelm Haintzel
， Andreas Rehm 、 BartholomausWelser,
 Simon Seitz の18名であった。Eirich, R., a.a.O., S.  154.
19) このフォー>)ソ ■ウェルザー商事会社の会社としての形態が どの よ うな も の で
あったか，には何ら触れてこなかったが， この南ド イツの各地 の都市に一般的であ
った，同族会社 （Familienfirmen） とし ての企業とい う　A. ヴェ スタ ーマン の指摘
だけ を挙 げ て お き た い。当 然ながらそこには，従業員（Angestellte） と出資 社員
（Geschaftsteilhaber） の区 別はあ り, 会社の代表的 商人の多くは 後者に 属し ていた。
また会社（フォーリソ）の商号の存 在とその図形もア イリッヒに よって紹介さ れ て
いるが， 株式 会社へ の先騒的形態とし て注 目された近隣都市ラーフェソ スブル クの
「大ラ ーフェソ スブル ク商事会社」 との企業形態の比較等につい ては，今後の課題と
す るつ もりであ る。 Westermann A.,  Memminger Handel und Handelsgesellscha-ften um die Wende vom Mittelalter zur Neuzeit, in
 Mem 枇inger Geschichts-blatter
，1920,  S. 19.
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ボーデン削を中心とした周辺地域の中小都市の多くにそれぞれ商事会社が発
達し，数多くの商人が巨額の財をなすまでに活躍できたことは，当時のヨーP
ッ゛の通商が全般的にかなりの活況を呈していたことを物語るものである。そ
れだけでなくこれら中小都市の商人ですら当時の商業世界のほとんど全域にあ
まねくその活動の足跡を印していることは，当時のヨーロッパ経済・商業活動
が決して単なる「都市の時代」としての範肋におさまるものではなかったこと
を示している。
乏しい史料のなかでの研究ではあったが，西南ドイツ麻織物経済圏における
具体的な商業活動の史実は，それらの活動の中心となったこの地域の中小都市
とその商事会社・商人活動の歴史の中におぼろげながらも跡づけることができ
たと思う。さらにそれらの歴史を通して，ヨーロッパ中世・近世商業史の移行
期における具体的な変動の姿を部分的とはいえ，そこに追究することができた
と思う。指摘したい点は，歴史に登場する巨商のいずれもが，商営業のかたわ
ら多分に封建領主・土地領主化する趨勢を示したことと，さらにこの麻織物経
済圏全体が，当時のヨーロッパ世界の中心であった地中海世界の方により強力
に組み込まれていたことである。それらの事例は，本文中に数多く見い出すこ
とができると思う。
研究の途上において,   1985年に訪ね歩いたこの研究対象地域であるカウフボ
イレソやメミソゲソ，ケソプテソ, イスニー，等々の古文書館や図書館に当時
の商業活動に関する文献を見い出し，あるいはわが国学会にはほとんど紹介さ
れていなかった歴史研究家の山のような研究業績を偶然にも探しあてることが
できたことは，この研究の成果とは言い難いにしても，研究者の一人として言
い尽くせない喜びとなっている。
今後に残されている課題は数多くあるが，例えば上に見たコンスタV ツ，ザ
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ソクト・ガレソ，ラ一フェソスブルク，メミソゲソをこえて，イスニー，カウ
フボイレソ，ケソプテソ，等々の中小郡市の歴史にはまだほとんど手がつけら
れていないと言わなければならない。さらに，上に述べた麻織物生産と麻織物
商菜に関するそれぞれの都市内における具体的な経済活動及び経営活動につい
ても数多くの問題が残されたままである。それぞれの都市が麻織物生産に具体
的にどのように関わり，どのような規役で，さらにどのような生産形態で行な
っていたか，について深く論証することは残念ながらできなかった。生産者に
対する商人支配の形態としての問屋制前貸形態(Verlagssystem) の存在そのも
のについても，その一般的存在の指摘は多くの文献に見ることはあってもその
具体的運営について個々の都市内外に跡づけることはできなかった。また，麻
織匠の存在とその手工業経営の具体的経営の実状，例えば徒弟(Lehrlinge) や
職人(Geselle), 親方(Meister) による麻織物生産に関する具体的な活動や都市
の麻織匠組合の組織上の問題，徒弟の受け入れや職人の雇用，さらに現在のド
イッになお伝統的に維持されている徒弟教育上の問題等々も触れないままに残
された課題である。ただこれらの分野については本文中にも指摘した通り，こ
の地域の中小都市の経済政策を扱ったLudwig Klaiber の著作Beitrage zurWirtschaftspolitik oberschwabischer Reichsstadte im ausgehenden Mittel-alter,
  12.   Beihefte der VSWG, 1927, に詳しい記述があることを 示してお
きたい。いずれにしても，麻織物生産そのものに関するよりも各都市における
麻織物商業，麻織物商人，麻織物を扱う商事会社の研究の方に比重をおいたこ
とをご了解いただきたいと思う。
研究の途上で訪れたラーフェソスブルクに今なお存在するフソピス家の建物
を，既に600 年を経た今日も町全体で保っている姿や，その歴史的事実を町の
誇りとして歴史資料用テキストを繰り返し発行してきている都市の文化政策と，
それに資金を提供し続ける地元銀行その他の企業の協力の姿を見ることができ，
そこにドイツの歴史と文化を尊重する国民性を確認することができた。人口数
千人の町でありながら今なお高い学歴と見識を持った 古文書研究家(Stadtar-chivar)
を擁して，訪れる研究家に数多くの便宜をはかっている町が決して少
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なくないのである。
本研究はもともと，文献枯理等の都合上，各都市ごとあるいは商事会社ごと
に少しずつ発表してきたものを一つにまとめたものである。学界ではすでに半
世紀以上も前に開拓された課題であるが，麻織物貿易史に関しては未開拓の部
分が残されたままであったと思う。過ぎ去った時間の長さに比べて研究の進み
具合の遅さに，自分の不勉強を恥じる以外にないが，本研究がいく分なりとも
そこに残されていた未開拓部分の開拓に貢献できるとすれば，これに過ぎる喜
びはない。今後一層のご教示，ご叱正をお願いするしだいである。
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